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前がたり「ポルポラの子」







　幼いころ、大人たちがボクのことを、「ポルポラの子」と口にしているのを耳にした。

　言っている意味がわからず、ボクは父親に訊たずねた。

「なんということを！」

　そう言うと、父親はボクを殴なぐった。

　平手打ちではない、拳こぶしで殴りつけ、五歳さいにも満たない幼児だったボクは、壁かべにたたきつけられた。

　痛み、それもある。

　だがそれ以上に、親という存在に、怒いかりと憎にくしみをもって暴力を行使され、ひたすら恐きよう怖ふで体がすくんだ。

　母親がそれを見て、大おお慌あわてで父にすがりついた。

「ごめんなさい、ごめんなさい、私が悪いのです。ごめんなさい」

　そう言って、泣きながら謝あやまった。

　妻が夫にする行こう為いとは思えない。

　罪人が死し刑けい執しつ行こう人にんに慈じ悲ひを乞こうような、憐あわれで、惨みじめで、卑ひ屈くつさすら覚える光景。

　それでも、父は母を許さなかった。

　殴りつけ、蹴けりつけ、「おまえのせいだ！」と「おまえらのせいだ！」と、母とボクを、怒りを込めた目で睨にらみつけた。

　その日の夜、母はボクを抱だきしめた。

　抱きしめながら、母はボクにも謝った。

「ごめんなさい。ごめんなさい」

　何度も何度も、理由もわからず、ボクは謝られた。

「アナタを産んでしまって、ごめんなさい」

　その言葉は、ボクの心に、決して消えない深い傷を刻みこんだ。

　ポルポラの子――その言葉の意味を、今は知っている。

　くだらない迷めい信しんにしか過ぎない、くだらない言葉。

　そして一生ボクについてまわる言葉。

　ボクはポルポラの子、醜みにくい妖よう精せいの子供。







序章







　べべべべんべべんべべべべべんべべんべ～♪

　ここは、ワイルティア公国王都ベルンの北東に位置する場所にある、王立兵器開発局、その局長の執しつ務む室しつである。

　先の大戦において、ワイルティア公国を勝利に導いた猟りよう兵へい機きをはじめ、多くの親兵器を生み出した〝魔ま導どう師し〟の二つ名を持つ希代の天才科学者、ダイアン・フォーチュナー。

　べべんべべんべべんべ、べべんべべんべべんべ♪

　その男はこの日、仕事もせずに弦げん楽がつ器きの演奏にかまけていた。

「はぁ～～～～、チョイナチョイナ！」

「なにをやっている[image: ]」

「わぁびっくりした!?」

　ついに一曲朗じ始めようとしたダイアンの、背後にいつのまにか立っていた、開発局警備部隊隊長である、ソフィア・フォン・ルンテシュタットはツッコんだ。

「ソフィアさん……ついにノックもしなくなったんですか？　まぁ僕ぼくとソフィアさんの間あいだ柄がらですからね、そんな気き遣づかいは必要ないですし……とりあえず僕の家の合あい鍵かぎはお渡わたししておきますが」

「何を相変わらず斜ななめ上うえな妄もう言げんを吐はいている！　ちゃんとノックはした！」

　日ひ頃ごろから、返答する前に扉とびらを開けるソフィアだが、ノックもせずに入室するまで無ぶ遠えん慮りよな行いはしない。

　この日もきちんと執務室の扉を殴りつけるように叩たたき、姓せい名めいと階級を申しん告こくした上で勝手に入ったら、ダイアンが楽器をかき鳴らしソフィアの姿に気づかなかっただけである。

「なんですかそれは？　どこの民族楽器です？」

　ダイアンが手にしていたのは、シタールのような、リュートのような、長いネックを持つ弦楽器だった。

「東洋の方の友人が送ってくれましてね。ジャビセンと言うそうです。蛇へびの皮を張っているんですよ。なかなか素す敵てきでしょう」

　言いながら、ダイアンは触さわって見るように渡した。

「ふむ……弦げんが三本なんだな……ややクセがあるが、ふむ……」

　べべんべべんべべんべ、と水牛の角で作られた大型のピックで、二、三度鳴らしただけで、ソフィアはあっさりと弾ひきこなし始める。

「ソフィアさん……上手うまいですね？」

「初めて見る楽器だが、弦楽器の基礎を知っていれば、見よう見まね程度はできる」

　自じ慢まん気げに――ではなく、むしろくだらなそうな顔で、ソフィアは答えた。

「驚おどろきましたねぇ。ソフィアさん、音楽の素養もあったんですか」

「貴族の家に生まれると、こういう小こ技わざを仕込まれるのだ……めんどくさいことにな」

　ソフィアの家、ルンテシュタット家は、ワイルティアでも名のある名家である。

　貴族階級にある者たちは、領地の経営や、事業を起こしたり、資産を運営し投資家として活動したりもするが、これらは厳密には「貴族の仕事」ではない。

　では貴族の仕事とは何か？

　極論すれば、「貴族であること」である。

　貴族としての家名を守るため、権けん威いを示し、高貴な者として振ふる舞まう。

　しかし、ソフィアはそれらを忌き避ひしていた。

　世界一の技術立国であり、モータリゼーションが進んだワイルティアの王都を、未いまだに馬車で走ることがステイタスだと思っているような者たちを、彼かの女じよは好きになれなかった。

「貴族の間では、舞ぶ踏とう会かいで着き飾かざり目立つことが生き死にに勝まさると考えている者が多くてな……そういうところに幼いころから踏ふみ込んでいると、こういう芸を仕込まれるんだ」

「あ～……そういや、たまに見ますね。そういう子供」

　ダイアンは生まれついての貴族階級ではないが、軍で言えば大たい佐さ相当官、爵しやく位いとして男だん爵しやく号を持っている。

　だが、あくまで名めい誉よ的なもので、相応の権限は持つが、権威までは伴ともなっていない。

　それでも、たまに王宮やら有力貴族やらのパーティーに無理やり出席させられるときがある。そういう場面で目にするものが、貴族の子し弟ていたちのお披ひ露ろ目めである。

「なんなんでしょうねアレ、意味分からないんですけど」

「幼い内から社交界に出て、コネを作っておく……ということだろう。あと権勢を示す、だな」

　社交界のパーティーにお披露目として参加した貴族の子弟たちは、大人たちに様々な芸を披ひ露ろうするのが慣例である。

　歌であったり踊おどりであったり、ソフィアが修めた楽器演奏もその一つ。

　これら高こう尚しような教養を、幼少の頃ころからしっかりと学ばせているというのは、それ自体が家の勢いがあるという物差し代わりになるのだ。

　なにせ、〝教養〟は金がかかる。

　金のかかる道楽ができるというのは、金がある証あかしであり、金回りがいい証。

　お付き合いを続ける価値がある――ということになるのだ。

「そのため、そういった場に出る子供たちは、バカみたいに着飾らされているだろ」

「十にも満たない子が化け粧しようまでしている姿を見ると、なんだか痛々しいですねぇ」

　成長期の子供に、専属の職人を付けて、一着に庶しよ民みんなら家族四人が一年暮らせるほどの額を支し払はらい、ドレスを仕立てる。

　子供の成長は早い。半年もすれば、寸法ぴったりに作ったそれは着られなくなる。

　そのたびに、新しく作りなおす。

　その行為が、お家の権威権勢を示すのだ。

「そういえば……少し、思い出深いものを見たな」

「ほう？」

　ふと思い出したように、ソフィアは言った。

「あれは……私が十五、六の頃だから……八年前か」

「十六歳の頃のソフィアさん……ほほう、それは興味深い、写真とかありませんかね？　あったら貸してもらえません？　複製しますから」

「………………」

「ソフィアさぁ～ん……その蛆うじ虫むしを見るような冷たい目かんべんしてもらえません!?」

〝ドラゴン殺し〟と揶や揄ゆされる、冷れい酷こくな眼まな差ざしを無言で向けられ、ダイアンは泣きそうな顔をした。

「そんな目で見られたくなくばそんな目で見られるようなことを言うな！」

「すみませ～ん……で、十六歳の頃の美少女のソフィアさんは何を見たんですか？」

　変わらずいい加減な口調のダイアンに、ソフィアは呆あきれたため息を一つ吐いてから、話を続ける。

「ある女の子が来ていてな……家名は、聞いたことはあったが、正直、まだ存続していたことに驚いたというくらいの零れい落らくした家の子だった」

　ソフィアが見たその少女は、庶民から見ればそれなりに高級だが、貴族たちの目から見れば中古品と一目でわかるドレス姿だった。

「七、八歳くらいだったな。おそらく、親が小こ銭ぜにをかき集め、貸衣装で用意した服を着せられて出席したんだろう」

　そうまでして、没ぼつ落らく貴族が社交界に姿を現す理由。

　どこかしらの大貴族が援えん助じよしてくれるのではないかという、コネ作りか。

　もしくは――そちらの理由のほうが、少女にとっては地じ獄ごくだっただろうが――親の見み栄えを満たすために、無理やり出ださせられたか。

「誰だれも声をかけず、いないような扱あつかいをされていてな……壁の花のほうが、まだしもマシだ。正直、憐れみを覚えた」

　同情することすら、その少女には侮ぶ辱じよくになっただろう。

　居場所もなく、じっと耐たえるように拳を握にぎっていたのが、印象的だった。

「なるほど、可哀かわい想そうな女の子がいたわけですね。貴族さんにはなりたくないですなぁ」

　思ったよりも自分の興味を満たす話でなかったのか、あからさまに態度に出るダイアン。それくらいの、「お家に縛しばられた憐れな者共」など、彼かれも何度も見てきて、見み飽あきていた。

「いや、そうじゃないんだ」

　だが、話には続きがあった。

「宴えんも佳か境きように入った頃に、貴族の子供たちのお披露目が行われた。その子にも、番が回ってきたんだ」

　おそらく、一応の形式的なものだったのか、パーティーのホストも憐れんだのか、ともあれ、没落貴族の少女も、芸を披露した。

「その少女は、歌を歌ったんだ……素す晴ばらしい歌声だった。まるで、天使のような美しい調べでな。私は……いや、私だけじゃない、並み居る貴族たちが、みな聴きき入いり、呆ぼう然ぜんとしていたよ」

　少女が歌ったのは、ワイルティアが建国される以前から伝わる、古い神話を詠うたった歌。

　英えい雄ゆうをたたえ、勇気をたたえ、正義をたたえ、神をたたえる歌。

　そして、古き時代の英雄たちのように、神の祝福を願う歌だった。

「素晴らしかったよ。歌い終わった後、まさに万ばん雷らいの拍はく手しゆが巻き起こった」

「大したもんですね。耳の肥えた貴族の皆みな様さまにそこまでさせるなんて」

　貴族は、文化の保護者、芸術家のパトロンとしての側面も持つ。

　自然、高位の貴族となれば芸術に詳くわしく、高い審しん美び眼がんを持つものだ。

「そこまで大ウケだったのなら、さぞかしその子も可愛かわいがられたでしょう？」

　支し援えん者しやが次から次へと現れ、音楽家としての道が開ける可能性すらある。

「いや、それは……なかった」

　ダイアンに訊ねられ、ソフィアは曇くもった顔で答える。

「皆、その少女の歌を絶賛したよ。でも、その子はそれ以外になにも得ることが出来なかったんだ」

　ソフィアの顔が、悲痛な色を濃こくする。

　それこそが、その理り不ふ尽じんこそが、八年を経へた今でも、その少女がソフィアの心に残っている、最大の理由だった。







第一章「狼は解き放たれる」







　大陸歴９２０年10月16日

　ワイルティア公国新境ペルフェ地区にある、小さな鉱山町、オーガンベルツ。

　ここには、小さなパン屋「トッカーブロート」がある。

　増築や改築を繰くり返かえしたことで、そこまで小さなお店ではなくなったが、その店で、この日、事件が起きる。

「主さま！　主さま！　主さま～～～～～～[image: ]」

　ベッドに横たわるは、この店の主、ルート・ランガート。

　そして彼にすがりつき、涙なみだを流しているのは、ウェイトレスのスヴェン。

「なんでこんなことに……なんで……！　これもわたくしがいたらぬせい！　なんでこうなる前にもっと……ああああっ!!」

　泣き、叫さけび、錯さく乱らんするスヴェン。

　赤い瞳ひとみは涙でグシャグシャになり、美しい銀ぎん髪ぱつを振り乱している。

「あ、あのさぁ……スヴェン、落ち着きなよ」

　そんな彼女に声をかけるのは、店主ルートの小さな友人であるジェコブ。

「あああああ主さまぁ！　もし主さまになにかありましたならば、このスヴェン、いつでもともにヴァルハラに赴おもむく覚かく悟ごではございますが………こんな、こんな！」

　しかしスヴェンは聞きもせず、なおも泣きわめいている。

「取り乱しすぎだろいくらなんでも……」

　呆れたような声で言ったのは、この店の見習い店員であるミリィ。

「ああ、神よ！　わたくしはあなたを恨うらみますわ！　なにゆえに主さまにこのような苦難を！　ちょっと降りて来なさい、ぶっ飛ばします！」

　やはりスヴェンは聞きもせず、神を呪のろい、恨み、ケンカを売っていた。

「なにがあったの……？」

　そこに現れる、丘おかの上の教会のシスターマレーネ。

　錯乱するスヴェンと、「もう手がつけられません」と肩かたをすくませているジェコブとミリィに交こう互ごに目を向ける。

「主さまぁ！　死なないでぇ！　わたくしを置いて行かないでくださいましぃいいい！」

　そんなマレーネに一いつ切さい目を向けることなく、スヴェンはついには横たわるルートの体に突つっ伏ぷし、泣なき叫んでいる。

「あのさ……えっと……スヴェン、落ち着いて？　ちょっと倒たおれただけなんだから」

　そんな彼女に、困こん惑わくした顔で、ルートが声をかけた。

「だってえええ～～～～～～!!」

　ことは、三十分ほど前のことである。

　その日の営業も終わり、次の日の開店準備をしていたところ、突とつ如じよ、ルートが立ちくらみを起こした。

　意識を失う程ほどではなかったが、足をもつれさせ倒れてしまい、たまたま近くにあった棚たなの角で額を打ってしまう。

　傷は小さなもので、軽く切って血が流れた程度のものなのだが、それを見たスヴェンはパニックを起こし、頭部を包帯でぐるぐる巻きにして、無理やりルートをベッドに寝ねかせたのだ。

「呆れた……どんだけ大げさなのよアンタ」

「ああン!!　たくの主さまがお怪我けがを負われたというのになんという言い草ですの性悪シスター！」

　事の次し第だいを聞いて、改めて呆れた声を上げるマレーネに、スヴェンは噛かみつかんばかりに怒りを露あらわにする。

「そりゃ心配は心配よ。でも『死なないで』はないでしょ『死なないで』は。店の外にまで聞こえてきたわよ、アンタの叫び声ごえ」

　ついでに言えば、近所の犬が騒さわぎ始めていた。

「大だい丈じよう夫ぶだって言ったんだけどね」

　困った顔で答えながら、ルートは頭の包帯を取る。

「ああいけません主さま！　まだ傷が完治していないのに！」

「かすり傷だから、これくらい、つばつけてれば直るよ」

　慌あわてるスヴェンを静かに制する。

「でも、スヴェンほどじゃないけど、心配はするよ。やっぱり働き過ぎなんじゃない？」

　改めて、冷静に事情を察したジェコブが言った。

　ルートが倒れたのは、ただ立ちくらみを起こしたからである。

　されど、元軍人であり、ひと目で分かる頑がん強きような体格のルートが起こしたとなると話は変わる。

「ん……まぁ、そうだなぁ……こういう事態は想定に入れてなかったからなぁ」

　ルートが倒れた理由は、簡単に言えば「過労」である。

　経営順調なトッカーブロート、店は、オーガンベルツだけでなく、周辺の街にも出張販はん売ばいを行うほどにまでなった。

　お客が増えたということは、売るパンも増やさねばならないということ。

「需じゆ要ようと供給」――基本である。

　しかし、増えた客数に対応できるパンの生産数が、不足がちになっていたのだ。

「問題は、パン作りができるのがルートだけってことだよなぁ……スヴェンはウェイトレスだし、僕も営業の手伝いはできるけど、製作まではねぇ」

　かつての売れない小さなパン屋の頃ならば、ルート一人でお釣つりが来た。

　しかし今は違ちがう。

　ジェコブやマレーネも手伝いに来てくれるが、彼らの主な役割は販売補助である。

　敏びん腕わんウェイトレスのスヴェンも同じく、彼女はさらに経理や営業活動、各種配送なども手伝っているが、商品製作までは携たずさわっていない。

「店が倍になって窯かまも二つになって、客は何倍にも増えたのに、作るのがルート一人じゃ、そりゃ立ちくらみくらい起こすよ」

　軍隊上がりの体力と精神力でカバーしてきたが、それも限界に達しつつあるということなのだろう。

「ゴメン……アタシが、もっと役に立っていれば……」

　申し訳無さそうな顔で、ミリィはつぶやいた。

　ミリィは、パン職人になるため、ルートに弟で子し入りするような形でトッカーブロートで働いている。

　日々努力を重ね、一いつ生しよう懸けん命めい技術を修めようとしているが、それでもまだ客に出せるものではなく、あくまで「店の雑用係」のレベル。

　自分の力の至らなさを、申し訳なく思っているのだろう。

「なに言ってるんだ。ミリィはまだまだこれからなんだし、始めて一年も経たっていないのに、代わりを務められたら俺おれの立場がないじゃないか」

　そんなミリィを、ルートは優やさしげな声でいたわる。

　哀あわれみでも同情でも、優しい嘘うそでもない。

　自分の力の足りなさを知るという、まっとうな成長をしている弟子を、心から喜んでいた。

「う、うん………」

　小さな声で頷うなずくミリィ。少しだけ、頬ほおが赤くなっている。

　小さく見えるが、今年で十五のミリィ。

　ルートにはいつまでも子供扱いされるが、彼に対して異性を意識し始めているのだ。

「まぁそれはともかくでごぜーますけどね」

　空気の変化をいち早く察し、素す早ばやく間に入り込むスヴェン。

「人員補ほ充じゆうをしたくとも、パン作りとなると、やはり職人を雇やとわねばなりませんわね……でも、難題ですわねぇ」

「だよねー、そもそもこの町にはいないし」

　オーガンベルツにあるパン屋は、トッカーブロートのみである。

　もともと今よりさらに小さな町で、鉱山が出来たことで人口が増え、今の規模となった。

　そのため、人口に比べても各種専門職が足りていないところがあるのだ。

「う～ん……なんだか、言い出しにくくなっちゃったわねぇ」

　困ったような声で、マレーネが言う。

　彼女がここに来たのは、街の役場の人間からの言こと伝づてを持ってきたからだった。

「あのね、もうすぐ感謝祭のシーズンでしょ？」

　感謝祭、収しゆう穫かく祭さい、秋祭り……色々な言い方はあるが、今年一年の実りを喜び、神に感謝し、来きたる冬を乗のり越こえるためのお祭りである。

　小さなオーガンベルツも、この日ばかりは住人全すべてが仕事を休む。

　芸人や歌うたいを招いて、街を挙げてのお祭り騒ぎになる。

「そこで街の人達に振る舞う料理……それを、トッカーブロートにお願いできないかなって話なの」

　そう言うと、マレーネは手に持っていた感謝祭のチラシを見せた。







　ワイルティア公国、王都ベルン――その中心にある王宮の一角に、親衛隊の兵舎がある。

　元は正規軍所有のものだったが、軍備縮小に合わせて親衛隊の施し設せつとなり、親衛隊員たちの家として使われるようになった。

　その中にある食堂で、まだ少女と言ってもいい若い士官が、不ふ機き嫌げんな顔で皿に盛られたソーセージをフォークで突いている。

　少女の名は、ヒルダ――ヒルデガルド・フォン・ヘッセン親衛隊中ちゆう尉いである。

「くそッ……くそッ……くそう!!」

　出された食事にまともに手を付けず、ザクザクと、フォークを肉に刺さしては、憎しみと悔くやしさのこもった声を上げている。

　その異様さから、周りの親衛隊員たちは、彼女に近づこうともしない――否いや、そうではない。元から彼女のそばに、近づくものは少ない。

　階級の上下にかかわらず、彼女が親しく話すものは隊内にはほとんどいないのだ。

「中尉殿どの、どうなさったのでありますか？」

　いるとすれば、彼女直属の兵である〝伍ご長ちよう〟くらいなものであった。

「ここは士官用の食堂だぞ」

　親衛隊内は、身分制度、階級制度が厳しい。

　それでなくとも、軍隊というものは士官と一いつ般ぱん兵は、様々な形で待たい遇ぐうを変えて扱われる。

「あ～、いえ、ジブン、特例で使っていいと言われておりまして」

　不機嫌な声のヒルダに、伍長は全く空気を読まない声で返す。

　どういう経けい緯いだったか、親衛隊を統とう括かつするゲーニッツ中ちゆう将じようから、直接推すい薦せんされた男。

　なんでも、先の大戦ではかなりの戦歴を積んでいるらしく、経験不足のヒルダにはちょうどいいお付きになると判断されたのだ。

（どこがだよ、ふざけたナリしやがって……）

　だが、ヒルダは心中で毒づく。

　伍長の姿は、制服こそは正規の親衛隊仕様ではあるが、異い様ようなのは頭部まで覆おおった鉄仮面。本人は「昔の傷が目立って格好が悪いので」と言っているが、結果、さらに悪目立ちしている。

　気づけば、食堂には他ほかの隊員はいなくなっていた。

　不機嫌娘むすめのヒルダに加え、仮面の道どう化け師しのような兵士まで現れては、メシもまずくなろうということなのだろう。

「なにか、嫌いやなことでもあったんですか？　いつもイライラしてらっしゃいますが今日は一層……」

「ああン？」

「あ、いえ、なんでも……」

　ヒルダにギロリと睨みつけられ、伍長は慌てて口をふさぐ。

「………さっき、中将閣下のもとに行ってきたんだ」

　ポツリと、ヒルダは語り出す。

　一週間前、彼女はゲーニッツより下った命令を果たせなかった。

　本来ならもっと早く弁明に向かうべきところだったのだが、ようやくこの日、謁えつ見けん許可が下りた。




　一時間ほど前――王宮敷しき地ち内ないにある、親衛隊司令部。

　その司令室……ゲーニッツの執務室に、ヒルダはいた。

「申し訳ございませんでした。中将閣下！　この責任は、いかような形でも取らせていただきます！」

　ヒルダは、ゲーニッツを尊敬していた。

　信しん奉ぽうしていたと言ってもいい。

　そのゲーニッツから直々にくだされた命令を果たす。

　それは一種、神への奉ほう仕しにも等しい喜びに満ちたものだった。

　そして、それが果たせなかったことは、彼女にとって死にも勝る絶望だった。

「オリバー・シュミッツ……エレン・エル・ホー……クラウス・ハウデマン……」

　窓まど際ぎわに立ち、外の景色を眺ながめながら、ゲーニッツは何者かの名前をつぶやいている。

「……？　中将閣下……あの……」

「エンリク・ハウクガウデン……アントニー・ノグッド……」

　問いかけにも答えず、ぽつりぽつりとつぶやくその人名に、どこか、聞き覚えがあった。

「まさか、それは……」

「セルゲイ・ヴィルムス……ニコラス・ファスベンダー……ドリーロン・ズム・セイヴス」

　ようやく、ヒルダは挙げられている名前を思い出す。

　同時にダラダラと、汗あせが流れだす。

　脂あぶら汗あせか、冷ひや汗か、ともかく、重度の緊きん張ちよう状態に追いやられ、体の水分が、スポンジのように表皮に染しみ出していた。

「エグモント・アイク……バネッサ・シュテインハウザー……これらの名前がなにか、わかるかね？」

　ゲーニッツは、ようやく顔を向け、問いかける。

　責めるようにでも、なじるようにでもない、教師が、生徒に質問するように、その声こわ音ねには、むしろ優しささえあった。

「ボクが……いえ、私が……死なせてしまった兵士たちです……」

　挙がった名前は、半月前の作戦で死んだ、ヒルダの部下の名前だった。

（中将閣下は、お怒りなんだ……お預かりした兵を無む駄だ死じにさせて……ボクは許されないことをしてしまった……）

「あ、ああ、あああ……」

　ガクガクと、足が震ふるえた。

　汗が止まらず、目が泳ぐ。

　爪つめが食い込むほど拳を握りしめているが、痛みを感じないくらい、彼女は激しい焦しよう燥そうの中にあった。

「違うよ」

　そんな彼女に返って来た言葉は、まったく、予想外のものだった。

「え……？」

　思わず、マヌケな声をあげて、ヒルダは問い返す。

「軍隊において、階級とはどういう意味があると思う」

「そ、それは……」

「責任だよ」

　ヒルダが答える前に、ゲーニッツは言う。

「部下の不始末は、その上官の責任だ。十人の兵士と、最さい新しん鋭えいの猟兵機。十分な情報と、現地の基地司令部の協力要よう請せいも取り付けた。これだけ揃そろえれば十分だろうというものをもたせた」

　ゲーニッツの声は変わらない。優しげでさえある。

「それだけを与あたえても、為なすことが出来ない者に指揮を任せてしまった……これは私のミスだ。君は悪く無い。君の能力が足りないことに気づけなかった、私のミスだ」

「――――!!」

　ヒルダは、自分の心臓に、氷のナイフが突き刺ささったかのようなショックをうける。

　彼女にとって、ゲーニッツは神も同然だ。

　神に信用され、信しん頼らいされ、必要とされることこそが、信者の幸福だ。

　その神に、「使えない」と言われたのだ。

「か、閣下……!!」

　どうすればいいか、ヒルダにはわからなかった。

　でも、なんとかしなければと、許しを請こい願わなければと思った。

　そして、神に対して信者が許しを請う姿は、万ばん国こく共通である。

「お許し下さい……！　ボクが、悪かったのです！　次は必ず、今度こそ……ですから……！」

　膝ひざをつき、額を床ゆかに擦こすり付つける。

　平へい伏ふく……要は、土下座であった。

「お願いします……どうか……ボクを、ボクを……」

　見捨てないで――と、言いかけた寸前、ゲーニッツは優しくヒルダの肩に手を置き、心からいたわる声で、諭さとすように語りかける。

「もういいよ。ありがとう」

　どこまでも、優しい言葉だった。

　甘あまくて、なめらかな毒のように、ヒルダの心に流し込まれた。

「帰りなさい。もう何もしなくていいから」

　それ以上ゲーニッツは何も言わなかった。

　叱しかるのも、怒おこるのも、期待していればこその裏返し。

　どうでもいいものに関しては、人は聖人の如く寛かん容ようになれる。

　ヒルダは、責任すら取らせてもらえないほど、ゲーニッツには「どうでもいい」存在となってしまった。




「中将閣下は……ボクがいらなくなったんだ……ボクは見捨てられた……見捨てられたんだ！」

　ガンと、激しくテーブルを叩きつけるヒルダ。

「それは、考え過ぎでは……？　報告書にもあったではないですか。その、バネッサ准じゆん尉い以下の十名はルート・ランガートとは異なる者に殺されたと」

　先の作戦で、ヒルダはルートを倒そうと、猟兵機を用いて戦いに挑いどんだ。

　その間、捕とらえていた人ひと質じちを見張るように命じていた部下たちが、全員、何者かに殺されていた。
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　おおよそ、考えられない殺され方であった。

　あえて言うならば、「凄すさまじい力を持つ人間によって、殴なぐり殺ころされた」である。

　バネッサなど、内臓が破は裂れつして死んでいた。

　現場に残されていた弾だん痕こんは、全てバネッサたちの持っていた銃じゆうから発射されたもの。

　すなわち、彼らは奇き襲しゆうを受けたかもしれないが、抵てい抗こうをした上で倒されたのだ。

「一体何者だったのか……ともかく、計算外の相手です。前提が変われば、結果も変わります。中将もそれを考こう慮りよされ、お咎とがめ無しと判断されたのですよ」

　必死で、ヒルダを慰なぐさめようと、様々な材料を見つけてくる伍長。

　その思いやりは、ヒルダに十分伝わっていた。

「伍長……ちょっと……」

「はい？」

　手招きするヒルダ。

　何か内ない緒しよの話でもするのかと、伍長は無防備に顔を近づける。

「ふざけんな！」

　途と端たんに、ヒルダが怒いかりの声を上げ、伍長の顔面を殴りつける。

　いや、殴りつけたのではない。

　伍長のかぶっている鉄仮面は、少女の拳こぶしでどうにかなるものではない。

　だから、テーブルの上にあった、ぐちゃぐちゃにされた料理の乗った皿を、拳に変わって叩きつけた。

「オマエ……ボクに同情しているのか……ボクを憐あわれんでいるのか……オマエなんかに！　オマエなんかに!!」

　わなわなと肩を震わせ、ヒルダは睨にらみつける。

「ち、ちがいます、中尉殿！　ジブンは……」

「やかましい！」

　驚きのあまり、腰こしから倒れた伍長の顔面を、鉄板が仕込まれた軍用ブーツで踏みつけるように蹴ける。

「がはっ！」

　さすがに鉄の仮面をつけていても、そこまでのダメージは防げなかったのか、伍長は苦しげにうめく。

「ちくしょう……なんでこんなことに……中将閣下に、どうすれば……」

　どうすればもう一度、自分を見てもらえるようになるのか。

　ゲーニッツにとって、重要な人間になれるのか。

　ヒルダの頭の中は、それでいっぱいだった。

「あの、中尉殿……その……一つだけ方法が……」

　痛みをこらえながら、伍長は言った。

「なんだ……？　くだらないことを抜ぬかしてみろ！　目ン玉刳くり抜き殺すぞ！」

「勘かん弁べんして下さい……あのですね、汚お名めい返上するには、やはり戦功を挙げるのみだと思うのです」

「それができりゃ苦労はしない！」

　そう言うと、ヒルダは今度はテーブルの上にあった胡こ椒しようの瓶びんを投げつける。

「へくしょい!!」

　仮面に当たり、胡椒の瓶は割れ、細かな粉が、仮面の隙すき間まから眼めや鼻に入り込む。

「いいか？　ボクは中将閣下から、もう何もしなくていいと……そう言われたんだ……どういう意味かわかるか！」

　無期限の謹きん慎しん。作戦行動に参加できないどころか、独自に兵や装備を動かすことも出来なくなったという意味だ。

「あのルート・ランガートの、『白銀の狼おおかみ』の首を挙げ帰き還かんすれば、さぞかし中将閣下もお褒ほめくださるだろうが……悔しいがあいつはバケモノだ！　ボク一人で、どうにかできる相手じゃない！」

　ヒルダは、ルートの背後に、人間型猟りよう兵へい機きであるスヴェンの存在があったことを知らない。さらに、他の思おも惑わくを持った者がいることも。

　何も知らないが、それでも、自分一人で倒せる相手ではないくらいは理解していた。

「はくしょん！　へくしょん！　えーっきし!!」

「人の話を聞け!!」

「ぎゃふん!?」

　ガゴンと、今度は座すわっていた椅い子すを振ふり上あげ、伍長の頭部に叩たたきつける。

「お、おお……星が見えました……」

「そのままオマエも星にしてやろうか」

　イマイチ緊張感のない伍長に、ヒルダのいら立ちは限界に達する。

「いやあのですね、ですから、いい方法があるんですよ」

「なんだよ」

「中尉殿は今、動かせる兵も装備も限られています。多分、ジブンと、もう一人でせいぜいでしょう」

「だからなんだ」

「その一人を、とびっきりのバケモノにしてやればいいんです。『白銀の狼』を倒せるくらいの、とびっきりのバケモノに………」

「……………」

　ヒルダは、無言で再び椅子を振り上げ、殴りつけようとする。

「ちょーっ!?　なんですか!?　なんでジブンまた殴られようとしているんですか!?」

　みっともなく後ずさる伍長。

「いちいち勿もつ体たいつけていてすっごく腹がたったからだ」

「ひどい！」

　わざとらしく、仮面の上から涙をふく真似まねをする伍長。

「さっさと話を進めないからだ！　んで、心あたりがあるから言っているんだろうな、そのバケモノを」

「そりゃもちろん」

　仮面越ごしだが、確かに感じる怪あやしい笑えみを伍長は浮うかべた。

「中尉殿は……〝人狼〟をご存じですか？」







　人狼――先のエウロペア大戦において、世界にその名を知らしめたワイルティアの軍人である。

　特に、隣りん国ごくであるフィルバーヌ共和国においては、悪あく魔まと同義で語られる。

　彼が行った、諜ちよう報ほう活動、極ごく秘ひ任務、要人暗殺によって、結果的に十万を超こすフィルバーヌ兵が死傷したとも言われているからだ。

　しかし、その男は今、ワイルティア公国王宮の地下深くにある特とく殊しゆ犯罪者専用監かん獄ごくにて、まるで封ふうじられるように収しゆう監かんされている。

「〝人狼〟のことは聞いたことはあったけど……意外に近いとこにいたんだな……」

「超ちよう特殊な罪人ですからね。下手に辺境におくより、身近なとこに置いておいたほうがいいんですよ。いざって時に処分もしやすいですし」

　ヒルダと伍長は、〝人狼〟が収監されている、地下独どく房ぼうに続く階段を降りていた。

　特殊犯罪者とは、理由は様々あるが、社会――特に国家において「毒」と判断された者達である。

　思想家であったり、宗教家であったり、その者に感化されれば、他の多くの者を巻き込み、社会を揺ゆるがしかねない存在。

「さっさと殺してしまえばいいだろうに」

　こともなげにヒルダは言ったが、ことはそう簡単なものではない。

　死は、人を美化させる。

　それがたとえ取るに足らない平へい凡ぼんな者でも、死ねば神格化され、信しん仰こうの対象となる。

　ワイルティアではないが、とある国で、たまたま航空機の操作系がトラブルを起こし、撤てつ退たい帰き還かんするはずが、敵軍に特とつ攻こうするような形になってしまった者がいた。

　その姿は軍にプロパガンタとして利用され、「仲間を逃にがすため敵てき陣じんに単身突とつ撃げきした英雄」として祀まつり上げられ、銅像が立ち、その国の教科書にも載のった。

　だが、彼は生き残っており、自力で母国に戻もどった結果、社会への悪あく影えい響きようを鑑かんがみ……軍によって秘ひ密みつ裏りに、殺されたという。

「生きている者より、死んだ者の方が厄やつ介かいな場合というのもあるのですよ」

　そういった事例を考えての物言いなのか、伍長はどこか、皮肉げに返した。

「それにしても、なんだな……古いな」

　壁かべに手をつけながら、ヒルダは言う。

　長い長い階段を延々と降りていくうちに、最初はコンクリート製だった壁が、レンガに変わり、気づけば石積みの随ずい分ぶんと古いものに変わっている。

「この辺りは、ルフトザンド藩はん国時代の作りでしょう。まだ、ワイルティアが神聖帝てい国こくのいち領主でしかなく、ベルンが都でなかった時代のものです」

　ワイルティア公国は、〝騎き士しの国〟と呼ばれている。

　その由来は、神聖帝国に仕えし騎士が拓ひらいた地が基もととなっているからだ。

「ベルン王宮は、ルフトザンド城をそのまま埋うめ立たて、上に増築改築を繰り返して作りましたからね」

　そのため電気もまともに通っていないのか、手持ちのランタンを照らしながら、伍長が言う。

「まるで地層だな」

　地下に続くこの階段は、ワイルティア公国の歴史を示しているかのようだった。

「確か、〝人狼〟は戦後になって、戦時犯引ひき渡わたしが行われて、この国に戻されたんだよな」

「そうです、それからずっと、ここに幽ゆう閉へいされています」

〝人狼〟が、本来なら英雄として讃たたえられ、栄職についてしかるべき存在ながら、戦争終結から二年を経てなおこのようなところに閉じ込められているのは、理由があった。

　大戦中暗あん躍やくしたこの最強の特務兵は、戦争末期、突如として国外逃とう亡ぼうし、敵国フィルバーヌ共和国に亡命した。

　理由は未いまだはっきりしないが。

　ともかく、フィルバーヌに逃げた〝人狼〟を、恨み骨こつ髄ずいの彼かれらが、黙だまって受け入れるわけはない。

　彼は逮たい捕ほされ、全世界に悪逆非道の特務兵の存在が明らかになる。

　戦争が終わってから、もう二年が経つ。

　敵にしても味方にしても恐おそろしい男は、平和な時代に居場所をなくし、全てから遠ざけられるようにこの地に封じ込められていたのだ。

「それにしても、よくオマエ、〝人狼〟に会える算段を取れたな？」

「ここの管理者が古い知り合いでして、ちょっと……まぁ〝機密費〟も使いましたが」

「ああ、なるほどな」

　機密費とは、正規の帳ちよう簿ぼに記き載さいしないでいいたぐいの予算である。

　この場合は、賄わい賂ろのことを指す。

「さて、着きましたよ」

　ようやくたどり着いた最さい奥おうの、おおよそ近代的とは言いがたい中世の牢ろう獄ごくの先に、一人の男が座っていた。

「こいつが、〝人狼〟……？」

　その姿を見て、ヒルダは訝いぶかしむ。

　最凶の特務兵などと言われているくらいだから、筋肉ムキムキのマッチョマンかと思ったら、思ったよりも痩そう身しん……優やさ男おとこと言ってもいい顔立ちだった。

　歳としは、二十歳はたちは超えているだろうが、思ったよりも童顔である。

「ホントなのか？　ただでさえ二年以上檻おりに入れられてたようなヤツ、使い物になるかも怪しいってのに」

　本人を前に、あいも変わらずヒルダの憎にくまれ口ぐちは止まらない。

　今現在、ヒルダが勝手に動かせる兵は、伍長を含ふくめても二人がせいぜい。

　その貴重な枠わくを高い戦せん闘とう力りよくをもつ兵士で埋めようと伍長が推薦したのが、この〝人狼〟だが、実物を見て、ヒルダは正直、拍ひよう子し抜ぬけをしていた。

「伍長……牢ろう屋やの鍵かぎを開けろ」

「え……しかし……」

「大丈夫だ。見ろよこれ」

　檻の中の〝人狼〟は、両手には手て枷かせが、足には鎖くさりで鉄球が繋つながれている。

　これでは、まともに動くことも出来ないだろう。

「ですが……その～……」

「いいから開けろ」

　困惑する伍長を、睨みつけ、無理やり鍵を開けさせると、ヒルダは牢獄の中に入り、〝人狼〟の前に仁に王おう立ちする。

「ボクの名は、ヒルデガルド・フォン・ヘッセン。親衛隊中尉だ。喜べ、オマエを外に連れて行ってやる」

「………………」

「聞いているのか？」

　ヒルダの傲ごう岸がんな物言いに、〝人狼〟は答えない。

　どこを見ているのかわからない、ぼうっとした眼まな差ざしで、牢屋の床を見つめている。

「ボクは、無能が嫌きらいだ。役に立たない奴やつは大嫌いだ！　だから、オマエをテストしてやる。たいそう知られた兵士らしいが、それなら、この状態でも力を示せるよなぁ」

　意地悪く、ニタニタと嗤わらいながら、ヒルダは言う。

「例えば、こうされたらどうする！」

　そして、言うや腰のホルスターから拳けん銃じゆうを抜いて、銃じゆう口こうを向けようと――

「あれ？」

　しなかった。

　確かに入れていたはずの、彼かの女じよの愛銃が、消え去っていた。

「どうしました中尉？　どっか落としちゃいましたか？」

　檻の向こうから、伍長が訊たずねる。

「んなわきゃあるか！　軍人が自分の武器の管理を怠おこたるわけがなかろう！」

　兵士にとって、銃は命と同意義の大切なものである。

「探しものは、これか？」

　それが、いつの間にか、目の前の〝人狼〟の手の中にあった。

「なっ……!?」

　言葉を失うヒルダ。

　ワルサーＰＰＫ、ヒルダ愛用の拳銃が、撃鉄が上がり、引き金さえ引けば発射できる状態で、銃口を向けられている。

「い、いつの間に……」

〝人狼〟から目を離はなしてはいなかった。

　いや、一いつ瞬しゆん、わずかに目をそらすくらいはしたかもしれないが、それでも、ずっと座っていた〝人狼〟が、動いたことに全く気づかなかった。

「これで満足かい？」

　そう言うと、凍こおりつき動けないヒルダに、〝人狼〟は躊ちゆう躇ちよすることなく引き金を引く。

「ひいっ!!」

　声を上げるヒルダだったが、弾たまは発射されない。

「はい、返すよ」

　くるりと反転させ、グリップの方を向け、〝人狼〟は銃を返した。

「これは……」

　受け取った拳銃からは、弾だん丸がんが収められた弾だん倉そうが抜かれていた。

「万が一でも弾が出たりすれば危ないからな。そっちは戻しておいた」

「戻した……？」

〝人狼〟の言っていることがわからず、ヒルダは戸と惑まどうが、「まさか」と思いホルスターを改めて探さぐると、その中に弾倉が入っていた。

「な、なんてヤツだ……」

　速さもあるのだろうが、それ以上に、相手の思考と視覚の虚きよを、一瞬で突ついた。

　もしも〝人狼〟がその気になれば、ヒルダは三度は死んでいただろう。

「は、はは……た、大したもんだ……合格だよ……」

　強がりながらも、震える拳は隠かくせなかった。
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　一いつ端ぱしの軍人を気取ってはいるが、ヒルダは戦場の経験がない。

（これが……大戦を生きた、ホンモノの力か……）

　ルート・ランガート、「白銀の狼」と対した時にも感じた、底知れなさを覚える。

「あ、中尉、思い出しました！　その男に近づく時は、武器になりそうなものは外してからにしてくださいだそうです」

「いまさら遅おそいんだよオマエ!!」

　同じく、大戦帰りであるはずなのに、妙みように緊張感のない仮面男を、ヒルダは怒ど鳴なりつける。

「ともかく……これで勝てる……あの男に、復ふく讐しゆうできる！　ルート・ランガート！　首を洗って待っていろ！　うはははははは!!」

　勝利を確信し、高笑いを上げるヒルダ。

「なんなんだ、アンタたちは？」

　事態がよくわかっていない〝人狼〟。

「あ～、もうちょっと待ってあげてください。今が多分一番幸せな時ですから」

　仮面越しに、伍長は感情の全く窺うかがえない声で言う。

　そして――




「へっくしょん！」

　同時刻――オーガンベルツのトッカーブロート店内。

　ようやくスヴェンからベッドを出ることを許可されたルートが、一つくしゃみをした。

「主さま！　お風邪かぜですか!?　やっぱりまだ体の調子が……すぐにベッドに戻りましょう！」

　先日の過労騒さわぎがあったからか、スヴェンの過保護っぷりに拍はく車しやがかかっていた。

「いや、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから……」

　慌あわてて、困ったような顔で答えるルートだった。

　病気ではない、それはわかる。

　だが、なにか、言いようのない、奇き妙みような悪お寒かんのようなものはした。

（なんだろう……なにか、悪いことが起こらなきゃいいが）

　戦場にいた頃ころに培つちかった、一種の第六感。

　それが、来るべき何かを警けい戒かいし、鐘かねを鳴らしていた。







第二章「偽りのブロンド」







　ワイルティア公国、王都ベルン――その一角にある、兵器開発局正門前。

「なんだこれはあああっ!!」

　同局警備部隊隊長である、ソフィア・フォン・ルンテシュタット少しよう佐さは、怒りの叫さけびを上げた。

「す、すみません！」

　あまりの怒りっぷりに、警備部隊員サリヤ・リヒター上等兵は泣きそうな顔になる。

「貴様に言っているのではない……これは、どういうことだ！」

　時間は夜中、そろそろ開発局のほぼすべての業務が終しゆう了りようするという頃ころ合あいになって、突とつ如じよとして親衛隊の軍勢が開発局を包囲していた。

「十や二十じゃ利きかんぞ！　二個中隊は動員しているな……」

　ワイルティアの軍制において小隊は五十人、中隊は二百人。

　開発局を包囲している兵隊の数は、四百はくだらなかった。

「装そう甲こう車しやや、砲ほう兵へい部隊も確かく認にんしました……ありえませんよ。市街地ですよここ！」

　悲鳴にも似た声をあげるサリヤ上等兵。

「軍司令部に連れん絡らくはしたか？」

「それが……電話回線が切られているようで……」

「ちっ……」

　ソフィアの中で、一瞬、親衛隊による反乱が勃ぼつ発ぱつしたかという最悪の予想が浮かぶ。

　親衛隊を率いるは、功名心と出世欲の化け身しんのような男、ゲーニッツである。

　あの男なら、最悪の選せん択たくもしかねないというのが、ソフィアの考えだった。

「だが……なぜここなのだ……？」

　開発局を包囲する者達たちの真意がわからず、ひたすら戸惑うことしか出来なかった。

「ん……？」

　そうしている内に、正面に展開した部隊から指揮官らしき男が、数人の兵を従えて近づいてくる。

「王立兵器開発局警備隊長の、ソフィア・フォン・ルンテシュタット少佐でありますな？」

　男の胸には、親衛隊の大たい尉いを示す階級章が飾かざられていた。

「ルドルフ・デルズ大尉であります。お勤め、ご苦労様であります」

　口調こそは丁てい寧ねいであったが、目と、口元に、わずかなニヤケが見えた。

（チッ……典型的な親衛隊員か）

　睨みつけながら、ソフィアは心中で吐はき捨すてる。

　戦後の大軍縮によって、正規軍は三割の兵を退たい役えきさせた。

　しかし、その兵たちのほとんどは、親衛隊として再編制される。

　その顛てん末まつを一種の〝選せん抜ばつ〟であったと受け取った親衛隊員は、「自分たちは選ばれた者である」という歪ゆがんだプライドを持つ者が多くなった。

　いや、最初から、そういう者たちを選んだのかもしれない。

　己おのれの自尊心の拠より所として、所属する組織に依い存そんするような人間は、どのような命令でも忠実に聞く、絶好の飼い犬である。

「これは一体どういうことか！　王立である開発局に兵を向けるなど、親衛隊はいつから賊ぞく軍ぐんに成り果てた！」

　だからこそ、あえてソフィアは彼らのプライドを逆さか撫なでる言い方で糾きゆう弾だんする。

「ああ、これは困りましたな、少佐殿どの。貴官は思おもい違ちがいをしてらっしゃる」

　だが、デルズには通じないのか、ニヤニヤとした腹のたつ笑みは消えぬままであった。

「現在王都に、反王室を掲かかげるテロリストどもが行動中との情報が入りました。我々はそのための治安維い持じ任務を遂行しているに過ぎません」

「反王室……テロリストだとぉ……？」

　そんな知らせは、今の今まで、ソフィアの耳に入っていない。

「どんな勢力だ！　どこのセクトの、何派の者たちだ!?」

　反国家集団は、その奉ほうずる思想によって様々なグループが居る。

　正規軍情報部が押さえているだけで、百はくだらない。

「現在、調査中です」

「どこでどのように動いている！　人数は、武器は、被ひ害がいは！」

　中隊規模の兵を動かさねばならないのなら、相応の騒ぎになっているはず。

　しかし、王都に銃じゆう砲ほうの音が鳴っている様子はない。

「現在、調査中です」

「開発局の電信が切断されている……これも貴様らのせいか!?」

「現在、調査中です」

「貴様！」

　デルズは口元をニタリと歪め、あざ笑うようにソフィアを見下している。

〝ドラゴン殺し〟とさえ恐れられるソフィアの双そう眸ぼうを、オリハルコンで出来た檻の向こう側から眺ながめているような、余よ裕ゆうしゃくしゃくっぷりだった。

「そういうわけでして、開発局の皆みな様さまをお守りするため、小官たちは馳はせ参さんじたに過ぎません。王都の治安維持は、我ら親衛隊の管かん轄かつですからなぁ」

　正規軍司令部は王宮内にあるが、部隊そのものは王都外である。

　軍部による暴走を防ぐ、一種のシビリアンコントロールだったが、それが裏目に出た。

「そうか……なら話は早い。すぐに帰れ！　ここでは何も起こっていない！　我ら警備隊がいる以上、貴様らの力を借りる必要もない！」

　ソフィアは怒鳴りつけたが、なおもデルズの笑みは消えない。

「そうはいかないんですよルンテシュタット少佐～……現在王都には緊きん急きゆう事態宣言が発令されています。全すべての公権力は親衛隊の指揮下に置かれているんですよ、これがどういう意味か、わかりますよね？」

「まさか……貴様ら……」

「今すぐ、ここより退去していただきたい」

　治安維持の名目で、現行任務についている部隊を排はい除じよするというのは、「お前たちは裏切り者の可能性がある」と言っているに等しい。

「ははははははは……これほどの屈くつ辱じよくは……初めてだ……！」

　知らぬ内に、ソフィアは乾かわいた笑いをあげていた。

　その不気味さに、隣となりのサリヤ上等兵が泣きそうになるほどであった。

「上等だ……かかってこい……」

　ポツリと、ソフィアはつぶやいた。

「は？　何を言って――」

「やれるものならやってみろと言っているんだ中ちゆう将じよう閣下のクソ犬どもが!!」

　デルズが問いなおす前に、これでもかという怒ど声せいをもって啖たん呵かを切った。

「……結構、三十分猶ゆう予よを差し上げましょう。それまでに考えなおし、退去するならば、今の発言は聞かなかったことにして差し上げます。それでは」

　最後まで愉ゆ悦えつの笑みを崩くずさず、デルズたちは去っていった。

「ななななななななんてことを～……どうするんですが少佐殿!?」

　慌てふためくサリヤ上等兵。

　ソフィアの言動は、感情に任せて反乱を起こしたようなものだ。

「これじゃジブンたち、テロリストの仲間扱あつかいで……」

「そんなわけあるか！」

　だが、そんなサリヤ上等兵を、ソフィアは一いつ喝かつする。

「思い出せ。通信を切断したのは連中の工作だ……つまり、この行動はかなり危あやうい橋を渡っているのだ。司令本部に問い合わせれば一瞬で瓦が解かいするほどのな！」

　王室直ちよつ轄かつの兵である親衛隊は、名目上は公王にのみ従う部隊である。

　だが、それでもワイルティアは立憲主義の国である。

　王権の力が絶対なわけではない。

（政治的な理由……違うな……私の知らない何かがある。それさえ手に入れれば、この無む茶ちやな行動の全てがご破算になるほどの何かが……）

　二個中隊も動員して包囲しているのもその証しよう拠こ。

　手段を選ばず力づくでも、開発局を押さえようとしている。

　だがそこからはじき出だされる推論は――

（この開発局に、公国の現体制を覆くつがえらせるほどのなにかが、ある……？）

　警備隊長であるソフィアには、開発局の最深部に何があるのかまでは知らされていない。

　しかし、そう考えずにはいられない状じよう況きようだった。

「とにかく、警備隊を全員集めろ！　バリケードを張れ！　武器をかき集めろ！　こんな無茶苦茶、通るわけがない！　朝まで粘ねばればこちらの勝ちだ！」

「は、はい！」

「いやぁ、そんな簡単にはいかないでしょうねぇ」

　口早にソフイアが発した命令に、敬礼をもって応こたえるサリヤの横に、いつの間にかもう一人立っていた。

「うわぁあっ!?　誰だれですかあなた!?　いつの間にいらしたんですかぁ!!」

「おちつけ上等兵……その男はただの変態の変人だ。あとこの開発局の局長だ」

　小動物のようにびっくり仰ぎよう天てんするサリヤを、ソフィアはなだめる。

「ソフィアさん？　私って、基本変態から紹しよう介かいされて職業がついで扱いですか？」

　現れたのは開発局局長、ダイアン・フォーチュナーだった。

「エラいことになりましたね。中将さんついに実力行使ですか……やれやれ」

　緊きん迫ぱくした状態にもかかわらず、相変わらずダイアンに緊きん張ちよう感かんはない。

「なにか文句があるか？」

　開発局の責任者はダイアンである。

　そのダイアンが、親衛隊に自分を委ゆだねたいというのなら、ソフィアは孤こ立りつ無む援えんとなってしまう。

「いえ、私、ゲーニッツさん大嫌いですから。それに愛するソフィアさんの決断にケチを付けるわけがないじゃあないですかぁ～」

「そうか、なら開発局付きの保安要員の指揮権も渡してもらうぞ、兵の数が足りんからな」

「ソフィアさん……最近ノリが悪い……」

　少し寂さびしそうな顔で呟つぶやくダイアンを無視して、ソフィアは部隊の再編制を急ぐ。

　包囲する親衛隊の数はおよそ四百。

　対する開発局の人員は、ソフィアの警備隊と開発局の保安要員を合わせても五十人もいない。

「確か、攻せめる側は防ぐ側の三倍必要、でしたっけ？」

　そんなソフィアの頭の中を読んだかのように、ダイアンが言った。

「あくまで経験則だがな」

　開発局は、軍事機密を扱っているだけに、相応の強固な警備体制を敷しいている。

　しかし、それはあくまでも、潜せん入にゆう、侵しん入にゆうしようとする者に対してだ。

　正面玄げん関かんから大挙して押おし寄よせる自国の武装勢力など、想定外の事態である。

「朝まで持ちますかねぇ～……もう晩秋です。夜は長いですよ」

　緊張感のないダイアンの声が、今日は一層苛いら立だたしく聞こえる。

「貴様は――」

「そこで良いアイディアがあります」
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　怒鳴りつけようとしたソフィア。その前に、ちょんと人差し指を口元に当て、〝魔ま導どう師し〟の二つ名を持つ稀き代たいの天才科学者は、一つ提案をした。







　オーガンベルツの感謝祭は、十月の最終木曜日に行われる。

　ワイルティアや他ほかの諸国は、大半が第一木曜日開かい催さいなのだが、ペルフェではとある聖人が誕生したことと、さらに加えてベルツ鉱山の開業記念日に近いことから、協議の結果この日とされたのだ。

　諸もろ々もろのお祝いが一いつ緒しよになったことから、一年で一番賑にぎやかなお祝いの日である。

「困ったもんですわねぇ……」

　トッカーブロートの店内、掃そう除じをしながら、スヴェンはポツリと呟く。

「あ～……ルートのこと？」

　手伝いに来ていたジェコブが訊ねる。

　この銀ぎん髪ぱつ敏びん腕わん看かん板ばん娘むすめが、とかく心をざわつかせることがあるとすれば、九割九分九厘りん九毛が、最愛の主、ルートに関してのことである。

「ですわ」

　肯こう定ていすると、改めて溜ため息いきを吐く。

　感謝祭には日ひ頃ごろのうさを晴らす意味も込めて、多くのご馳ち走そうが並ぶ。

　豚ぶたバラの塩しお漬づけ肉のスペアリブに、牛肉の燻くん製せい、鳥の丸焼きに、羊肉のソーセージ。

　お酒も、ワインにビールと飲み放題である。

　そして、たくさんのお菓か子し。

　そのお菓子を、ルートのトッカーブロートに作って欲ほしいという依い頼らいが舞まい込んだのだ。

「パン屋って、感謝祭にそこまで出番有るの？」

　ジェコブの質問に、スヴェンは朗々と答える。

「ございますわよ。こういったお祭りに出すお菓子は、ケーニッヒクーヘン王様の焼き菓子と言いましてね、ブリオッシュなどの菓子パンや、クーヘンなどのパイ、ベルリーナのようなジャム入りの揚あげパンや、ガレットなどのパイなど、いくらでもございます」

　要は、その日の振る舞い菓が子し全ぜん般ぱんを頼たのまれたわけだ。

「そっかー……そういえば、毎年お菓子のたぐいは出るけど、ちょっと地味だったなぁ。味もまずくはないってくらいで」

　昨年までの感謝祭ででたのは、砂糖をまぶした揚げパンや、素人しろうとが作ったクッキー、あとよその街の店に注文して届けてもらった時間の経たったチェリーパイなどである。

　せっかくの祭りだというのに、精せい彩さいに欠けていたのは否いなめない。

「ほら、先週から、レモンパイを販はん売ばいし始めたでしょう？」

「あれ、評判良かったもんね」

　冷蔵設備を増設したことで、トッカーブロートはスイーツ系メニューが豊富となった。

　街の人達の反応も上々で、今回の依頼も、それを踏ふまえてのものだろう。

「正直言いますと、ご辞退していただきたいんですのよね」

　しかし、スヴェンは困った顔でこぼす。

「材料費くらいは出ますが、儲もうけにはなりませんし。その割には、手間と時間と人手ばかりかかりますから」

　仕事の依頼というよりも、祭りの協賛のようなもの。寄付の代わりに、製作を請うけ負おってくれという話なのだ。

「でも……当人はやる気なんだよね」

「そうなんです。頑がんとして譲ゆずりません」

　マレーネから話を聞いて、ルートは大喜びした。

　ただでさえ普ふ段だんの仕事が山積みだというのに、その合間をぬって、祭りの日に出すパン菓子の研究を続けている。

「ここまで主さまが乗り気になるのは珍めずらしいですわね……」

　それとなく辞退するようにスヴェンも説得したが、ルートは止まらなかった。

「それはまぁ～しょうがないかもねぇ。去年のことがあるから」

「去年？」

　苦笑いしながら腕うでを組むジェコブに、スヴェンは訊ねる。

「う～ん……アイツがさ、この街に来たのは去年のことでね。まぁ、ほら、知っての通り、ずっと避さけられ続けていたわけじゃない？」

　筋金入りの善人であるトッカーブロートの主ルート・ランガート、彼には一つ、大きな欠点があった。

　それは、人並み外れた強面こわもてっぷり。

　女は逃げ出し子供は泣き出し、大の男すら震ふるえ上あがり、その筋の人でも怯おびえる。

　顔を合わせた途と端たん、黙って財さい布ふを渡され、「家族にだけは手を出さないでくれ」と土下座されたこともある。

　スヴェンが現れ劇的に営業が改善されるまで丸一年、まったく客が訪おとずれなかったというのだから、その凄すさまじさたるや察するに余りある。

「そんなだからさ、アイツ確かその日は店を休んで……一日中カーテン閉めて、家の中でじっとしてたんだって」

　自分が祭りの場に現れれば、罪なき民たみを悲しませる事になると、選んだ行動だった。

「おいたわしやっ！」

　思わず涙なみだぐむスヴェン。口元を押さえ、嗚お咽えつの声を上げる。

「それが今年は、『お願いします』って言われたんだろ？　そりゃやっこさんのことだから、大喜びだよ。マジで命かける勢いで行くよ」

　ルートのパンにかける思いは、大げさ抜ぬきで「命がけ」の域にある。

　自分の作ったパンが、誰かに喜んでもらえること。それを励はげみに、一生の仕事と決めて、挑いどんでいる。

　ワイルティア人は誠実と勤勉が国民性だが、ルートのそれはさらに二段階ほど上だ。

「むむむむむぅですわ………」

　腕を組み、思案するスヴェン。

　彼女にとって、この世で最も大切なモノは、偽いつわりなくルート・ランガートである。

　彼のためならば、どんな難題であろうが、いかなる強敵が相手であろうが立ち向かう。

　だが、当の本人が自分を危地に追いやるのだから困ったものだった。

「元軍人さんだからねぇ、どうしても精神論で無茶しちゃうのかな」

　苦笑いしつつジェコブが言う。

「あら？　それは勘かん違ちがいですわよ、ジェコブさん」

「え？　でもホラ、軍隊といえばキツイ汚きたない臭くさい苦しい悲しい帰りたいなところじゃないの？　そういうのを全部、『お国のためー！』って言って我慢させる所でしょ？」

「ところがどっこいそうでもなくてですね」

　軍隊において最も重要なのは、兵士の効率的かつ的確な運用である。

　そのためには、兵士たちのバイタルとメンタルを常に高い状態にしなければならない。

　ケガや病気をしたときのために軍医や医い療りよう設備を整え、体力を維持させるために食事のメニューや栄養配分に気を遣つかい、さらに疲ひ労ろうを溜ためないため、適度な休きゆう暇かと後方との部隊交こう換かんも行われる。

「良い働きをさせるためには、休息は不可欠です。主さまなど、エースパイロットでしたから、激戦区に送られはしたものの、挙げた功績も大きかったので、かなりまとまった休暇を頂いてたんですよ」

「ふ～ん、軍隊ってそういうとこ意外にしっかりしているんだね」

「まぁ世の中には、功績挙げすぎて休暇が溜まりすぎてしまい、めんどくさいので人に戦功を上げてしまった人もいるらしいですけどね」

「変な人もいるんだねぇ」

　スヴェンの話を聞き呆あきれた顔になるジェコブ。

「…………………」

　その顔を見て、しばし無言になるスヴェン。

「え、なに？　僕なんかへんな事言った？」

「いえいえいえ、別に……」

　最近明らかになったことなのだが、ジェコブの父も、ルートと同じく元猟りよう兵へい機きパイロットだった。それも、桁けた外はずれのエース。

　あまりに強すぎて、ご褒ほう美び代わりの休暇が溜まりすぎてしまい、撃げき墜つい数を後こう輩はいパイロットに分けることで休暇を消化したというデタラメな男である。

（まぁ、知らぬが花ですわね……）

　ジェコブは、自分の父親が軍人であるということは知っているが、そんな化け物級エースパイロットというところまでは知らない。

　ジェコブの母シャロデの意向もあって、もう少し彼が大きくなるまで、無理して明かすこともないだろうということになったのだ。

「ともあれ、軍隊というのは、外部の方が思われているより、ずっと理り詰づめの組織なんです」

　よく、「軍隊では人間を道具のように扱う」的なことが言われるが、なればこそ、その道具を正しく、大切に扱う。

　少なくとも、貧困にかこつけ、休暇も与えず賃金もろくに支し払はらわない悪徳業者が横行している外の世界が、あまり大きな口で文句を言える筋合いはないのだ。

「まぁでもあれですわねぇ～……そんな軍隊が、理り屈くつが通らなくなり、精神論で全てを片付けようとしたら……勝てるものも勝てませんわね、間ま違ちがいなく」

　元猟兵機故ゆえに、スヴェンは断言する。

　どれだけ気合を入れようが、どれだけお綺き麗れいな思想信条を並べようが、ガソリンを入れなければ車は動かない。

　機械だからこそ、生身の人間では気づきにくいことも気付けるのだ。

「だからこそ……尊き意思を全まつとうするためには、正しい体制を整えなければならないのですわ」

　さしあたって、現状、ルートの思いを成じよう就じゆさせてやるには、新たな人材を獲かく得とくしなければならなかった。

　それも、可か及きゆう的てき速すみやかに。

「どっかにいませんかしら……凄すご腕うでとまではいかなくとも、それなりに腕のある職人が」

　そんな都合よく世の中は回らない。

　分かってはいるけれど、スヴェンは思わずそうこぼしてしまった。







　オーガンベルツの町並みを歩く、二人組の男女。

　親子にしては歳が近いし、兄妹と言うには似ていない。

　青年の方は、どこか虚うつろ気な瞳ひとみ。日光を嫌うように目を細め、ボサボサの髪かみをまとめているバンダナを目ま深ぶかに下ろしている。

「もうそろそろか……」

　青年が、ポツリとつぶやく。

　事前に彼かれが知らされた資料に書かれたターゲットのいる店「トッカーブロート」はすぐそこである。

「油断するなよ。まぁ〝人じん狼ろう〟とまで呼ばれた男だ。万に一つも間違いはなかろうが」

　傍かたわらを歩く少女が、その装いに反して、ゾッとするほど酷こく薄はくな笑えみを浮うかべながら言う。

　金きん髪ぱつに碧へき眼がん、年としの頃は十四か五といったところ。

　レディーと言うには若いというか、やや幼い。

「アンタは……もう少し口の利き方を変えられないのかい？」

　だというのに、どうにもこの少女のしゃべりはとげとげしい。

　普ふ通つうにしていれば、もう少しでいいから、にっこり朗ほがらかに笑ったならば、年相応な可愛かわいらしさもあるだろうに。

「なんだとオマエ……自分の立場をわかっているのか……？」

　精せい一いつ杯ぱいどすを利かせた声で、少女はすごむ。

「そうじゃない……バレるぞって言っているんだ。せっかく苦労してその姿になったのに、ムダになるぞ」

「むっ………」

　だが、そのすごみに一いつ切さい反応することなく、淡たん々たんと答えた青年に、少女は今さら気づいたように慌てて、頬ほおに手を当てる。

　まるで、普段使っていない表情の筋肉をもみほぐすように。

「こ、これでいいかしら～……オニイサマ～……」

　ヒクヒクと、頬と眉み間けんとこめかみをひくつかせながら、少女は精一杯の「朗らかな笑え顔がお」を作った。

「まぁ、努力は買うよ」

　青年は、あえて採点は保留とした。

「さて、着いたか」

　資料にあるよりも、やや店は大きかった。

　なんでも、先日のボヤ騒ぎ以降、隣にあった店の敷しき地ちも取り込み、大幅な増築工事を行ったらしい。

「さて、行くか……」

　アレだけ注意したにも拘かかわらず、少女はまた、どす黒い殺気を孕はらんだ目に戻もどっている。

　そして、懐ふところに手を入れ、その中に仕込んでいるなにかに、手をかけようとしていた。

「やめろ……俺おれが先に入る、アンタは俺が合図するまでなにもするな」

　少しだけ、疲つかれたような声で、青年は少女を制する。

「なんだと……！」

　険しい顔で、抗こう議ぎの声を上げる少女だったが、青年はあらためて釘くぎを刺さす。

「俺を刺し客かくとしてここまで連れてきたのはアンタだ。自分じゃ勝てないから、俺を呼んだんだろ？　なら俺の指示に従え」

「ぐっ……」

　その言葉に、何も言い返せず、少女は唇くちびるを噛かむ。

（やれやれ……どうなることか……）

　顔にわずかに疲れの色を浮かべつつ、青年は店の扉とびらを開けた。

「あ、い、いらしゃいませ！」

　カランカランと鳴ったベルの音に反応し、小さなウェイトレスがやや舌を滑すべらせて応対する。

「…………………」

　いい匂においがした。

　焼けた小麦の匂い、パンの香かおり。

　香こうばしさと芳かんばしさが、店の中いっぱいに漂ただよっている。

「どうやら、アイツは店先にはいないようだな……」

　少女が後ろから何か囁ささやいたが、青年の耳には入らない。

　店の棚たなに目を遣やる。

　クロワッサンにクーペにデニッシュ、フォカッチャにバタール、ブリオッシュにベーグルまである。

　田舎いなかのパン屋とは思えないくらい、品しな揃ぞろえも豊富で、どれも美味おいしそうだ。

　彼が今まで、地下の牢ろう獄ごくで食わされていた、塩味しかしない石のようなパンとは、比べ物にならないくらい美味うまそうであった。

「あれ？　お客さん来てたの？」

　店の奥おくから、誰かが現れる。

　一いつ瞬しゆん、少女が背後でビクリと緊張したのが分かったが、青年は動じない。

　声だけ聞けば、大人か子供かくらいすぐ分かる。

　ターゲットではない、確か、資料によると〝ジェコブ〟という名の少年だ。

「あれ……おにーさんたち、ここらへんじゃ見ない顔だね」

　ジェコブが、特になんの意味もなく、ただの世間話を振ふる。

「…………!!」

　だが、それだけで少女の体がさらに緊張を帯び、こわばった。

　青年は、心の中で、これでもかというほど溜息をつく。

　これほど潜入任務に向かない人材もそうはいないのではなかろうかというほど、呆れ返かえる。

「ああ、実は今日来たところでね。この街の鉱山で、新規の募ぼ集しゆうがあったんだ」

「そうなんだ」

　少女の冷ひや汗あせを垂らした顔を見られないように腕で隠かくすと、青年はなるだけ警戒を抱いだかせない、自然な口調で答える。

　自分たちがこの街に来たのは今日、今さっきである。

　嘘うそというのは、全部をすべて虚きよ構こうで包つつむより、認める所は認めたほうがいい。

　そのほうがボロは出にくい。

「よくわかったね？」

　なるべく自然に、心から驚おどろいたような顔と声で訊たずねる。

　小さな町ではあるが、それでも人口は千人を超こす。

　この街の出身者であっても、全部の顔を覚えているとは、常識で考えても驚きであろう。

「うん、だって後ろの女の子、僕見たことないもん」

「ん？」

　ちと、理解に苦しむ返答をされる。

「オメー……この街の女の顔全部覚えているのかよ……」

　少し呆れたような顔で、先ほどの小さなウェイトレスの少女が言った。

「やだなぁ、いくら僕でもそこまでじゃないよ。十代と二十代と三十代だけだよ」

「けっこうな数だな……!?」

　さらなる返答に、少女は呆れ返る。

「あ、あははは……」

　青年も、乾いた声で笑う。これは常識で考えても、呆れていい返答だ。

「…………」

　だが、背後の少女は相変わらず固まったままだ。

　確か、聞いた話では、この少女は、先の作戦で、目の前の少年を誘ゆう拐かいしようとした。

　一番自分の顔を見られている相手である。

　緊張するのは仕方がないかもしれないが、それではなんのためにここまで手間をかけて変装したのかわからない。

　たいそうゴネた上で、あの鉄仮面の男と二人がかりでやっと説得し黒くろ髪かみを染めさせ、目にはまだ存在も知られていない新開発の眼球色素を変色してみせる、色付きの眼球直じか貼ばり式の小型レンズまではめさせた。

　堂々としていれば、向こうも「ちょっと似ているな」くらいですまそうところを、これだけうろたえれば、こちらから怪あやしんでくださいと言っているようなものだ。

「すまない。妹は人見知りでね」

　なので、怪しまれるよりも先に、こちらから言ってしまうことにした。

「そう……ふ～ん」

　少しだけ、釈しやく然ぜんとしない顔で、ジェコブが言った。

（勘かんの鋭するどい子だ……）

　たまに、こういう人間はいる。

　察しが良いというか、洞どう察さつ力りよくが高いというか、わずかな異変を見み逃のがさないタイプ。

　訓練ではなく、天性の才能で持っているのだろう。

「この街の人から、このお店のパンは美味しいと聞いてね。お昼ごはんを買いに来たんだけど……なにか、オススメはあるかな？」

　無理やりにでも話を変える。

　というよりも、本来は客としてきたのだ。

　パン屋に来てパンの話をしないほうが不自然であろう。

「このカスクートとか美味しいよ。昼ごはんにはぴったりだと思うなぁ」

　カスクートとは、「軽食」の意味である。

　その名が示すように、バケットの間に、ハムやチーズ、野菜などが挟はさんであり、軽食にはピッタリのサンドイッチ的なパンである。

「あ、あの……！　なんだったら、そこで食べれますです！　お茶とか、コーヒーも飲めるし！」

　ジェコブ少年の脇わきから、ウェイトレスの少女がつっかえながら、一いつ生しよう懸けん命めいセールストークを仕し掛かける。

　どうやらこの少女は、人見知りが激しいのと、かしこまったしゃべり方が不得手のようだ。そんな子が接客をしているというのも疑問な話だが、それでも、一生懸命、お客さんのために口を開く少女の姿は、好感が持てた。

　少女が指差した先には、ちょっとしたイートインスペースとして、何組かの椅い子すとテーブルがある。

「そうか……ならそれをもらおう……あと、このりんごのデニッシュも美味しそうだなぁ」

「そ、それ美味しいです！」

　少女が、ぱあぁと、笑顔になった。

「あの、アタシ、この店のパンで、それ一番好きで、すごく美味しいんだ！　……です！」

　よほどお気に入りなのだろう、少女は熱意をもって語ったと思ったら、我に返り、慌あわててかしこまった口調に戻った。

「くす………」

　わずかに、青年は笑う。

「ならそれも、とくにオススメみたいだからね」

「は、はい！　あの、お茶とコーヒーと、どっちがいいですか？」

　自分の勧すすめたものを、お客が購こう入にゆうしてくれたことが嬉うれしかったのか、少女は笑顔でさらに尋たずねてくる。

「おい、どっちにする？」

　背後の少女に尋ねようとしたところで、激しく睨にらみつけられる。

「オイ、オマエ何考えてんだよ！」

　囁くように怒ど鳴なりつける、器用なものだ。

「なんでこんなところで悠ゆう長ちように食事にしなきゃいけないんだ！」

「ダラダラ店の中をうろついているより、ゆっくり腰こしを落ち着ける場所にいたほうが、怪しまれないだろ。常識で考えろ」

「ぐっ……！」

　青年に論破され、少女は悔くやしげに再び唇を噛む。

「じゃあ、コーヒー二つでお願いするよ」

「はい！」

　自分の背後にいる少女とさほど歳としも変わらないだろうに、ウェイトレスの少女は元気のいい声で返事をすると、奥の厨ちゆう房ぼうに走っていった。

「さてと……ふむ、ウマそうだな」

　イートインスペースの椅子に腰こし掛かけ、早さつ速そく購こう入にゆうしたばかりのカスクートを手に取る。

　ハムとチーズと野菜、シンプルだが、こういうものが一番美味い。

「ったく……なんで……アイツの作った物を、ボクが買ってやって、食わなきゃいけないんだ……」

　まだ連れの少女は、ブチブチと文句を垂れている。

「うん、美味いな……檻おりから出されて……この数年で、こんなうまいパンは久々に食った」

　ワイルティアに戻ってきてからも、その前にフィルバーヌにいた時も、ろくなものを食ってこなかった。

「いい麦を使っている……だがそれだけじゃないな、硬かたいが、心地ここちよい歯ごたえを与あたえてくれるいいパンだ。サンドイッチ用に作ったんだろうな。具と一緒に噛み締しめた時に味わいが一番増すように作ってある」

　バリッとした表面と、ふんわりとしたソフトな生き地じ、その先で出会うみずみずしいレタスとハムとチーズ、渾こん然ぜん一いつ体たいとなり、単独で味わうより数倍味わいが増す。

「あのな……オマエ、なに味わって食べているんだよ……」

　呆れた声で、少女が言うが、美味いものは美味いのだからしょうがない。

「アンタも食えよ」

「だれが……！」

「食わないと不自然だ。普通の人間なら、こんなうまいパンを前にして、手を伸のばさないほうがおかしい」

「ぐっ……」

　彼かの女じよは、この店の奥にいるであろう男を、一いつ般ぱん人じんに偽ぎ装そうして殺害するためにやって来たのだ。

　ならば、一般人なら当たり前にすることを全てしなければならない。

　当然の理屈である。

「ああもう、食えばいいんだろ食えば！」

「ああ食えばいい、なるだけ美味そうにな」

「くっ……」

　苛いら立だちながら、少女はりんごのデニッシュを口に入れ、憎にくたらしそうに噛み切きるともぐもぐと食べ始める。

「まずくはないが……」

「素す直なおに美味いと言えないのか……」

　少女の頑がん固こさに、青年は心の中でなく、実際にため息を吐つく。

「オマエにボクの気持ちはわからんさ」

　ぶつぶつと文句を言いながら、コーヒーカップに手を伸ばしたところで、何かに気づいたのか、声を上げた。

「おい、砂糖がないぞ！　じゃなくて……ないわよ！」

　ミルクの入ったミニボトルはあるが、砂糖壺つぼがない。

「コーヒーはブラックのほうが美味いぞ」

「ボクは砂糖がないと飲めないんだ！」

　お子様だな――と言おうと思ったが、青年はあえて黙だまる。

「す、すいませんです！」

　ウェイトレスの少女が、あわてて角砂糖の入った瓶びんを持ってくる。

　悪いことをした、一言なにか慰なぐさめの言葉をかけてやらねばなるまいと、青年が思った時、その女は現れた。

「それはわたくしがお運びいたしますわ」

　ひょいと、少女から砂糖瓶を取り上げ、銀ぎん髪ぱつに赤眼のウェイトレスが、にこやかな笑顔で近づいてくる。

（なんだ……この女……!?）

　青年の背筋に、寒気が走った。

　一見すると、ただの女だ。

　ただの――いや、こんな田舎いなか町まちにいるのがおかしいくらいの、絶世の美少女だ。

　流れるような銀色の髪、宝石のような両の瞳、伸びる手足のなめらかな肌はだにはシミもほくろもない。涼すずやかな目元に笑顔が浮かび、こんな目で見つめられれば、大たい抵ていの男は魂たましいを奪うばわれ、骨ほね抜ぬきにされるだろう。

　だが、それはある意味では異様ではあるが、異常ではない。

　それよりも殺気というのか、闘気というのか、ともかく女が漂わせる空気が、尋じん常じようなものではなかった。

　まるで、戦場が服を着て歩いているような、そんな錯さつ覚かくさえ覚える。

（なんだこの女……こんな凄すごみ……戦場帰りの古参兵でもそうは持ってないぞ!?）

　青年は、少女に「普通の人間として振る舞え」と、再三言い続けてきた。

　だが、身構えずにいられなかった。

　普通の人間ならば、ただ「綺麗な女だな」と、そう思うだけでいい相手に、一種の怯えを見せてしまったのだ。

「早く渡わたせよ」

　だが、こんな時に限って、連れの少女は目の前の相手がどれだけ尋常でないか気づいていない。

「はい、お幾いくつほどお入れいたしましょうか、親衛隊の将校様」

「そうだな……三つほど―――!?」

　あまりに自然に言われたので、少女――ヒルデガルド・フォン・ヘッセン親衛隊中ちゆう尉いは、当たり前のように答えてしまう。

「なぜ!?」

　最初に出たのは、恐きよう怖ふにも近い疑問の叫さけび。

　そんな言葉を吐けば、自分で認めたも同然という理屈すら追いつかなかった。

「主さまの最後のご慈じ悲ひを無下にするとは……死にたいようですわね」

　女は――スヴェンは、声も美しかった。

　しかし、その美しい声が紡つむぐにはあまりにも物ぶつ騒そうな一言。

「くっ！」

　それでも、ヒルダは勝ち目があると思ったのだろう。

　目の前のスヴェンを、ただのウェイトレスだと思って。

　懐に忍しのばせていた拳けん銃じゆうを引ひき抜ぬき、突つきつけようとした。

「がっ!?」

　だが、その動きを読んでいたのか、読んでいなくとも、その動きを見てからなお動いたスヴェンの方が速かったのか、一瞬で、手に持った銃を叩たたき落おとされる。

「救いのないクソガキ！」

　スヴェンの顔から笑顔が消える。

　同じ口から出たにも拘かかわらず、ゾッとするほど冷たい声で言い捨てる。

（不味まずい！）

　青年は動いた。

　このままでは、間違いなくヒルダが殺される。

　落とされた銃を拾う。

　スヴェンに向けるか――それはダメだ。

　この女の動きは、人じん智ちを超えて速い。

　距きよ離りをおいて射しや撃げきするならともかく、この近きん距きよ離りでは躱かわされるのがオチだ。

　ならば、誰だれかを人ひと質じちにする？

　顔は動かさず、片目だけを店内に巡めぐらせる。

　先ほどの小さなウェイトレスの少女も、ジェコブという名の少年も、一足で、スヴェンよりも先に確保できる場所にいない。

　それどころか、カウンターの裏に隠れている。

（なんて女だ!?）

　見事な変装とまで言うつもりはないが、それでも一見すれば別人に思うのが自然なヒルダの変装を一瞬で見破り、この状じよう況きようを予測して、人質になりかねない子供たちを先に、気付かれないように退たい避ひさせていたのだろう。

（どうする……！）

　ここまで、青年――〝人狼〟が費やした時間は、一秒にも満たない。

　素す早ばやい思考と言うには十分だが、スヴェン相手に、これ以上の余よ裕ゆうは許してもらえない。

　だが、救いの主は、意外な形で現れる。

「どうしたんだスヴェン？　なんの騒さわぎだい？」

　店の奥の窯かま場ばから、ひょっこりと顔を出す、大おお柄がらな男。

「主さま！　出てきてはいけません！」

　それまで冷れい酷こくな断罪者のような表情をしていたスヴェンの顔に、焦あせりが生まれた。

　意外……というか、拍ひよう子し抜ぬけにも近い気分になる。

　あれだけの凄みを見せた女が、底知れなさを感じさせたスヴェンが、いともあっさり、自分の弱みを自分で口にしたのだ。

　疑問はあるが、理由はどうでもいい。

　大切なのは、効果と、それによってもたらされる結果のみ。

「動くな」

　ヒルダを押さえるスヴェンを横目に一足に跳とぶと、〝人狼〟――ワイルティア最凶の特務兵と呼ばれた男ハイドリゲは、ルート・ランガートに銃じゆう口こうを向けた。




（しまったですわ!!）

　心中で、スヴェンは激しく自分の迂う闊かつさを呪のろった。

　配送を終え、店に戻ってきた彼女は、店内にいる二人組の客を見て、その一人が、先の事件で遭そう遇ぐうした、ヒルデガルドであることを一瞬で見破った。

　理由は簡単、声である。

　常人なら気づかなかっただろうが、スヴェンのデータベースには、しっかりとヒルダの音声パターンが登録済みである。

　あの夜、猟兵機に乗って散々自分やルートを追いかけ回し、スピーカー越ごしに聞いた声だ。間違えようもない。

　なので、ジェコブとミリィをカウンター裏に避難させ、確実に取とり押おさえようとしたのだ。

　だが、冷静にして沈ちん着ちやくな敏びん腕わんウェイトレスは、失策を犯おかす。

　窯場で作業中だったルートに、事の次し第だいを伝えず、単独で動いたのだ。

　失念――ではない。

　許せなかったのだ。

　彼女の最愛の主であるルートが、特別の慈悲をもって見逃してやったのに、その約定を破って現れた……しかも、ルートの聖域であるトッカーブロートの店内にまで踏ふみ込んだのだ。

　ルートに気づかれる前に、可及的速やかに、ヒルダを捕とらえ、その後、最もむごたらしい方法で〝処分〟してやろうと思ったのだ。

　それが、裏目に出た。

「動くなよ……アンタがどれだけ素早いかはわからんが。少なくとも、俺が引き金を引くよか遅おそいだろ」

　ハイドリゲの銃口が、ルートの頭を狙ねらっている。

　少しばかり外れても、致ち命めい傷しようになる場所である。

「くっ……この……！　わかってますの！　こちらにも人質はいますのよ！」

　スヴェンはすでに、ヒルダを取り押さえ、後ろ手にひねりあげている。

　首元には指先を当て……スヴェンの握あく力りよくなら、この状態でも首の骨をへし折るのはたやすい。

「か、かまうな！　そ、そいつを殺せ！」

　ヒルダは叫ぶが、その声も、体も震えている。

　誇ほこりは高いかもしれないが、死ぬ覚かく悟ごまでは持っていないようだ。

「ビビっているのも隠せないなら、黙ってらっしゃい！」

　余計な口を挟む少女に、スヴェンは怒鳴りつける。

「……………」

　そんな中、一人平静なのはルートだけだった。

「もうちょっと狼狽うろたえるとか、するべきじゃないのか……？」

　思わず、銃を向けているハイドリゲが、呆れ半分で言ってしまうほどであった。

「あんた……俺の顔を見て怖こわがらないところを見ると、軍人か」

「どういう基準だ？」

　強面こわもてには定評のあるルート。

　その顔を初見であるにもかかわらず取り乱さないのは、戦場帰りの兵士くらいである。

「……ということは、ああなるほど……」

　少しだけ、ルートは残念そうな顔をした。

　兵士という職業は、とっさの状じよう況きよう判断と状況認にん識しきが必要とされる。

　というよりも、それがなければ高確率で死ぬ。

　だからこそ、顔を出してから銃をつきつけられるまでの僅わずかな間に、正確に、現状を把は握あくできた。

「主さま……」

　スヴェンが、じっとルートを見つめている。

　なんとかして、うまく逃にげ出だすことは出来ないか……それを期待しているのだろう。

　ルートは猟兵機パイロットとして英えい雄ゆうとさえ言われた男だ。

　だから、体を使っての戦せん闘とうは専門ではないかというと、そうではない。

　猟兵機の操縦は、搭とう載さいされたＡＩの支し援えんもあって、単身で行える。

　しかし、もし搭とう乗じようしている機体が稼か働どう不可能になった場合、戦場のまっただ中から、単独で味方陣じん地ちまで帰き還かんせねばならないのだ。

　そのため、猟兵機パイロットは、銃じゆう器きの扱あつかいや格かく闘とう戦、各種サバイバル術の訓練も受けており、その戦闘力は、素す手ででもかなりの域の者がほとんどである。

「離はなせ！　離せって言ってるんだこのクソアマ！」

　とはいえ、あくまで〝基本的に〟であり、スヴェンに固められた腕うでを振りほどこうと、じたばたわめいているヒルダのような者も、少なくはない。

「ん～………」

　迷ったように、呻うめいているルート。

「さて、どうするか………」

「ちっ……厄やつ介かいなことになりましたわね」

　互たがいが互いのキングを人質に取った状態のため、次の手が打てないハイドリゲとスヴェン。

「はーなーせー!!」

　一人喚わめき続けているヒルダ。

　完全な膠こう着ちやく状態となってしまった。

　いっそ、「いっせーのせ」で、互いの人質を解放すれば……と思うかもしれないが、柵さくがなくなれば、この状況下ではルートとスヴェンの方が戦力は遥はるかに高い。

　それをハイドリゲもわかっているのだろう、迂闊に動かない。

「くそ！　ハイドリゲ！　なにしている！　それでも〝人狼〟か、さっさとその男を殺せ！」

　その膠着状態で放たれたヒルダの言葉に、スヴェンの顔がこわばる。

（あれが……思ったよりも若い……というか、このクソガキ、なんてヤツを連れてきたんですの！）

〝人狼〟の伝説は、猟兵機として稼働していた頃ころ、データにあった名前だ。

　最凶の特務兵として、フィルバーヌとワイルティア、両国で忌いみ嫌きらわれし男。

「あんたが……〝人狼〟……？」

　ルートもまた驚きの色を浮かべているが、スヴェンとは僅かに方向性が違ちがった。

「ハイドリゲ……〝人狼〟……そうか……あんたが……」

　何かを思い出したような、あまりにも意外な場所で、意外な相手と再会したような、そんな顔だった。

（主さま……？）

　その僅かな感情の変化を、スヴェンが不思議に思った次の瞬しゆん間かん、ルートは動いた。

「――――!?」

　すぐそばに、安全装置が外され、撃鉄が起こされ、銃じゆう弾だんが装そう填てんされている銃があるとは思えぬほどの大だい胆たんにして素早い動きで、ハイドリゲの腕を取ろうとする。

「くっ……！」

　だが、ハイドリゲも腕をとらせない。

　即そく座ざに体を反転させ、逆にルートの後頭部に改めて銃口を突きつけようとするが、その前にルートはしゃがみ、足を払はらおうとする。

　しかし、その前にハイドリゲは跳とび、足あし払ばらいを躱すと、その不安定な体勢のまま、蹴けりを放った。

「……!!」

　ルートは躱さず、分厚い腕を盾たてにして、蹴りを止める。

　同時に、体を起こし裏うら拳けんを叩きこもうとするが、その前にハイドリゲは上半身を反らし、ギリギリで拳こぶしを躱す。

「お、あ、え、お、あ……!?」

　両者の激しい攻こう防ぼうを前に、腕を固められていることも忘れ、ヒルダは目を白黒させる。

　凄腕の格闘術の使い手同士の戦いに、彼女の目はついていけなかった。

「主さま……なにを……」

　しかし、スヴェンの目には、両者の戦いは、正確に観察されている。

　ハイドリゲの手には未いまだに拳銃が握にぎられているにもかかわらず、それを全く考こう慮りよしていないような動きだった。

　数合の打ち合いの果てに、ハイドリゲが再び銃口を向けたが、わずかに遅おくれて、ルートの掌しよう底ていが腹に打ち込まれる。

「がはっ！」

　そのまま扉に体をぶつけ、ハイドリゲは表にまでふっとばされた。

　持っていた拳銃は、床ゆかに転がっている。

　再び拾わせないように、ルートはそれを踏みつけると、店の反対側に蹴り飛とばした。

「……………」

　半身を起こし、何も言わず、ハイドリゲは視線を向ける。

「なんで……使わないんだ？」

　ルートは、ハイドリゲの袖そで口ぐちを指差す。

　僅かに、袖裏に仕込まれたナイフが見えた。

「それだけじゃない。コートの内側にも、色々と仕込んでいるだろう」

「よく分かったな……」

「体重のかけかたや、見かけの割には足音が重い。気づくさ」

　ゆらりと立ち上がるハイドリゲ、コートに両手をかけ、その裏側を見せる。

　そこに吊つられていたのは、数本の手投げ式手しゆ榴りゆう弾だん。

「………!?」

　それを見て、スヴェンは目を見開く。

　一発でも店の中に放ほうり投なげられれば、逃げ場ばのない中での爆ばく発はつ。

　たとえスヴェンが全力を出しても、ルート一人さえ守り切れる保証はない。

　ましてや、カウンター裏にはジェコブとミリィも隠れているのだ。

「いいぞハイドリゲ！　それを使え！　こいつらを殺せ！」

「お黙りなさいと言っているのがわかりませんの、このバカガキ！」

　またも喚き散らすヒルダを、スヴェンは噛みつかんばかりの勢いで怒鳴りつける。

「ハイドリゲと言いましたわね！　そちらのお仲間はこちらにいますのよ！　もしバカみたいなことをすれば……すれば……」

　仲間も死ぬぞ――という脅きよう迫はく。

　だが、言った後に、スヴェンは言葉を止める。

　元ワイルティアの特務工作員にして、国家を裏切った大罪人。

　その男が、必要とあらば仲間を見捨てることをためらうわけがない。

「そ、そうだ……いいぞ……べつに……や、やっちまえ！」

　今さらながら、自分の命いのちの危機を思い出したのか、そのくせにプライドからやせ我が慢まんしているのか、青い顔で震ふるえながら、ヒルダはなおも攻撃を命じている。

（不味い、これは不味いですわ……）

　扉に向けてふっとばされたのが災わざわいした。

　これでは、逃げることも出来ない。

「俺の負けだ」

　こんな状態で、ハイドリゲが自分の負けを宣言するわけがない。

「どうか、命だけは助けてくれ」

　ましてや、命乞ごいなどするわけがない。

「このとおりだ」

　間ま違ちがっても、土下座などするわけが―――

「え？」

「え？」

　奇くしくも、スヴェンとヒルダの声が重なる。

　ハイドリゲは仕込んでいたナイフも、手榴弾も、さらに何かの薬物の入った瓶の数々も、全すべて投げ捨てると、その場に膝ひざを突き、ルートに頭を下げていた。

「なにをしているんだハイドリゲ！　お前バカか!!　そんなことやって見逃されるわけ無いだろ！」

　あまりの予想外の事態に、錯さく乱らんにも近い勢いで声を上げるヒルダ。

「ダメですわ主さま！　油断なさらないで、まだ何か企たくらんでいる可能性が……！」

　これもなにかの罠わなかと、警けい戒かいを緩ゆるめないスヴェン。

「わかった。もう頭を上げてくれ」

　しかし、いともあっさりルートは許してしまった。

「えええ!?」

「えええ!?」

　またしても、揃そろえて声を上げるスヴェンとヒルダ。

「主さまなにを考えてらっしゃるのですか!?　こいつらは、こいつらわぁ～～～!!」

　ルートの底なしの善人具合は十分理解していたつもりのスヴェンも、これには呆あきれないではいられなかった。

「さすがにこれは納なつ得とくいきません！」

　自分を殺そうとした相手。しかも、一度見逃してもらっておいて、こちらの温情をあっさり反ほ故ごにしたような連中など、これ以上許す価値もない。

「そうだな。確かに、その通りだ……ちゃんとけじめは付けてもらおう」

「わかった……」

　ルートの言葉に、ハイドリゲは覚悟していたように、腕を伸ばす。

「好きにしてくれ。腕の一本へし折るなり……なんなら、斬きり落としてくれてもいい」

「なっ………」

「なんてことを……」

　あまりにも潔すぎる姿に、ヒルダもスヴェンも言葉を失う。

「そうか、なら……」

　そして、ルートは彼かれらに〝判決〟を下した。

「あんた、パンは焼けるかい？」

　その言葉は、その場にいる誰もが、ルート以外全く予想もしていないものだった。

「は？」

　きょとんとした顔のハイドリゲ。

「はぁ!?」

　あっけにとられるヒルダ。

「はいいいいいい～～～～!?」

　我わが主の御み心こころが全く理解できないスヴェン。

　それぞれ三者三様に、声を上げた。







第三章「新兵教育」







　三十分が経たった――開発局を包囲する親衛隊に、警備隊からの武装解除並びに施し設せつ明あけ渡しの知らせは届かなかった。

　それどころか、正門には木やブロック材やテーブルや椅子までかき集めてのバリケードが構築され、徹てつ底てい抗こう戦せんの構えを見せている。

「バカが……なぁ～にが〝黒き魔ま槍そう〟だ」

　ソフィアの二つ名〝黒き魔槍〟――先のエウロペア大戦で活かつ躍やくした英雄の一人である。

　しかし、その輝かがやかしい戦績は猟りよう兵へい機きに乗ってこそのもの。

　生身ならば、ただの小こ娘むすめでしかないと、親衛隊指揮官デルズ大たい尉いは高をくくっていた。

「装そう甲こう車しやを前に出せい！　続き、歩兵部隊突とつ入にゆう！　一気に蹂じゆう躙りんし踏み潰つぶし、反乱分子を粉こな微み塵じんとせよ！」

　兵力は圧あつ倒とう的てきにこちらが上、さらに警備隊が持っているのはせいぜい機き関かん銃じゆう程度の小火器。

　装甲車を盾として、数で押し切れば、あっという間にことは終わる。

　そう思っていた――

　ズゴン！

「ん……？」

　なにか重いものが、めり込む音が響ひびいたかと思うと、先行していた装甲車が、ひどくゆっくりした動きで浮うき上あがる。

「なっ………」

　直後、巻き起こる爆発。一台の装甲車が、炎ほのおと轟ごう音おんを上げて爆発し、跡あと形かたもなくなった。

「な、なんだ……!?」

　なにが起こったかわからないデルズの足元に、火の付いた装甲車のタイヤが、コロコロと転がってくる。

　ズゴン！　ズゴン！

　さらに響く、あの奇き妙みような音。

　そして、またしても、音の数だけ装甲車が爆発し、炎と煙けむりが巻き起こる。

「なんだ……なんの魔ま法ほうだ……!?」




「す、すごい……」

　開発局屋上にて、サリヤ上等兵が唖あ然ぜんとした声でつぶやく。

「なんだ……このバケモノは……」

　傍かたわらに立つソフィアも、目の前のふざけた光景に呆れざるを得なかった。

「どぉ～です。重対戦車銃、その名もゲルリッヒくんですよ」

　一人これでもかというように楽しそうに笑うダイアン。

　彼らの前には、砲ほう身しんだけで二メートルはある、巨きよ人じんの拳銃のような対戦車砲があった。

「銃じゃないだろこれ……？」

　疲つかれた声で、ソフィアはツッコんだ。

　装甲防ぼう盾じゆんや移動用のタイヤはなく、固定砲台として使用しているが、それでも重量百キロは下るまい。

　こんなものを〝銃〟と呼ばれたら、世の中の火器の常識が変わる。

「いえ、立派な銃ですよ。しかも拳銃……ただし、猟兵機用のね」

「あ、そうか……！」

　自分も猟兵機乗りでありながら、ソフィアは大切なことを失念していた。

　全長八メートルを超こす鋼鉄の巨人ならば、これでちょうどいい大きさだろう。

「特別なのは銃本体だけじゃないですよ。弾たまも特別製でしてね。徹てつ甲こう榴弾というのを使用しています」

　徹甲弾とは敵の装甲を貫つらぬくため、硬い装甲と重い質量を持たせた砲弾。

　榴弾とは、内部に火薬を詰つめることで、着弾と同時に爆発し威い力りよくを増す砲弾。

「徹甲榴弾は、敵装甲を貫かん通つうさせると同時に爆発し内部からふっとばす素す敵てきで無敵な砲弾！　しかもゲルリッヒくんの弾速は音速の四倍！」

　タングステン合金で覆おおわれた砲弾の重さは、二百グラムを超える。

　この重さと硬さの砲弾を高速で撃うちだされれば、装甲車など紙細工も同然である。

「発射音が聞こえた時には爆ばく発はつ炎えん上じよう！　あちらさんからしたら、音がすると同時に隣となりで大爆発って寸法です」

　楽しげに解説するダイアンの様は、おもちゃを見せびらかす子供と全く同じだった。

「向こうからしたら、悪夢を見せられている状態だな……」

　自分がゲルリッヒくんの正面に立っていたらと思うと、ソフィアにとってはゾッとしない話だった。

「試作品なんでまだこの一丁しかないんですよね」

　親衛隊が〝侵しん攻こう〟してくると聞き、ダイアンはソフィアに、開発局にある試作兵器の供きよう与よを申し出た。

　どれもこれも、まだ実戦配備されていない新兵器の数々。

　これならば虚きよをつけると使ってみたところ、初手から大した威力を発揮していた。

「ふ～む………思ったよりも爆発のタイミングが早いな。これじゃ装甲車は消し飛ばせても、戦車はちょっとむずかしいか。改善の要ありだねぇ」

　楽しげに笑いながら、手元のメモ帳に、眼下で巻き起こる〝試運転〟の結果を書き記している。

「楽しげだな、貴様……」

　そんなダイアンに、ソフィアは冷たい眼まな差ざしでツッコむ。

「そりゃ楽しいですよ。試験運用ってなかなか難しいんですよ？　限りなく実戦に近い状態じゃなきゃ意味無いですし」

　実戦に即そくしていなければ、どれだけ机き上じようであれこれと理り屈くつをこねていても意味は無い。

　かといって、いきなり戦場に持って行くことも出来ないし、人間相手の試験運用は人道上色々と問題がある。

「それがあなた、向こうから来てくれたんですよ？　私は今はじめてゲーニッツさんに感謝してますよ。はっはっはっ」

　楽しげに笑うダイアンに、ソフィアはドン引きした。

「敵に回せば恐おそろしいし、味方にすればおぞましいし、総じて絶対に友だちにしたくないタイプだなお前は」

「なるほど、つまり恋こい人びとにしたいタイプだと？」

「耳も頭も全部バカか！」

　斜ななめ上うえに論理が展開された。

「隊長！　大変です、親衛隊が……」

「どうした！」

　つきあっていられないというタイミングで、サリヤ上等兵が悲鳴のような声を上げた。

「装甲車を捨てて、正門や壁かべに、大挙して押し寄よせています！」

「ちっ……被ひ害がいを顧かえりみずの力押しか！」

　ゲルリッヒくんの威力は確かに絶大だが、それは特定の目標があってのこと。

　そもそも一丁しかない以上、どれだけ連射しても、数で押し込まれれば対処しきれない。

「おやおや、不細工な戦法取りますねぇ……お～い、アレ持ってきて」

　同じくその光景を見たダイアン、緊きん張ちよう感のない声で、警備隊員に指示を出す。

「なんだそれは……」

　運ばれてきたのは、六本の砲身を備えた移動砲台だった。

　その奇きっ怪かいな外見は、兵器というよりも、パイプ楽器のオバケのようにも見える。

「狙いはテキトーでいいんで、テキトーにぽんぽん撃っちゃってください」

　いい加減この上ない指示を下すダイアン。

　言われた通り、隊員たちは上空に砲ほう口こうを向けると、砲弾を放った。

　ぽんぽんぽんという、気の抜けたような発射音を立てて、六発の砲弾が弧こを描えがき眼下の親衛隊たちに向かって落ちていく。

　直後、巻き起こる爆発、爆発、また爆発。

　親衛隊員たちが爆ばく風ふうに煽あおられふっ飛ばされていく。

「多連装ロケットランチャーだと……？」

　唖然とするソフィア。

　ロケットランチャーは、要は遠えん距きよ離りに爆ばく弾だんを放り投げ、点ではなく面で破は壊かいする兵器である。しかし、速射性に欠けるため、制圧面積に限度がある。

「ネーベルヴァルファーくんといいます」

　同時に複数箇か所しよに榴弾が降り注ぐことで、制圧面積を通常のランチャーよりもはるかに広く取ることができる。

　これもまた、食くらわされた兵士からすれば悪夢のような話である。

「本来は、猟兵機に搭載するスモーク・ディスチャージャーとして開発したんです」

　スモーク・ディスチャージャーとは、敵からの攻撃を当てにくくするため、煙えん幕まく弾だんを発射する装備のことである。

「すごいなこれ……」

　ダイアンの説明を聞きながら、ただただ圧あつ倒とうされるソフィア。

「―――というのは名目で実は毒ガス弾発射装置なんですけどね」

「おい待て今お前なんて言った!?」







　オーガンベルツの小さなパン屋、トッカーブロート……この店のパンが美味うまいことは、この町の住人の誰もが知っている。

　だがもう一つ、町の人々の間では周知のことがある。

　ちょくちょく、従業員が増える――

　思えば、半年前に銀ぎん髪ぱつの少女がウェイトレスとして働き始め、丘おかの上の教会のシスターや孤こ児じ院いんの少女、最近では少し前に休業した整備工場の若わか女将おかみまでこの店の従業員となった。

　そしてその日、街の人々は、新入りの顔を見ることとなる。

「なんで、ボクがこんな目に……」

「お客様の前で無愛想なツラ晒さらすんじゃございませんわよ親衛隊」

　その日店を訪おとずれた客が目にしたのは、見慣れない金きん髪ぱつの少女と、見知った銀髪の少女が、険悪な空気をこれでもかと漂ただよわせながら店番している光景だった。

「どうしたんですの？　笑いなさいな親衛隊。笑えないんですの親衛隊？　ご安心なさい、わたくしが一番笑えませんわ!!」

　日ひ頃ごろの完かん璧ぺきな営業スマイルはどこへやら、頬ほおのヒク付きは限界に達し、ついにスヴェンは喚き散らす。

「勘かん違ちがいするな！　オマエんとこのバカが言い出したことだろ！」

「口の利きき方かたにお気をつけあそばせ！　その首根っこひねって差し上げますわよ！　５４０度くらい！」

　睨にらみつけるヒルダと、睨み返かえしさらにかなり本気の脅おどしを掛かけるスヴェン。

「ああもう……なんで主さまはこのようなことを……」

　身も心も捧ささげし最愛の主の御み心こころなれば、全力で叶かなえることは厭いとわぬスヴェンだが、さすがにこれは頭を抱かかえて懊おう悩のうせずにいられなかった。

　己おのれを殺害しに現れたハイドリゲとヒルデガルド。

　なにを思ったか、まだ戦力を残しながら、ハイドリゲは敗北を認め、命乞いをした。

　信用できるわけがない。一度は見み逃のがしてやったにもかかわらず、またしても襲おそい来るような連中だ。

　それをまたしても許すと言う。

　それだけならまだいい。まだ、この後に比べれば許容できる。

（なんでまたこんなのを二人揃ってお雇やといになりますかね……）

　ルートは、二人の命を見逃す代わりに、自分の店で働くことを命じた。

　無論、スヴェンは止めた。

　それはもう凄すさまじい勢いで、全力全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて考えなおすように説得した。

　しかし、ルートは困ったような顔で、「だって人手不足だし」と、返した。

（人手不足って……確かに、人手は足りていませんが、こんなんだったらエリスの方がまだマシですわ！）

　エリスとは、トッカーブロートで飼っている子こ猫ねこの名前である。

　無論、猫の手など借りても、パン生き地じを捏こねることは出来やしない。

　出来やしないが、少なくとも、猫はルートを殺そうとしない。

（〝人じん狼ろう〟のハイドリゲ……そんな男が、あっさりと負けを認める訳がございませんわ……）

　本名までは知らなかったが、〝人狼〟の二つ名は、エウロペア大戦、それも、西部戦線にいた者達の間では、敵でも味方でも一度は耳にした異名である。

　フィルバーヌ共和国大統領を暗殺しようとしただの、ワイルティアとの国境線に位置するドミノ要よう塞さいの陥かん落らくを裏で仕組んだだの、機密を掠かすめ取り、ワイルティアに敵対する連合軍の大反抗作戦を失敗に終わらせただの……真しん偽ぎ不明ながら、数多くの事件の背後に〝人狼〟の名が上がっている。

「エウロペア大陸で最も危険な男」――そう呼ぶ者もいる。

（まだなにか企んでいる……絶対！）

　わずか十歩も歩けばたどり着ける窯かま場ばで、今ルートとハイドリゲは二人きりになっている。こうしている間にも、なにか事件が起こるのではないかと、スヴェンは気が気ではなかった。




　一方、窯場――スヴェンは二人きりと言ったが、もう一人ミリィもいた。

「うわぁ……上手うまいんだな、アンタ」

　心からの感心の声を上げるミリィ。

「それほどでも、ないよ……」

　窯場の作業台の上で、パン生地を捏ねるハイドリゲ。

　捏ねの作業は、パン作りの命とも言える。

　小麦と水と塩と酵こう母ぼをなじませ、グルテンを活性化させ、適度な歯ごたえとやわらかな膨ふくらみは、この作業にかかっているとも言われている。

　ミリィもルートに教わりながらパン作りを始めたが、簡単なようでいて難しい。

　体重や筋力の関係もあるが、まんべんなく力を加える絶ぜつ妙みような加減は、数をこなして初めて得られる領域なのだろう。

「昔、軍にいたころに調理班で働いていたんだ」

「え、兵隊ってみんな缶かん詰づめ食ってんじゃないのか？」

「すごい誤解だな」

　ミリィの純じゆん朴ぼくな驚おどろきに、苦笑いするハイドリゲ。

　戦時における食事は、兵の士気に大きな影えい響きようを与あたえる。

　その昔、兵士たちが盗ぬすみ食ぐいをするのを防ぐため、わざと不味まずい味付けにしたところ、隊内でストレスが溜たまったのか、死人まで出る暴行事件が多発、それどころか肝かん心じんの作戦任務にまで深刻な影響を与えた。

「美味おいしいものが食べられないと、誰だれだって辛つらいだろ。兵隊だってそうだからな」

　したがって、よほど激戦か、補給がおぼつかない場合を除いては、食事において味は可能な限り、良い物を出すよう気を遣つかう。

　場合によっては、本職の料理人を〝軍属〟の形で、高給を払い雇やとい入れることも少なくない。

「そこまでわかっていたのかい……？」

　こね終わった生地を、棚たなに置き熟成させ、今度は熟成の終わった生地を取り出し、一つ一つ小分けにしながら、ハイドリゲは訊たずねる。

　自分にパン作りをさせている張本人、ルート・ランガートに。

「いくらなんでも、見ただけではわからないさ」

　窯の火を調整しながら、ルートはこともなげに答える。

「ただアンタ、俺おれとやりあっていた時、棚に並んでいるパンを倒さないように気を向けていただろ？」

　先日の邂かい逅こうの時、店内で格闘戦をやらかしたルートとハイドリゲ。

　戦いの場においては、使えるものは何でも使うのが常識だ。

　棚に並んでいるパンや、ジャムやマーマレードの瓶びんを投げつけるなり、机を倒すなりすればいいだろうに、ハイドリゲはそれをせず、それどころか、自分やルートがぶつかって倒れないように、注意を払っていた。

「食い物をないがしろにしないってのは、食い物を作る人間が最低限持ってなきゃいけないものだ。だから、聞いてみただけさ」

　あの後、「パンは焼けるか？」と尋たずねたルートに、ハイドリゲは「少しなら」と答えた。

　その答えだけで、トッカーブロートで働くように、二人に命じたのだ。

　というよりも、誘さそった。

「わからん……アンタ、何を考えているんだ？」

　今こうして、おとなしくパン作りに従事しながらこういった疑問を抱いだくのもおかしな話かもしれないが、ハイドリゲは、ルートの考えが理解できなかった。

　白銀の狼――ワイルティアでも五指に入る猟兵機パイロット。

　活躍したのは大戦の後期、十代で戦場に立ち、わずか三年で数多くの戦功を挙げた男。

（そもそも、そんな男が全ての戦歴を捨ててパン屋をやっている時点で、理解し難がたいな）

　その気になれば、正規軍でも親衛隊でも、いくらでも出世できただろう。

　事前に伝えられた情報では、末席とはいえ、騎き士し号ごうの授じゆ与よすら断ったという。

（理解できんな……）

　心の中でつぶやくハイドリゲ。

「なぁ……えっと……おにーさん」

「………！」

　考え事に集中しすぎて、ミリィに声をかけられ、我に返る。

「な……なんだ……？」

「その、ぐるぐるやるの……どーやるんだ？　アタシにも教えてくれよ」

　ハイドリゲが作っていたのは、シナモンツイスト――パン生地に砂糖とシナモン、バターをねりこみ、ツイスト型に編みこんで焼き上げるパンである。

「ああ……これは、その……最初に生地を三つに分けるんだよ……」

　僅わずかに複雑な感情の混ざった声で、ハイドリゲは作り方をレクチャーする。

「ふ～ん……そうすんのか……髪かみの三つ編みと同じなんだな」

「ああ……えっと、ミリィ……だったか？」

「うん」

「その……ハイドリゲって呼んでくれ……お兄さんってのは、ちょっとな……」

　ハイドリゲは、あまり感情を表に出さない。

　兵士である以上、いや、それ以上の理由もあり、彼は諸事に心を乱さない。

「なんでこんなことに」「どうして俺がこんな目に」などと、己の不運を呪のろっても、状じよう況きようは何も変わらないということを、彼は人生の中でこれでもかというほど経験してきた。

　だからこそ、小娘のヒルデガルドの手先にもなった。

　そんな彼が、僅かではあるが声を震わせ、心を乱していた。

（まずいな……）

　平静さを欠いたことを、ルートに見られたかと思い、わずかに視線を向ける。

「!?」

　二人のやりとりを見ていたルートの顔が強こわ張ばり、厳しさを浮かべている。

「な……なにか……あったのか……？」

　恐る恐る訊ねるハイドリゲに、ルートは答えた。

「俺………」




　その日の夜――

　トッカーブロートの屋根裏部屋。

　ここは、かつては物置として使われていたが、スヴェンが住み込みで働き始めてからは、彼かの女じよの部屋となっていた。

　しかし、増築改築のかいもあって、ようやく下にちゃんとした個室を作ることが出来たため、この屋根裏は、物置に逆ぎやく戻もどりとなる。

　だが、ヒルデガルドとハイドリゲの二人を住まわせるため、再び、個室として使用されることになった。

「それで、なんて答えたんだ？」

　その日の仕事は終わり、部屋に戻った二人。

　ヒルダは、昼間の窯場での出来事の報告を受けていた。

「いや、大したことじゃない……」

「言え、命令だぞ！」

「…………」

　自尊心の強いヒルダにとって、わずかでも自分の思い通りにならないものは許せない。

　ましてや、自分の指揮下にある者ならばなおのことだった。

「聞いても意味が無いことだと思うがな」

「それを判断するのはボクだ」

　ルート・ランガートがいかなる理由で狼ろう狽ばいしたのか、それを知ることで、なにかの活路を開くきっかけが得られるかもしれない。

「あの女の子がいただろ？　店の雑用係の……ミリィだったか」

「ああ、あのチビガキか」

「……………」

　ヒルダの返答に、ハイドリゲはしばし無言になる

「なんだよ？」

「いや、別に」

　ミリィの年ねん齢れいはもうすぐ十五歳さいの誕生日な十四歳。

　対してヒルダは十五歳になってまだ半年も経っていない。

　ほぼ同い年の少女を子供扱あつかいするヒルダのほうが、却かえって子供っぽく見えてしまう話だった。

「まぁあの子、元から小こ柄がらなようだからな……だが、骨格は意外にガッチリとしているから、これから成長するかも……」

「そういうのは聞いていない」

　熟練の武芸者は、僅かな足の動き、手の動きから、相手の力量を察するという。

　さらに踏ふみ込み、幼い内から、生まれついての筋肉のつき具合や骨格のたくましさから、将来武人として大成できるかもわかるという。

　ハイドリゲの言っているのは、そういった見立てからくる話なのだが、それこそヒルダにはどうでも良かった。

「いやな、あのコ、人見知りが激しいらしく、なかなか打ち解けてくれなかったそうだ」

　なんでもルートは、一年以上嫌きらわれていたらしい。

「だから……？」

　言っている意味がわからず、あらためて問いなおすヒルダ。

「ほぼ初対面で、俺がミリィと親しげに話しているのを見て……ショックを受けたらしい」

「は？」

　ますます言っている意味がわからなかった。

「自分が一年以上かかってようやく仲良くなった相手がだな、すぐに俺になついているのを見て、ちょっと複雑な気持ちになったそうだ」

　本人は、「いや、なにか文句があるとか、そういうわけじゃないんだ。ただ、ただ……」と、うつむきながらぼそぼそと話し、逆にミリィに気を遣わせてしまったのか、「そういうのじゃねーよ！　ただ、その……」と、なんとも言えない空気が流れた。

「………バカか」

　心から呆れたという口調で、ヒルダはつぶやいた。

　要は、子供にすぐになつかれたハイドリゲにささやかなジェラシーを抱いたということだ。大の大人が、強面こわもての大男が、である。

「ボクは……なにをしているんだ……」

　進退かけて独断でこんなど田舎いなかまで抹まつ殺さつするためにやってきた相手の体たらくに、ヒルダは情けなさでいっぱいになった。

「だが、強いのはホンモノだ」

　そんなヒルダを、ハイドリゲは冷静に諌いさめる。

「今日一日、ずっとそばにいたが、恐ろしいほどに隙すきがない」

「え……？」

　てっきり、もう戦意をなくしたのかと思ったハイドリゲの意外な一言に、ヒルダは驚く。

「オマエ、まだやる気なのか……？」

「もうやめる気だったのか？」

「そんなわけあるか！」

　質問を質問で返され、思わず声を荒あららげる。

「だってオマエ、命乞いまでして……」

「頭を下げた程度で不利な状況を一いつ旦たんリセットできるなら、それに越こしたことはないさ」

　すうっと、ハイドリゲの目元が細まる。

「予想外の事態ではあるが、敵の内側に入り込めたんだ。むしろ狙ねらう隙ができたとも言える。そうだろ？」

「だ、だけど、オマエ……」

　持っていた武器は、ハイドリゲだけではない、ヒルダの分まで、全て没ぼつ収しゆうされている。

「最低限の措そ置ちですわ！」と、彼女たち二人は雇われる前に、スヴェンによって徹てつ底てい的てきな身体検査を行われた。

「そんなものどうとでもなるさ……食事に使うフォークやナイフ……そんな上等なものじゃなくても、釘くぎの一本でもあれば武器としては十分だ」

「ふははっ……なんだなんだ……そうか……」

　作戦が失敗に終わったと、一人自棄やけになっていたヒルダは、状況がまだ変化すると知り、笑い声を上げる。

「早はや合が点てんするな。言っただろ？　あの男、隙がない。初対面で仕留められなかったのは失策だ。こちらが狙っているとわかった以上、向こうを出だし抜ぬくのはかなり骨だぞ」

「ふん！　問題ない！　いかに熟練の古参兵といえども、四六時中ついていればいつかは隙もできる」

　今もこうして、同じ屋根の下にいるのだ。

　いざとなれば、夜よ討うち朝あさ駆がけで襲うもよし。

　以前のように火ひ攻ぜめをするもよし。

　いくらでも手はある。

「だから、早合点するなと言っている……俺たちにはタイムリミットがあるだろ？」

「あっ………」

　言われて、ヒルダは思い出す。

「あと九日か……」

　本来なら地ち下か牢ろうに収しゆう監かんされているはずのハイドリゲは、伍ご長ちようの手引で、ヒルダが連れ出した。

　今のところ、看守の買収と記録の改ざんでごまかしているが、月に一度の法務局のチェックまでは免まぬがれない。

　それまでにルートを抹殺し、王都に帰き還かんしなければならないのだ。

「厳しいところだが、やるしかあるまい……さて、そういうわけで、今日は寝ねるか」

　パン屋の朝は早い。

　さっさと床とこにつかなければ、命を狙うのもままならない。

「ベッドはボクが使うぞ。ボクが指揮官なんだからな」

　屋根裏部屋には、以前スヴェンが使っていた古いベッドが一台しかない。

　占せん有ゆう権けんを主張するように、ヒルダは逸いち早はやくベッドの上に乗る。

「ああ、そうしろ。俺は木の床の上でも、今までに比べればずっとマシだからな」

　年単位で牢に入れられ、石の床の上で過ごしてきたハイドリゲにとっては、さほど大した問題ではなかった。

「それに、子供から寝ね床どこを奪うばうような大人げない真似まねはできない」

「なっ……!?　オマエッ！」

　とは言え、少しだけ毒を返す。

「早く寝ろよ、明日あしたも早いぞ」

　毛布を体に巻き付けるようにして横になると、ハイドリゲは背中を向け、さっさと眠ねむりについてしまった。

「くそっ！」

　一声上げると、ヒルダもベッドに横になり、ハイドリゲに背中を向けて眠りに就いた。




「………やはり、まだあきらめてはいないようですわね」

　階下にいたスヴェンは、二人の会話の全すべてを聞いていた。

　ハイドリゲとてバカではない。

　下に聞こえないように、少なくとも彼は声量に気を遣っていたようだが、まさか聞き耳をたてている相手が人間ではなく、高感度集音器を内蔵した人間型猟兵機とは思ってもいなかっただろう。

「あと九日……その間、主さまをお守りすればよいわけなのでしょうが……」

　それをすぎれば、二人が立ち去る可能性もあるわけで、そういう意味では、良いニュースであるとも言えた。

「ただ、九日後というのが………」

　皮肉な巡めぐり合あわせに、スヴェンは嘆たん息そくしないではいられなかった。

　屋根裏部屋の二人が眠りに入ったのを確かく認にんし、真っ暗な廊ろう下かを進む。

　彼女の眼ならば、この程度の暗くら闇やみは闇のうちに入らない。

　トッカーブロートは、住居兼けん店てん舗ぽ。

　商業スペースが四割、窯かま場や倉庫などの製造に関かかわるスペースが四割、一割五分が居住部分で残りの五分に小さな事務室のような部屋がある。

　スヴェンは、夜中までそこで作業をしているルートのもとに向かった。

「失礼致いたします。主さま」

「ん、ああ……まだ起きてたのかい？」

　ルートの机の上には、スケッチブック。

　そこには、次に作る新作パンの構想が描かれている。

「まだ、感謝祭に出されるパンのアイディアを練ってらしたのですか？」

「ん～……せっかくだからねぇ、街の人たちに喜んでもらえる、目新しい物を作りたいんだ」

　お祝いの席で出すメニューは様々ある。

　オーソドックスにそういったものを出すのも大切だが、それ以外に意表をつくというか、楽しい驚きを与えたい。ルートはそう考え、毎日仕事が終わった後も頭をひねっていた。

「もうあと九日しかないからね、急がなきゃ」

　九日……そう、感謝祭は九日後なのだ。

　スヴェンの最愛の主が、この街の人々に迎むかえられ、ともに一年の喜びを祝う、めでたき日までに、あの二人は彼かれを殺そうと企たくらんでいる。

「主さま……その、〝人狼〟たちのことですが……」

　言いにくそうな顔で告げるスヴェン。

「やはり、追い出すべきです……万が一のことがあれば、わたくしは……」

　スヴェンは、こんなことを提案はしたくなかった。

　ルートの優やさしさは、聖人君子のような、無む垢くで汚けがれのないものではない。

　かつて地じ獄ごくを見た者だから、多くの死を振ふりまいた過去を持つ者だから。

　贖しよく罪ざいなどという後ろ向きなものでもない。

　それでもなお生きたいと願った以上、その罪を背せ負おった上で真っ当にありたいという思いからのものだ。

　それを否定するのは、スヴェンにとっても心苦しかった。

「スヴェン……〝人狼〟のことは知っているよね」

　わずかに言葉を選ぶように思案してから、ルートは答える。

「はい……先の大戦で、知らぬ者の方が珍めずらしいでございましょう」

　敵国フィルバーヌからは、万の兵士が死んだ元げん凶きようと恨うらまれている。

　母国ワイルティアからは、祖国を裏切った恥はじ知しらずとして忌いみ嫌われている。

「本当に、そう思ったかい？」

「え？」

　問いかけられ、スヴェンは戸と惑まどう。

「その、それは……ハイドリゲが本物の〝人狼〟ではないということでしょうか？」

〝人狼〟は、その伝説のわりには、顔も年齢も長らく不明の存在である。

　ワイルティアとフィルバーヌが、両国共に情報を制限したため、「そういう人物がいる」「色々なことをしたらしい」という憶おく測そくだけが広がって、正確な人物像がわかっていないのは確かだ。

「いや、狼おおかみはいたよ……そして、あの人が〝人狼〟だってのも、本当さ」

　ルートは、笑え顔がおを作るのが苦手である。

　無理して作った笑顔は怒おこっているように見えるとさえ言われるほど、表情筋が不器用な男である。

　それでも、この時の暗い、影かげの差した表情が、言いようのない苦しみを表していることは、スヴェンには理解できた。

　猟りよう兵へい機きパイロット「白銀の狼」としてのルートの過去は、スヴェンはよく知っている。

　知っているというより、かつて支し援えんＡＩ〝アーヴェイ〟だった時代、ともにその時を過ごしてきたのだから。

　だけど、その前の彼の人生は、ほとんど知らない。

　自分が知らないルートが、自分が気づけなかった〝人狼〟のなにかに気づいたのだろう。

「すまない、スヴェン……もう少しだけ、俺のわがままに付き合ってくれないか？」

　ルートは別に、楽天家なのでも、危機感がないのでもない。

　わかった上で、危ない橋を渡わたろうとしている。

「主さま……」

　ぎゅっと、スヴェンはエプロンドレスの端はしを握にぎる。

　こんなことは昔もあった。

　大戦中、自分がまだ猟兵機だった頃ころだ。

　敵軍の猛もう反はん撃げきに遭あい、撤てつ退たい命令が下った際、ルートは被ひ弾だんして動けなくなった友軍機の救きゆう援えんに走った。

　アーヴェイだった頃の彼女は、制止しようとしたが、彼は止まらなかった。

　その時も同じことを言われたのだ。

「俺のわがままに付き合ってくれ」――

　これが、ただの優しさならば、スヴェンは恨まれても止めただろう。

　ルートは、自分の行動が「賢かしこい選せん択たく」でないことはわかっている。

　だがそれでも、それを選ぼうとする。

（まったく……主さまったら……）

　はぁと、スヴェンは呆あきれたようにため息を吐つく。

　だが、少しだけ幸せそうに、苦笑いを浮うかべる。

（この方のわがままにお付き合いするのも、わたくしの使命……いえ）

　それこそが自分の願い。

　ルートの願いを叶えるための力となること。

「わかりましたわ！　こうなったらとことんお付き合いいたします！　あの小こ娘むすめ……ヒルデガルドの方はわたくしがなんとかいたしますですわ」

　ふんと鼻息を一つ鳴らすと、最愛の相手にしか見せない、最高の笑顔でウィンクをする。

「すまない。スヴェン……ありがとう」

「もう慣れっこでございますから」

　ただし、ちょっとだけ皮肉を込める。

「さてと、そうなりますと……とりあえずお茶でもお淹いれいたしますわ」

「ああ、頼たのむよ」

「かしこまりました♪」

　ぺこりと一つおじぎをすると、スヴェンはキッチンに向かう。
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　紅茶といえば、エレガンスでお上品な人々の愛好品とイメージする者もおおいが、決してそうではない。

　渋しぶいくらいに濃こい目めに淹れた紅茶に、ミルクをたっぷり、砂糖をたっぷり、生クリームも加えたミルクティーは、夜中まで働く人々に、もうひと踏ん張ばりの力を与えてくれる。

　ルートの夜の残業は、まだまだ続きそうだ。

　ならば、その疲つかれを少しでも癒いやすのが、スヴェンの最優先任務だった。







　翌日から、スヴェンは攻こう勢せいに切きり替かえた。

「だからなんでそれがこうなりますの！　テーブルを拭ふく時はこう！　円ではなく四角く！」

「お辞じ儀ぎはぺっこり四十五度！　接客の基本ですわ！」

「トングは先のギザギザの隙すき間ままでしっかりと磨みがく！　食べ物に直じかに触ふれる場所は赤ちゃんが舐なめてもいいくらいまで清潔に！」

　朝早くから閉店時間まで、がっちりじっくりばっちりと、あの手この手で指導を行い、徹底的にシゴキ上げる。

　そのさまはさながら軍隊における鬼おに軍ぐん曹そうのごとくであった。

「い、いい加減にしろよなオマエ！　いくらなんでも厳しすぎだろ!!」

　あまりの厳しさに、ヒルダは抗こう議ぎの声を上げた。

「は？　なにかわたくしがおかしなことを申しましたの？　お釣つりは間ま違ちがえるわ、商品の種類は覚えてないわ、トレイの消毒は忘れるわ、ミスばかりしているでございましょう？」

　しれっとした顔で、一いつ切さい取り合わないスヴェン。

「親衛隊とはいえ、あなたも軍の正規教育と訓練課程を受けたれっきとした士官さまですわよね？」

「だ、だからどうした！」

　パン屋の仕事の話をしているのに、軍隊の話が出てきた。

「あなたが今までやってきた失敗、これらは軍においては、不ふ明めい瞭りような報告を行い、装備の違ちがいも把は握あくせず、武器の手入れも怠おこたる……それらに該がい当とうしますわ。どれをとっても組織全体に深刻なダメージを与えかねない問題ばかり！」

　どれもこれも、軍での訓練の際には徹底的に叩たたき込まれることばかりである。

「パン屋も出来ずに職業軍人語ろうだなんておこがましいにもほどがありますわ！」

「いや、それは、そうか……？」

「そうですわ！」

　まくし立てるスヴェンに、ヒルダは反論の意志をくじかれる。

　彼女が自分の役割を正しくこなせていないのはともかくとして、それが軍人としての適性にまで及およぶかと言われるとかなり強ごう引いんというかこじつけだが、世の中というのは、時に力押おしで持論を押し付つける者が勝者になったりする。

「あなたにも軍人としての僅かなりにもプライドがあるのでしたら、言い訳せずにちゃっちゃと役目をこなしなさいな！　さぁ！」

　言うや、スヴェンは布ふ巾きんをつきつける。

「その口からなんの役にも立たないクソみたいな反論をまくし立てるくらいなら、さっさと窓ガラスの掃そう除じをなさいませ！　お客は待ってくださりませんわよ！」

「さ、さっきやったとこじゃないかぁ！」

　反論するヒルダ。しかし、スヴェンは、「はっ！」とばかりにあざ笑うと、つかつか

床を歩み、窓まど枠わくにぴっと指を走らせる。

「これが？」

　指先には、わずかに埃ほこりが付着していた。

「そ、それくらい……別に……」

「お黙だまり！」

　なおも言い訳を並べようとするが、スヴェンは一いつ蹴しゆうする。

「良いですの？　ウィンドウは店の顔！　道行くお客様に、『あ、ちょっとはいってみようかな？』と思っていただくために、水よりもクリスタルよりも透とう明めいにするのが基本！　店の汚れは心の汚れ！　一からやり直しですわ！」

「ぐぬぬぬぬっ!!」

　ひたすらくやしがるヒルダ。

「オマエなぁ！　もうちょっと言い方があるだろ！　教え方的な!!」

「はぁ？　言うに事欠いて、自分の無能を人のせいにするのですか、あなた？」

　朝からずっと、ひたすらびしばしびしばしと、鉄てつ拳けん制裁や鞭むちを振るうような暴力的な手段こそ使ってはいないが、じわじわちびちちびと、箱の角を針で突つつくようなイビリの数々を食くらわされ、ついにヒルダも我が慢まんの限界であった。

「あら……？　何をおっしゃるかと思ったら、開き直りの逆ギレですの？」

　しかし、スヴェンは悪びれない。

「わたくしは別に、あなたにできないことをやらせた覚えはありませんわ。ちゃんと最初にやり方を教え、手本を見せてやり、実じつ施しさせていますのよ？」

　スヴェンの〝教育〟は、日ひ頃ごろの彼女の仕事同様、ソツのないものだった。

「その上で失敗したのならば、叱しつ責せきを受けてもしかたのないことではございませんの？」

「ぐぬぬぬぬ……」

　とある名将が、新兵の教練において、このように言ったという。

「やって見せ、言って聞かせて、させてみせ」――と。

　手本、指導、実地、これらの手順を踏むのは、軍隊ならずとも指導の基本である。

「だ、だけど、せめて………」

　拗すねた子供のような顔で、ヒルダは言いにくそうに口を噛かんでいる。

「なんですの？　もしかして……もっと優しくしてよ～とか、おっしゃるおつもりじゃござんせんでしょうね？　親衛隊のエリート士官様とあろう御お方かたが？」

　口元に手を当て、あざ笑うスヴェン。

「オホホホホ」と笑うそのさまは、完全に悪役である。

　実は先ほどの兵の教練に関しての名言には続きがある。

「ほめてやらねば人は育たず」――

　つまり、教育教練においては、出来ないことを責めるより、わずかでも出来たことを認めることが、人を伸のばす極ごく意いであるという話なのだ。

　スヴェンもそれはわかっている。

　わかった上ですっ飛ばしている。

　なぜなら……

「ご自分の立場というのをお考えなさい。そもそも、主さまのお命を狙っておきながら、返かえり討うちにあったオマヌケさんを、命も奪わず拷ごう問もんもせず、武装解除と労働のみで許してあげているのですわよ？　ここまでの慈じ悲ひを示しておいて、まだ優しさがほしい!?　なんですのあなた？　歯が溶とけるくらいあまぁ～いシロップに混ぜてあげなきゃ薬も飲めないお子ちゃまですか！」

　彼女の立場は、志願兵でも徴ちよう兵へいでもない。言うなれば捕ほ虜りよである。

　捕虜に対し、暴力行こう為いを働かないというだけで、スヴェンは立派に温情主義と言えるのだ。

「うううう……!!」

　立て板に水とはまさにこのことという勢いでまくし立てるスヴェン。

　素す手でのケンカはもとより、口ゲンカでも圧あつ倒とう的てきな戦力差だった。

「こ、これは……その……」

　それでも、ヒルダは反論する材料を探そうとする。

　ベテランの兵士ならば、彼ひ我がの戦力差が明らかになった段階で、無む駄だな戦せん闘とうは行わない。

　しかし未熟なヒルダにはできなかった。撤退するか、防衛に徹てつするかして、状況の変化を待つべきである。

「そ、そうだ！　虐ぎやく待たいだ！　捕虜虐待だ！　ボクは士官だぞ、相応の待たい遇ぐうを要求する！」

　活路を見み出いだしたとでも思ったのか、鬼の首を取ったように得意げな顔で反はん撃げきに転じた。

　国際法において、捕虜の扱いは厳格に定められている。

　人道上の理由もあるが、「敵は皆みな殺ごろし」が前提となると、不必要な消しよう耗もう戦せん、殲せん滅めつ戦せんに発展してしまい、敵も味方も被ひ害がいが増えてしまう。

「なるほど、確かに国際法では士官の捕虜への待遇保証は定められていますわね」

　捕虜の中でも、士官――少しよう尉い以上の「将官」と呼ばれる者達たちには、ある程度好遇するよう定められている。

　強制労働の禁止や、暴力行為の禁止、収監する施し設せつの環境などなど……

　その理り屈くつで言えば、ヒルダの言い分に正当性がある。

「そーだそーだ」

　ふむと指をあごに当てるスヴェンに、ヒルダは勝利の糸口を見出したかのように不敵に笑う。だが、それも長くは続かなかった。

「なら、お辞やめになってもよろしゅうございますわよ」

「え……？」

　返って来た答えに、ヒルダは唖あ然ぜんとして、間の抜けた声を上げる。

「ですから、辞めたいならご自由に。去る者は追わず、来る者は拒こばまず、それが当店のモットーでございますれば」

「いや、あの、それは、ええっと……」

　途と端たんにしどろもどろになるヒルダ。

　彼女は大きな勘かん違ちがいをしていた。

　そもそも捕虜の取とり扱いに関する条約は、国際法に基づいて締てい結けつした国同士の約束事で――などという話ではない。

　彼女たちの目的は、ルートの抹殺である。

　無理やり働かされているが、その状況を好機と判断し、付け狙っている状態だ。

　ここで追い出されれば、そのチャンスは二度と手に入らなくなると言ってもいい。

「もう終わりかしら？　なら……さっさとお仕事なさい。働かざるもの食うべからずも、当店のモットーですわ」

　ヒルダの反撃は失敗し、言われるままに、窓まど拭ふき作業にとりかかる。

「くそう……くそう……」

　ヒルデガルド・フォン・ヘッセン……落ちぶれたりとも貴族の一に名を連ねるものが、涙なみだ混じりに窓拭き床ゆか拭き掃はき掃除に明け暮れていた。




　そして、その夜――

「ちきしょう、ちきしょう」

　仕事が終わり、屋根裏部屋に戻ったヒルダは、なおも悔くやしがっていた。

「いつまで言ってんだよアンタは……」

　呆れ顔がおのハイドリゲ。

「オマエにボクの気持ちがわかるかぁ！　あの銀ぎん髪ぱつ女め、ボクを誰だれだと思ってるんだ！　覚えてろよちきしょーめ！」

「貴族のご令れい嬢じようが下品な口を叩くもんじゃないぞ」

　悔しさのあまり、ベッドの上でどたばたと暴れ回っているヒルダ。

　その姿に、俗ぞくにいう「お嬢じよう様さま」の片へん鱗りんはかけらもなかった。

「悪かったな！　どうせボクのウチは没ぼつ落らく貴族さ！」

「そうなのか？」

「あ……！」

　しまった、と苦い顔をするヒルダ。

　ハイドリゲには、自身が親衛隊の中ちゆう尉いであるということくらいしか話していない。

　だが、ワイルティアにおいて「フォン」というミドルネームは、基本的に貴族のみが許されたものだ。

　それでなくとも、十五歳の少女が尉い官かん、それも中尉という段階で、家名による底上げが行われていると考えるのが普ふ通つうである。

「ボクの家は……神聖帝てい国こくの時代から続く名門だ……」

「ほう、そりゃすごい」

　ヒルダの家、ヘッセン家は、ワイルティアでも指折りの名門である。

　祖先は武勇で知られた武人であり、多くの逸いつ話わを持つ。

「それだけだ、古くて、由ゆい緒しよ正しい……それ以外に、ボクの家には何もない」

　長い歴史の中、政治力も経済力もなかったヘッセン家は、時代に取り残された。

　騎き馬ばも槍やりも戦場から姿を消し、活かつ躍やくする場を失い、しがない没落貴族と成り果てる。

「所領も屋や敷しきも先祖代々の遺産も全て売うり払はらった。もうなにもない」

　なにもなくなったヘッセン家の、最後の希望が、エウロペア大戦だった。

　新兵器である猟兵機パイロットは、単身で古の戦場のように英えい雄ゆう的てきな働きを示せる。

　なにせ、庶しよ民みん層出身だったルートでさえ、後もう少しで、騎き士しとして貴族の末席に列せれられるところだったのだ。

「お家を復興させるために、十歳になると同時に軍学校に入った。なのに……戦場に出る前に、戦争は終わった……」

　ぎゅっと、ヒルダは拳こぶしを握る。

　彼女にとって、幼い日から「お家の復興」こそ第一で、己おのれの存在意義と思っていたのだ。

　そのための最後の手がかりを、ある日いきなり失った。

　時代にひたすら恵めぐまれないヘッセン家の因いん縁ねんを、痛感した瞬しゆん間かんだった。

「そりゃあ……お気の毒にな」

　だが、ハイドリゲは少しだけ皮肉げな声で返す。

　戦争など、庶民からすれば面めん倒どうこの上ない話だ。

　物価は上がるし物資は不足する。税金も上がる。

　ましてや、徴兵され戦地に送られでもしたら、命すら危あやうい。

　そんな人間からすれば、同意も共感もできない話である。

「だけど、そんなボクに、中ちゆう将じよう閣下がお声をかけてくれたんだ……」

　だが、ヒルダはそんなハイドリゲの顔を見ようとはしない。

　彼女の目に映っているのは、一年前に出会った、未いまだ目に焼き付いているゲーニッツの顔である。

「士官学校に視察に来られた中将閣下は、ボクの名前を見てお呼びくださり、親衛隊に誘さそってくださったんだ……しかも、いずれ公国の中心となるエリートとして、特別待遇で迎え入いれてくださった」

　それはヒルダにとって幸福の瞬間だった。

　埋うもれゆく存在だと思った自分を、見つけ出し、「選ばれし者」の中に加えてくれた。

　自分は特別な人間だと、他ほかのくだらない者たちとは違うと、認められた。

「そのボクの、栄はえある人生を……あの男が……ルート・ランガートが……あげく……パン屋の下働きだぞ！　ああ……なんでこうなったんだ!!」

　他者からの名声と羨せん望ぼう……いや、それだけではない。

　周りから一ひと廉かどの者として認められたいという激しい承しよう認にん欲求の持ち主たるヒルダからすれば、パン屋のウェイトレス見習いなど、卑ひ小しよう卑ひ賤せん極きわまりない仕事なのだろう。

「そりゃあ……向こうさんの手のひらの上で見事に踊おどらされちまったってことだろうな」

　しかし、ハイドリゲにとって重要なのは、そんなヒルダのこだわりではなかった。

「なっ……？　どういうことだよ」

「今日一日、ずっとその女にあれやこれやと説教され続けてたんだろ？」

「ああ」

「ってことは、ランガートになにか仕し掛かけたくとも、できなかったってことだ」

「あ！」

　今さらながら、ヒルダは気づいたのか、大口を開ける。

「ずっと監かん視ししてたってことさ。しかもただの監視じゃない。こっそり動きを見張る……じゃなくて、積極的にアンタの動きに干かん渉しようすることで、下手な動きをしようとする気さえ止めたのさ」

　ヒルダの戦闘能力は、スヴェンやルートに遠く及ばない。

　それこそ、猟兵機を持ちだしてようやっとであろう。

　だが、例えば毒を仕込むなり、火を付けるなりの搦からめ手てならば可能だ。

　そもそもこの店は、ルートの本ほん拠きよ地ちであり、その内側に彼らは入っている。

　本人たちでなくとも、売り物のパンに何らかの仕掛けをして、客に危害を加えるだけでも、店の信用はガタ落ちになり、嫌いやがらせ程度だがダメージは与あたえられる。

「あの女、それすら封ふうじたってことか……」

　ようやく、今日一日の意味を知って、ヒルダは愕がく然ぜんとした。

「さらに言えば、アンタを仕事でヘトヘトにすることで、夜中も眠る以外は何も出来ないようにしたんだろ。だいぶお疲れみたいだしな」

「うぐぐ……！」

　一日の仕事が終わり、屋根裏部屋に戻もどった途端、ヒルダはベッドの上に寝ね転ころがって、「あ～疲れた！」と声を上げたくらいだ。

　こんな状態では夜や襲しゆうの類たぐいを仕掛けることもできない。

「まぁそんな顔をするなよ。よく働いた後だから、メシもうまかっただろ？」

　トッカーブロートでは、複雑な経けい緯いで働き始めたとはいえ、二人にもちゃんと食事を出している。

　売れ残りのパンが中心だが、最近は売上も順調なので、肉と野菜がたっぷりのスープなども付く。

「アンタ、バケット一本まるごと食いきってたな」

「あ、あれは……！」

　ハイドリゲに言われた途端、ヒルダは恥はずかしさに顔を真っ赤にした。

　それが、敵からの施ほどこしを受けてしまったことによるものか、それとも年とし頃ごろの女の子が大食いを指し摘てきされたことによるものかは、本人にもわからなかったが。

　どちらにしろ、初日にルートの作ったものなど食べられないと言っていた者が、エラい変わりようだった。

（ま、問題はそれだけじゃないんだがな……）

　ヒルダにはあえて言わないことにしたが、スヴェンも、ルートも、自分たちがまだ抹殺を諦あきらめていないことを分かっている。

　その上で、自分たちのそばである程度の自由を与えている。

（警けい戒かいしているのは、この女じゃない……俺おれか……）

　ヒルダには申し訳ないが、二人は彼かの女じよを脅きよう威いとは感じていない。

　あのスヴェンというウェイトレスは、自分とルートの間を、彼女に邪じや魔まさせないように動いているのだ。

（一体何を考えているんだ……？）

　危険を冒おかしてまで、なにかを企んでいる。

　それがなんなのか、ハイドリゲには皆かい目もく見当がつかなかった。







第四章「近親憎悪、もしくは類は友を呼ぶ」







　親衛隊が、開発局に攻撃を開始してから二時間が過ぎた。

「お、おのれぇ！　ルンテシュタットの小娘がぁ！」

　部隊を指揮するデルズ大たい尉いの顔に、すでに当初の余よ裕ゆうの笑えみは消え去っている。

「正面バリケードの突とつ破ぱ、成功しました！」

　副官が報告に現れるが、デルズの機き嫌げんは直らない。

「損害は……こちらの被害はいくらだ！」

「はっ！　死傷者合わせ、約、百名ほど……！」

「なんてことだ！」

　たかだか五十人程度の兵しか持たない開発局の、正面玄げん関かんを突破するだけで、部隊のおよそ四分の一が壊かい滅めつした。

「中の連中は、まだ抵てい抗こうしているのか……！」

「はい、施設の入り口は、正面以外封ふう鎖さされていまして……玄関口に兵力を集中させ、抵抗を……」

　開発局からは、警備部隊のものと思われる銃じゆう撃げきの音が響ひびいている。

「壁かべをよじ登り、庭から入りこんだ者たちはどうした！」

「敷ふ設せつされていた地じ雷らいに片かたっ端ぱしから……」

「がっ……！」

　まるでいいように弄もてあそばれているかのような状じよう況きように、デルズは怒いかりで言葉を失う。

「ほ、本部に連れん絡らくだ……増ぞう援えん要よう請せいをしろ……」

「え、しかし……？」

　四百名もの大軍で攻せめ寄よせ、さらに増援を求めるなど、まともに考えれば指揮官の無能を晒さらすような行為である。

　優ゆう秀しゆうな指揮官なら、己の評価など考こう慮りよせず、敵が初期の想定より強固であった場合、躊ちゆう躇ちよなくさらなる戦力を投入するものだが、残念ながらデルズはそういうタイプではない。

　ソフィアが看破したように、典型的なエリート気き質しつばかりが強い親衛隊員なのだ。

「かまわん……中将閣下はおっしゃった。兵の損害など気にせず、確実に成功させよと、手段を選ぶなと……！」

　それでもデルズが増援要請に踏み切ったのは、簡単な理屈であった。

　どれだけ損害を出してもいいと言われた以上、彼にとって重要なのは、作戦を遂すい行こうできないことで、己の失態を責められること。

　ならば、何人部下が死のうが知ったことではない。

　なんとしても、開発局を制圧しなければならないのだ。

「なにをしている！　早く行け！」

「は、はい！」

　副官に怒ど鳴なり散ちらすデルズ。

　そうしている間も、なおも銃撃の音は止やまない。

　その音が放たれると同時に、幾いく人にんもの兵が死んでいるのであろうが、デルズにはそんなことは、どうでもよかった。




　一方――開発局内部では、突とつ入にゆうした親衛隊と、迎え撃うつ警備隊の間で、激しい戦闘が展開されていた。

「ここはもういい、全員、第五ブロックまで後退しろ！」

　部下たちに後退を命じるソフィア。

　開発局の建物は、通つう称しよう「かたつむりシユネツケ」と呼ばれている。

　最重要区画を中心とし、渦うずを巻くようにその他の区画が建てられている。

　そして、各区画には強固な隔かく壁へきが備わっており、物理的に遮しや断だんできるのだ。

「内部に入り込まれると、さすがに抑おさえきれませんね」

　閉じた隔壁に背中を預け、息をつきながら、サリヤ上等兵が言う。

「まぁな……だが、一方向から来る分、迎げい撃げきがしやすいのがせめてもの救いだ」

　撃ち尽つくした拳けん銃じゆうの弾だん倉そうを交こう換かんしつつ、ソフィアは答える。

「開発局はいろいろと外に漏もらせないものがありますからねぇ。入り口も出口も、少ないほうが機密保持にはいいんですよ」

　そこに現れるダイアン、この期ごに及んでも、相変わらず緊きん張ちよう感かんがない。

「なんの用だ……非戦闘員は邪魔だから、奥おくで引きこもっていろと言っただろう」

「相変わらずつれないなぁソフィアさんったら……そういうところも好きですけど」

「反吐へどが出る」

「うわぁお」

　事態が事態だけに、いつも以上に言葉を飾かざらないソフィアだったが、ダイアンはまったくもって堪こたえていない。

「さすがのお前の新兵器も、中に入り込まれればおしまいだな」

「なにをおっしゃるソフィアさん？　僕ぼくの新兵器はまだまだたくさんありますよ。それこそこの隔壁だってその一つです」

　言いながら、ダイアンは隔壁を拳で叩く。

　向こう側では、親衛隊たちが銃じゆう弾だんを雨あられと撃ち放っているのだろうが、ビクともしない。

「こいつは新開発の特とく殊しゆ合金製でしてね。携けい行こう火器はおろか、ダイナマイトの直ちよく撃げきだってなんのそのってシロモノですよ」

　それだけではない。

　開発局の窓という窓は同じ素材でできたシャッターが自動的に閉まるようになっており、さらに壁の中には網もう状じように編んだ合金が埋め込まれている。

「ま、建物って言うよりも、潜せん水すい艦かんとかのほうが近いですね。完全密閉ですから、水も漏らしません」

　たとえ王都が水すい没ぼつしようが、開発局内部は浸しん水すいしない。それくらいの密閉性なのだ。

「待て、なら……通気口は!?」

　最悪の事態を想定し、ソフィアは言う。

「排はい気き口こうから侵しん入にゆう……いや、ガスの類を使われたら！　気密性が仇あだになるんじゃないか？」

　催さい涙るいガスに塩素ガス、ホスゲンにマスタードと、毒ガスの類を使われれば、逃にげ場ばがなくなる。

「あ、大だい丈じよう夫ぶです」

　しかし、そんなことはこの希代の変人にして変態にして天才のダイアンの、想定のうちだった。

「籠ろう城じよう戦せんとなった段階で、排気システムは遮断しています。言ったでしょ？　潜水艦みたいなものだって……地下に空気循じゆん環かんシステムがありましてね？　完全密閉で三百時間までなら、問題なしです」

「完かん璧ぺきじゃないか……」

「完璧ですよ」

　腹が立つほど先の先まで読んでいるダイアンの手しゆ腕わんに、ソフィアは感心と呆れの入り混じったような表情となっている。

「ま、隔壁一枚破るのに、彼かれらの持っている武器じゃあ二時間はかかりますね。そして、この隔壁はあと、五十三枚あります、うふふふふ」

　親衛隊が全すべての隔壁を排はい除じよするどころか、開発局の中間エリアに達する前に夜が明ける。

　そうなれば、正規軍司令部がこの騒さわぎに気づき、救援部隊が派は遣けんされる。

　それ以前に、越えつ権けん行こう為いを咎とがめられ、ゲーニッツの失しつ脚きやくすらありうる。

「私のお城にそう簡単に入れるわけございませんでしょ？　あーはっはっはっ！」

　自信満々にダイアンは笑っていたが、その瞬間――

　ドゴン[image: ]

　凄すさまじい轟ごう音おんが響き渡り、隔壁の中央よりやや上の部分に、大きな凸つばくみが生まれている。

「なっ――こ、これは……」

　ここにきて、初めてダイアンの笑え顔がおが固まった。

　兵器開発局の局長である。

　この音が一体何によるものかなど、音だけでわかる。

「これだから……バカどもは！」

　素す早ばやく、壁に埋め込まれている端たん末まつを操作し、小型のモニターに監視カメラの映像を回す。映しだされる、隔壁の向こう側の光景。

「これは……戦車、なのか？」

　その映像を見て、ソフィアは驚おどろきもあったが、同時に疑問に首をひねる。

　分厚い装そう甲こうに、巨きよ大だいな火か砲ほう、そこまでは分かる。

　しかし、駆く動どう部分が、無限軌き道どう――俗にいうキャタピラではなく、タイヤだった。

「詳くわしくは戦闘車ってやつですねえ」

　戦車とは、猟りよう兵へい機きを除けば、陸戦最強の兵器である。

　なにせ、強固な装甲に強力な火砲。対人兵器も備え、いかなる道も走破して敵てき陣じんを壊滅させる。だが……

「戦車って、意外に弱点多いんですよ……詳しく言うと、運用に制限がある。重いしデカイし小回りがきかないし、なにもない荒こう野やならいいんですが、都市戦闘だとねぇ」

　敵都市を占せん領りようするのなら構わないが、自国、それこそ首都防衛用となると話は変わる。

　建築物に道路に橋きよう梁りよう、いちいち壊こわしていてはたまらない。

「そこでね、都市治安防衛用の戦車的なものをってことでできたんですよ、ケンタオアーくん」

　六連のタイヤは高度なサスペンションが設しつらえてあり、機動性の小回りにかけては装甲車並み。さらに搭とう載さいしている火砲は五十口径と、高速自走砲としての側面も持つ。

「おい、待て……まさかこれ……」

　わなわなと震ふるえるソフィア。

　ドガン！

　そうしているうちに、第二射が隔壁にさらなる凸を作る。

「これ……お前が作ったのかぁ[image: ]」

「しょーがないじゃないですかそれが私のお仕事なんですからぁ！」

　胸むなぐら掴つかんでダイアンを責め立てるソフィア。

「隊長！　ここは危険です！　撤てつ退たいしましょう！」

　怒りのあまりダイアンの首を絞しめ始めているソフィアに、サリヤ上等兵が具ぐ申しんした。

「くっ！　仕方ない……だが、これはまずいぞ」

「ですねぇ……ケンタオアーくんの重じゆう砲ほうなら、隔壁一枚潰つぶすのに五分かかりませんからね」

「お前はホントいつか絶対シメる！　撤退、撤退――!!」

　このままでは、夜明けまでに開発局が陥かん落らくする可能性が高い。

　親衛隊のなりふり構わぬ作戦に、警備隊は劣れつ勢せいに追い込まれつつあった。







　ヒルダとハイドリゲが働き出してから、六日が過ぎた――

「エッグタルトとアプリコットタルトだ。サクサクとしたビスケット部分と、しっとりとした生き地じのハーモニーが楽しめる」

「もぐもぐ……もぐもぐもぐ……！」

「マルサダドーナツだ。生地の中にクリームやチョコなんかがたっぷり入った揚あげパンだな。アルハドラの方の料理だよ」

「あぐ！　あぐあぐあぐ!!」

「んでこっちはシナモンロールパイ……シナモンを練り込んだパイ生地をうず状に巻き上げて、上にキャラメルソースをかけた……」

「はい、ルート、ストップ」

　昼下がりのトッカーブロート、感謝祭に出す新メニューの試作品を並べるルートに、ジェコブは停止信号を出す。

「ダメだって、そんないきなり次から次へとミリィに食べさせたら」

　指差す先には、うずで巻いたように目をぐるぐる回している少女ミリィがいた。

「いっぺんに美味おいしいもの食べ過ぎて処理能力の限界に達しちゃったよ」

　元々パン職人の娘むすめだったミリィ。

　パンが好きで、ルートのもとに弟で子し入りするほどである。

　その中でも特に甘あまいモノが好きな彼女にとって、この試食三ざん昧まいは幸福の許容量がオーバーする話だった。

「ってか、ルートちょっと楽しんでただろ」
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「あ～……ミリィは食べっぷりがいいから、つい……」

　かつて、軍人嫌いだった彼女は、実はこっそり食べていたものの「お前のパンなんて誰が食うか！」と、ルートに長く心をひらいてくれなかった。

　その時の反動もあって、ついつい食べさせすぎてしまうのだ。

「ぷっ……」

　その光景を横目に見ていたハイドリゲ、耐たえ切れず噴ふき出だしてしまう。

「ハイドリゲさん、だったっけ……？　笑ったげないでよ～」

　言っているジェコブも笑っている。

「アンタらは、いつも楽しそうだな……」

　ハイドリゲは何気なくつぶやく。

　彼はフィルバーヌに亡命してしばらくして逮たい捕ほされ長く勾こう留りゆう、そしてワイルティアに戻されたと思ったら地ち下か牢ろうぐらしを強制された。

　こうやって、当たり前に楽しげに過ごす空間など、もう何年も見ていない。

　思わず、顔がほころんでしまった。

「なぁ、ハイドリゲさん。もう昼のかき入れ時も過ぎたし……休きゆう憩けい入ってくれ」

　そんな彼に、ルートはごく普通に、なにもないように告げる。

「あ、ああ……」

　答えるハイドリゲ、作業用のエプロンを脱ぬごうとしたところで、さらにルートは続ける。

「なんだったら、外をうろついてきてもいいよ。時間までに戻ってくれれば問題ないから」

「え……？」

　わずかに、ハイドリゲは驚いたような顔をする。

「わかった」

　しばし、思案したような顔をしてから、彼は店を出て入った。

「ルート……いいのかい？」

　立ち去った扉とびらを指差して、ジェコブが言う。

　ハイドリゲは、ルートを殺そうとし、ルートはそれを制圧した。

　命を助ける替かわりにと、彼はここで下働きをしている。

「逃げちゃうかもしれないよ？」

　その彼を自由にするということは、常識で考えれば、そのままどこぞへと逃げ去さってしまいそうな話だろう。

　実際、ハイドリゲ自身もそれを自覚しているのか、今までの休憩時間でも、店の敷しき地ちから外には、ほとんど出ようとしていなかった。

　せいぜい、裏の倉庫に小麦の袋ふくろを取りに行くくらいで、それすらも、囚しゆう人じんのようにルートに宣告してからであった。

「いいんだよ別に、それならそれで」

　ルートが何を考えているのか、日頃は彼の仏ぶつ頂ちよう面づらからも、些さ細さいな感情の起き伏ふくを悟さとれるジェコブでさえ、今回ばかりは理解できなかった。

「は、アタシは何を!?」

　そんな中、ようやくミリィがフリーズ状態から復帰した。

「お帰り、ミリィ」

　気の利きく少年であるジェコブは、コップに水を入れ手て渡わたす。

「まぁミリィの反応を見れば、何出してもいい感じはしたね」

「ん～……そうなんだけど、もうちょっとなんか欲ほしいんだよなぁ」

　ルートの作った感謝祭用のパンの数々は、どれも絶品であった。

　どれを出しても、きっとみんな喜んでくれるだろう。

「なんかこうさぁ、せっかくのお祭りなんだから、もっとこう、見み栄ばえというか、そういうのも凝こりたいんだよ」

「美味しいからいい……じゃダメなのか？」

　試作品を一通り味見したミリィに言わせれば、「これでもまだ不満なのか」と言わずにはいられない話だった。

「ん～……食べるっていうのはさ、お腹なかを満たすためだけじゃない……って思うんだ」

　なんと言って説明したものかという風に、ルートは考える。

「パンってさ、いろんな形があるじゃないか？　丸かったり、長細かったり、ねじってあったり……それぞれ形には意味があるんだけどね」

　例えばクロワッサンは、角度を付け、バターが含ふくまれているかどうかを分かるようにしている。

　形を変えることで、発はつ酵こうや焼しよう成せいの具合を変え、食感や味わいを変化させているものもある。

「でもそれだけじゃない。人間だってそうだろ？　みんないろんな顔や姿や、過去を持つ……どれが正しいとか、どれが悪いとかじゃなくて、その、いろんなものがあったほうが……楽しいじゃないか？」

　舌だけでなく、見る者の目も楽しませたい。

　美味しいだけでなく、楽しい思い出も得て欲しい。

　それがルートの考えだった。

「せっかくのお祭りなんだから……やっと、俺も参加できるんだから……」

　そこまで言ったところで、ルートはわずかに肩かたを震わせる。

「そこまで嬉うれしかったんだね……うんうん……」

　同情するように、ジェコブが肩――は手がとどかないので、腕うでを叩たたく。

「ああ、パン屋始めようとこの街にきて二年……やっとの機会なんだからなぁ」

　借金まみれに閑かん古こ鳥どりに村八分と、長い苦難の日々が、ようやく報むくわれようとしていることに、この強面こわもてパン屋はひたすら喜んでいた。

「ルート、いる？」

　そこに、扉のベルの音を鳴らしながら、丘おかの上の教会のシスター、マレーネが現れた。

「どうしたのマレーネ？　お買い物？」

「それともルートに会いに来たの？」

　訊たずねるミリィ、そしてジェコブ。

「両方」

　答えるマレーネ。

「というのは半分冗じよう談だんなんだけど」

「半分は本気なんだね」

　呆あきれた顔でツッコむジェコブ。

　以前あった事件で、それまでどこかルートに他人行ぎよう儀ぎだった彼女だが、最近は彼へのほのかな好意を隠かくさなくなり、スヴェンに絶賛警戒中である。

「ルート、ちょっと相談したいことがあるのよ、お祭りのことで」

「なにか、問題でもあったのかい？」

「うん……」

　マレーネは、聖職者ということ、さらにその清せい楚そな雰ふん囲い気きから、様々な街の困りごとの相談を受ける。

　今回の感謝祭でも、実行委員の一人として動いているのだ。

「今度のお祭りでね、ポナパラスから芸人を呼ぶことになったの」

　ポナパラスとは、ペルフェの旧首都であり、現在でも商業経済の中心地である。

「毎年みんな楽しみにしているよねぇ。若い男たちとか、セクシーな踊り子こに夢中になってたし」

　ニヤニヤと笑うジェコブ、ちなみに彼はそれを去年アリーナ席で楽しんだ。

「に、人形劇とかも、やってたよな……またみたいな……」

　楽器の演奏に合わせて、糸繰くりの人形のお芝しば居いをミリィは目を輝かがやかせて楽しんだ。

　終わった後に、観客の子供たちには飴あめが配られるのも、人気の理由の一つだった。

「うん、その芸人さんたちからね、連絡が来て、欠員が出ちゃったそうで……」

　その知らせが入ったのは数時間前。

　なんでも、大道具の積み込みの際に荷に崩くずれが起き、一人が下した敷じきになったらしい。

　大したケガではないそうだが、巡じゆん業ぎようは不可能になった。

「だから、催もよおし物ものに穴があいちゃったのよ」

「それって、踊り子!?」

「人形劇!?」

　ジェコブとミリィ、二人揃そろって血相を変える。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、そっちじゃないわ」

　その迫はく力りよくに押おされ、後ずさるマレーネ。

「来られなくなったのは、歌唄うたいの方なの……だから、困っちゃって」

　感謝祭は、神にその年の豊作を感謝し、来年の実りを祈き願がんする神事である。

　芸人を呼ぶのは、その奉ほう納のうの一種。

　その中でも一番大切なのが歌であり、古来よりペルフェやワイルティアなどでは、祭事において歌を捧ささげるのだ。

「それ、まずいね……」

　ようやく事態の深刻さを知り、ジェコブが落ち着きを取とり戻す。

「もっと早くわかっていたら、プロの方じゃなくても、ウチの教会の子供たちで合唱団を作って……って形にすることもできたんだけど」

「今からじゃ練習時間もないもんな」

　祭りまで後四日である。

　当日を差し引き、今すぐ始めたとしても三日しかない。

「他のアテはないのかい？」

　こういう時に、旅芸人同士の相そう互ご組合のようなものがあり、代役を都合しあったりするものがあるはずと、ルートは尋たずねたが、そうは簡単なものではなかった。

「それがね、そうもいかないのよ……オーガンベルツのお祭りって、他の町のお祭りと時期がズレているでしょ？　他の集団は、別の地域に移っちゃって、すぐに呼べないんだって」

　困った顔のマレーネ。すでに打てる手段は講じた後だった。

「だからね、ルート。あなた、誰だれか知り合いいない？　ペルフェにはいなくても、ワイルティアの方ならどうかなって思ったの」

　オーガンベルツは、ペルフェの中では端はしの方にある田舎いなか町まちだ。

　だが、ワイルティアの、それも王都ベルンとは、さほど離はなれていない。

　汽車で半日もあれば到とう着ちやく可能である。

「う～ん……芸人……歌手かぁ………」

　軍人と芸人など、真逆の商売で接点がないように思えるが、そんなことはない。

　戦場には慰い問もん団だんの形で様々な芸人たちが訪おとずれ、顔なじみとなる者も多い。

「ちょっと、連絡が取れる相手はいないなぁ」

　だが、ルートはそういった催しが苦手で、あまり顔を出さなかったほうなのだ。

「そう、困ったわねぇ……」

「いっそマレーネがやったら？」

「それはダメ！」

　困り果てているマレーネに、ジェコブが提案するが、本人が答えるより先にミリィが止める。

「マレーネ、美人だけど歌下手なんだ！　お茶淹いれるのも繕つくろい物も下手で、美人だけど基本的に不器用なんだ！　美人だけど！」

「ミリィ……美人って言えば、なにを言ってもフォローになると思ったら大おお間ま違ちがいよ」

　必死で訴うつたえるミリィに、マレーネはちょっと涙なみだ目めで告げる。

「もしかして、スヴェンさんが出来ないかなって思ったの、あの人なんでも出来そうじゃない？」

　気を取り直し、改めてルートに訊ねる。

　敏びん腕わんウェイトレスのスヴェン、接客から経理、営業まで何でもこなす彼女である。

　歌手の真似まね事ごとくらい、即そつ興きようでこなせそうに感じたのだ。

「多分、ダメじゃないかな……」

　だが、何故なぜか、ルートは少し複雑な顔で答えた。




　オーガンベルツの街を、ハイドリゲはブラブラと歩く。

「平和だな……」

　それがなによりの印象だった。

　オーガンベルツがあるペルフェは、先の大戦でワイルティアに併へい合ごうされた。

　北の大国オーガストとの主戦場となった東部国境地帯は、未だに戦災の傷きず跡あとが大きいが、西部にあり、ワイルティアとの国境も近いこの地は、大戦初期からワイルティアの一部のようなもので、そのためか被ひ害がいも殆ほとんど無かったらしい。

　街を行く人々や、走り回る子供たちにも、悲ひ愴そうさは感じられない。

（眩まぶしいなぁ……）

　長く地下牢暮らしで、陽ひの光が苦手になった――というだけではない。

　真っ当に暮らす人々の姿に、どうにも、目を細めずにはいられず、日差しよけ代わりに巻いているバンダナを、さらに深く引き下げる。

「いい街だ」

　聞いた話では、オーガンベルツは半世紀ほど前に炭鉱が開発され、近くにあった小さな村を吸収する形で、鉱山町になったのだという。

　街の住人の多くは鉱山労働者か、その家族、そして周辺産業に従事している。

　戦争が終わり、重工業の好景気は終わったため、鉱物や石炭の需じゆ要ようは減ったが、それでもワイルティアによるペルフェの融ゆう和わ政策が敷しかれた結果、各地で大規模な公共工事も行われており、不景気というほどではない。

　少なくとも、路地裏で浮ふ浪ろう児が転がっているような環かん境きようにはない。

（それだけで、十分な話だ……）

　王都ベルン、彼はそこのスラム街で育った。

　戦時中、多くの人びとが、職を求め都市部に流れこんだが、その殆どが、日ひ雇やといの仕事でも得られればいい方、大半が路上生活者となり、都市外がい郭かく部に貧民街を作る。

　盗とう品ひんの売買や、違い法ほうの娼しよう婦ふ、野良犬を煮にて食っているような者もいる、そんな場所だ。

　街は、四日後の祭りに備えて、若者だけでない、女や子供まで、総出で準備にとりかかっていた。

「みんな～、ちょっと休憩にしなよ、お茶が入ったよ」

　家の屋根に、祭りの飾りを設営してた若者たちに、街のおばさんがお茶を振ふる舞まっていた。

「お～、もうそんな時間か！」

「いやぁ、疲つかれた疲れたぜ」

　汗あせをふき、屋根から降りてきた若者たちは、うまそうにお茶を飲んでいる。

　テーブル代わりの木箱の上には、お茶うけ代わりにビスケットの缶かんが置かれていた。

（それにしても、あの男……俺を自由にしてどうするつもりだ……）

　そんな光景を横目に、ハイドリゲは考える。

　今はヒルダもそばにいない。

　逃げようと思えば、逃げられるだろう。

　だがその後どうする？

（まともに考えて、すぐに追っ手が来るだろうな。それも、軍関係の）

　自分には、それをされるだけの理由がある。

　ハイドリゲが、ヒルダと交かわした取引は、「自分を自由にすること」だ。

　その方法は、今までの罪を無罪とする、というような方法ではない。

　簡単に言えば、「死亡診しん断だん書しよ」の偽ぎ造ぞうと、「新たな戸こ籍せきの入手」だ。

　ハイドリゲという存在は死んだことにして、自分は別の戸籍を入手し、一いつ般ぱん人じんとして生きる。

　それ以外に、彼が自由になる方法はない。

　ワイルティアが恐おそれているのは、ハイドリゲの存在というよりも、ハイドリゲが記録上は死亡していない状態という方が正しい。

（なんでこんなことになっちまったのかなぁ………）

　そう思わずにいられない、運命の理り不ふ尽じんを、悔くやまずにはいられなかった。







　オーガンベルツの主要産業であるベルツ鉱山、ここは、トッカーブロートにとっても主要なお得意さまである。

　なにせ炭鉱夫は肉体労働である。

　うまい食事をたっぷり食べてもらうことで、作業効率は格段に跳はね上あがる。

「ほーれちゃっちゃと運べですわ」

「わかってるよ！　うんしょっと……」

　そこに、スヴェンとヒルダは、定期の配送におとずれていた。

　トラックの荷台から、今日の納入分のパンを運び出す二人。

「うぐぐ……結構重いな……ってオマエすごいな!?」

「これくらいヨユーですわよ」

　パンがぎっしり詰つまったトレイは決して軽くない。

　ヒルダがようやく三つ持ち上げているそばで、スヴェンは自分の身みの丈たけと同じくらいの高さのトレイを軽々と持ち上げている。

「くっ……ぼ、ボクだって！」

　対たい抗こう心しんに火が付き、さらに運ぶ量を増やそうとするヒルダ。

「無理をしてはいけませんわ。あなたはどうなっても構いませんが、主さまがお焼きになったパンの入ったトレイををひっくり返しでもしたら、たまったもんじゃありません」

　言いながら、スヴェンは涼すずしい顔で先を進む。

「ま、待てよ！」

　ヒルダは慌あわてて後を追いかけた。

　ベルツ鉱山は、通常採さい掘くつ作業が行われている第一鉱山と、閉へい鎖さされている第二鉱山がある。

　第二鉱山が閉鎖された理由は色々あるのだが、現在は厳重な立ち入り禁止措そ置ちが施ほどこされ、つい最近またとある騒そう動どうが起こったせいで、近きん隣りんの軍司令部から監かん視し兵へいが派遣されてしまった。

「思い出深き土地でございますわねぇ」

　少しばかり、いやみったらしい口調のスヴェン。

　この地で、ヒルダは猟兵機をもってルートたちを殺そうとし、こてんぱんに返かえり討うちにされた。

「うぐぐ……」

　またしても悔くやしげなうめき声を上げるヒルダ。

「なんだ……嫌いやがらせで連れてきたのか」

「んなわきゃないでしょ、そんな暇ひまないんですわよ」

　ルートがハイドリゲに何らかの思おも惑わくをもって接している以上、ある意味ヒルダは邪じや魔ま者ものである。

　彼かの女じよの監視ができるのは、スヴェンくらい……ということで、配送先にまで連れ歩いているのだ。

　しばし歩いたところに、鉱山の食堂がある。

　そこの裏にある通用口から、運んできたパンを納める。

「やぁスヴェンちゃん、いつも元気だねぇ……その子、新入り？」

「ええ、まぁ。そんなもんですわ」

　対応する食堂の調理人に、スヴェンは朗ほがらかに答えた。

「アンタのとこのパンはうちの男どもにも評判いいよ。ただ困ったことがあってねぇ、前は塩味キツ目にしときゃ文句言わなかったような連中が、舌が肥えちまったのか、俺おれらの作る料理にケチつけるようになっちまってなぁ」

「あらあら、それは申し訳ございませんわね」

「ま、美味うまく作った時にゃ、ちゃんと美味いって言うようになったからよ、こっちもハリが出ているんだがな」

　言葉とは裏腹に、むしろ楽しそうな口調の調理人に、スヴェンは朗らかな笑顔で返す。

　営業スマイルというだけではない。

　自分の最愛の主が作ったものを喜んでくれている。

　それはスヴェンにとっても、至上の喜びであった

（ふん………）

　そんな光景を横目に、ヒルダは身の置き所がなく、退たい屈くつそうにしている。

　働き始めて六日がたって、彼女の中にあるのは、相変わらず「なんで自分がこんなことを」という、現状への不満だけだった。

　さっさとハイドリゲがルートを殺してくれれば、全てが終わる。

　こんな田舎町とはおさらばして、都会での、輝かしい世界が待っている。

　こんな、くだらない世界から戻もどれる。

　自分の、願う世界に入れるのだ。

（なにグズグズくだらない世間話なんてしてんだよ……さっさと終わらせ――）

　心中で、憎にくまれ口ぐちを叩いていた時、鉱山全体にベルが響ひびいた。

　昼の仕事が一段落して、炭鉱で作業していた鉱夫たちが地上に戻ってきた合図だった。

「いやぁ、疲れた疲れた」

「ったく、たまんねぇなまったくよう」

　ガヤガヤと、騒がしい笑い声が近づいて来たと思ったら、食堂に作業明けで土にまみれた男たちが入ってきた。

「おう、パン屋のねーちゃんじゃねぇか」

　スヴェンの姿を見つけるや、鉱夫たちは笑顔で手を挙げる。

「あらあら皆みな様さま、お疲れ様さまでございますわね」

　丁てい寧ねいにエプロンドレスの端をつまみ、軽かろやかに一礼するスヴェン。

「ツレぇ仕事だけどよ、たまにあんたが来てくれるからいい目の保養になるぜ」

「まったくだ！　中身はおっかねぇがな」

　言いながら、鉱夫たちはガハハハと豪ごう快かいに笑い、スヴェンも「あらあら」と応こたえるように笑い返す。

　そこに、さらに一人の鉱夫が現れる。

「おやっさん、おつかれっす！」

「お疲れ様っす！」

　鉱夫たちが出で迎むかえるように一礼した相手は、彼らの束ね役である、鉱夫頭のローエルだった。

「おう」

　初老を迎むかえたくらいの歳としだろうが、ルートを上回る筋骨隆りゆう々りゆうの大男。

　鋭するどい眼まな差ざしは、まるで猛もう牛ぎゆうのようである。

「どーもでございますわ、ローエル様」

　にっこりと笑顔で出迎えるスヴェン。

「おう、パン屋の……今日も頑がん張ばってんな」

　片眉を上げて言葉を返すローエル、その視界のはしに、ヒルダの姿が映る。

「あの服は……オメェのとこの従業員か？」

「ええ、まぁ、新入りみたいなものですわ」

　説明がややこしいというか、そもそも説明できない経けい緯いで雇った従業員なので、少しだけスヴェンは曖あい昧まいに答える。

「………………」

　わずかに、ローエルは表情をこわばらせている。

「もしかしてなんだが……あいつも、オメェみてぇなんじゃねぇだろうな？」

「わたくしみたい……？　ああ、ご安心あそばせ、人並みの膂りよ力りよくしか持ちあわせておりませんわ」

「そ、そうか……」

　以前スヴェンは、このローエルと揉もめ事ごとを起こし、その際アームレスリングで白黒をつけようとしたことがある

　結果は、スヴェンの圧勝。

　人間型猟兵機の前には、さしもの剛ごう力りきで鳴らした鉱山の男たちの力をもってしてもかなわなかった。

　人間ができているローエルは、今はもうそのことを気にしていないが、それでもやはりか弱い小こ娘むすめに人外の力でひねり飛ばされた経験は衝しよう撃げきが大きかったようである。

「よう嬢じようちゃん、名前はなんてぇんだ？」

「………………」

　気を取り直して、ローエルが訊ねる。しかし、ヒルダは答えない。

　ムスッとした顔で、そっぽを向いている。

「あらあらあら、申し訳ございませんわ。あなた！　お客様がお声をかけてくださっているのですからお答えなさいな」

　慌ててスヴェンが注意するが、ヒルダは唇くちびるをかんだまま、まるで拗すねた子供のように応じない。

「あー、いいさ、まぁそういう日もあるさ」

　だが、ローエルは気分を害した様子もなく、むしろヒルダを気き遣づかうような声をかけた。

「ま、新入りのうちはいろいろあらぁな」

　それどころか、片眉を上げ、微笑ほほえましそうにさえしている。

　鉱山というのは、それまでただの山だった場所に、あちこちから人が集まり、鉱夫として働く。

　その中には、様々な事情があり、地元にいられなくなった者が流れ着くようにやってきた場合も多い。

　ローエルからすれば、場になじめない新参者は、見慣れたものだったのだ。

「なぁ、嬢ちゃん……まだ色々慣れてねぇからしょーがねぇよ。それでもまぁ、がんばんな。ちゃんとやることやってりゃ、いつかは周りが認めるもんだ」

　彼かれの言葉は、別に深い意味を込めて言ったことではない。

　せいぜい、働き始めて間もなくて、上手うまく行かず、ふてくされている少女に、人生の先せん輩ぱいとして声をかけてやっただけなのだろう。

「オメェんとこの大将も、そうだったぜ」

　だが、最後に付け加えた一言が、ヒルダの胸に刺ささる。

「うっ………！」

「ん？　どうしたい」

　辛つらそうに顔を歪ゆがめたと思うと、そのままヒルダは食堂を飛び出し、表に走り去ってしまった。

「俺ぁ……悪いこと言っちまったかな……」

　鉱山の新入り鉱夫に声をかけるのと同じ様に、励はげましたつもりだったが、若い娘はまた勝手が違ちがったのかと思ったローエルは、困ったように頭をかく。

「いえ、良いお言葉……感謝いたします……」

　丁寧に、スヴェンは礼を述べた。

「ただ、ちょっとあの娘には苦すぎたみたいですわ……」

　ローエルも、ベルツ鉱山の人々も、つい最近まではオーガンベルツの他ほかの住人以上に、ルートを避さけ……いや、嫌っていた。

　だが、今は彼の事を、素す晴ばらしいパン屋だと認め、賞賛している。

　それはルートがひたすら愚ぐ直ちよくなまでに真ま面じ目めに働き続けた結果であり、だからこそヒルダへの激げき励れいとして引き合いに出したのだろうが、まさか相手がそのルートに苦く汁じゆうを舐なめさせられた当人とは、思いもよらなかったのだろう。

「失礼いたしました。では、ごきげんようでございますわ」

　一礼すると、スヴェンはヒルダの後を追って、食堂を出た。




　食堂を飛び出したヒルダの目には、気がつけば、涙がにじみ出ていた。

　理由は、自分でもよくわからない。

　悔しさ、それもある。

　怒いかり、それもある。

　憤いきどおり、それもあろう。

　だが最も大きく、最も重いものは、「情けなさ」だった。

　落ちぶれても貴族の生まれ、エリート部隊に引きぬかれた、そこらの連中とは住む世界が違う自分が、同情された。憐あわれまれた。

　しかし、「情けなさ」の原因は、それだけではなかった。

　もっと大きな、もっと強いなにかが、彼女の心を揺ゆるがした。

「くそっくそっくそっ!!」

　言いようのないもどかしさが、ヒルダの心を荒あら立だたせる。

　目の前にあったドラム缶を、感情に任せて蹴けりつけた。

　ガオンガオンと、空っぽのドラム缶が、音だけは景気よく反はん響きようする。

　それすらも、ヒルダは自分がからかわれているように感じて、余計に苛いらつく。

「なにバカやってますのよ、このおバカ娘」

　そこに、ヒルダの後を追いかけてきた、スヴェンが現れる。

「皆様に失礼な真似まねをするんじゃありませんわよ。主さまのご迷めい惑わくになったらどうするんですの」

　この時、スヴェンの口調はいつものような嘲あざけるものではなかった。

　むしろ、ごく普ふ通つうに、一人の少女の至らなさを注意する、その程度のものだった。

「くっ――！」

　だがそれが、余計にヒルダの敏びん感かんな部分をなぞった。

　自分が、まるで気を遣わなければならない、優やさしくしてやらなければならない、「めんどうくさい」ヤツだと、言われたような気がしたのだ。

「うわあああっ!!」

　ヒルダはそばに置かれていた、石材破は砕さいに使われるスレッジハンマーを掴つかむと、叫さけびながらスヴェンに向かって振ふり回まわす。

「ちょっ、なにしますのよ、このおバカ娘！」

　ハンマーは当たれば、ケガどころではすまない。死ぬ可能性もある。

　だが、筋力の乏とぼしいヒルダが、振り回すというよりも振り回されているというほうが近いそれに、当たるようなスヴェンではない。

　最小の動きで躱かわすと、一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰め、ヒルダを取り押さえた。

「バカだバカだとは思っていましたが……なにがしたいんですの？」

　スヴェンは、怒りもしない。

　ルートの命か、己おのれの命を危あやうくした相手にならば怒りの感情も湧わくが、駄だ々だっ子の癇かん癪しやくにいちいち心を波立たせるほど、彼女は感情的ではないからだ。

「う、うぐっ……ぐうううっ!!」

　腕をひねられ、肩を押おさえられ、地面に押し付つけられて動きを封ふうじられたヒルダ。

　歯し牙がにもかけられない自分の情けなさと悔しさに、ボロボロと涙をこぼし、ついには、鼻水すら流れだす。

「畜ちく生しよう！」

　泣きながら、負け犬の遠とお吠ぼえのように、ヒルダが叫ぶ。

「オマエらなんかに！　ボクのなにがわかる！　ボクはこんなことをするために生まれてきたんじゃない！」

　じたばたともがきながら、叫び、暴れ、そして泣く。

「ボクは貴族だぞ！　オマエら平民なんかとは違うんだよ！　エリートなんだよ！　選ばれた人間なんだよ！　ひと山いくらのオマエらなんかと一いつ緒しよにするな!!」

「…………………」

「オマエらはな、毎日毎日、日ひ銭ぜに稼かせぐことしか考えてないんだろ？　ボクは違うぞ！　オマエらなんかよりも、もっと、もっと崇すう高こうな使命があるんだ！」

　叫んでいる間、スヴェンは一言も発さず、じっと彼女を見つめていた。

　ゾッとするほど恐ろしい、冷たい、観察するような眼差し。

　もしかして、ヒルダが現れてから、一番冷たい目であったかもしれない。

「言いたいことは、それだけですの？」

「な、なんだよ……」

　ようやく、地面に頬ほおをつけながらも、様子のおかしさに気づくヒルダ。

「おバカとは思っていましたが……それ以上ですわ。愚おろかというべきか」

「なんだと！」

　再び怒りに火がつき、ヒルダはもがくが、つかむスヴェンの手は固く、ビクともしない。

「貴族……平民……特別な人間……？　わかりやすい視野の狭せまさですわね」

　言いながら、スヴェンは、少しだけ自分のことを思い出した。

　トッカーブロートで働き始めて間もないころ。

　まだ、〝アーヴェイ〟から〝スヴェン〟になってすぐのころ。

　彼女は、ここベルツ鉱山で、ルートに叩かれた。

　原因は、最愛の主たるルートが罵ば倒とうされたからという事情はあるが、スヴェンが鉱山で働く人たちを侮ぶ辱じよくしたからだ。

　後にも先にもルートがスヴェンに手を上げたのは、その時一度だけである。

「自分が特別な人間……？　あなたが、人の何を知っているというの？」

　淡たん々たんと告げるスヴェン。

　人の体を得て間もないころ、彼女は狭いものの中でしか、世界を見られなかった。

　兵器として生まれ、戦場しか知らない。

　一いつ般ぱん常識も、知識としては入力されているが、実体験としては持っていない。

　情じよう緒ちよや感性といったものが、どうしても、薄うすく、乏しかった。

　今でも、それらを必要とする作業、例えば芸術創作作業のようなことは不得手である。

　物語を紡つむぐことも、絵を描えがくことも、歌をうたうこともできない。

　無理も無い話だ。タイプライターやプリンター、スピーカーに情緒や感性はない。

「自分が何者かわからないから、自分以外の者を自分より下に置こうとする。世界のすべてがくだらなければ、最低でも自分が見下されることはないから！」

〝スヴェン〟となってしばらくの間、彼女には、標しるべとなるものがなかった。

　兵器として存在した頃ころには感じなかった不安。

　なぜなら、兵器であれば「戦果を挙げる」ということにだけ………もっと言えば、「操縦者の命ずる作業を実行する」だけでよかったからだ。

　それを自ら放ほう棄きした彼女に残っていたものは、ただルートへの思いだけだった。

　だからスヴェンはそれをなによりも大切にする。

　それだけが、彼女の全すべてだったから。

　だから、世界のすべてをルートより下に置いた。

　そうすれば、彼を愛する自分が、少なくとも、他者より劣おとることはないと思ったからだ。

「貴族だかエリートだか知ったこっちゃありませんわ。ただ、わかりやすい権けん威いにすがって、自分を上等に見せかけたいだけでしょう！」

　当人も気づかぬうちに、スヴェンの声は激しさを増していく。

　ヒルダの愚かな様を見ていると、まるで自分のことのように恥はずかしくなってくる。

　最愛の主を理由にして、周りを見下し、あげくルートに手を上げさせてしまった。

　戦いを嫌い、戦場を離れた人に、暴力を振るわせてしまった。

「家族のために汗あせ水みずたらして働く人たちを罵倒すれば貴族なの？　日々を懸けん命めいに生きる人たちを愚ぐ弄ろうすればエリートなの!?　選ばれなければ、自分を誇ほこることもできないくせに！」

　そこまで怒ど鳴なりつけたところで、スヴェンは、放ほうり出だすように掴んでいたヒルダの手を離す。

「うっ……うぐっ………ぐうう………」

　だが、ヒルダは立ち上がらない。

　地面に伏ふせたまま、みっともなく泣き続けている。

「結局あなたには、何もなかっただけでしょう………」

　ようやく、スヴェンは気づく。

　ヒルダを見て感じるいら立ちは、一種の自己嫌けん悪おだった。

　ルートがあの日スヴェンを叩いたのは、誰もが持つ、自分と同じ大切なものを踏みにじったからだ。

　だから、ルートは心から悲しんだ。

　その後、ルートは謝罪するため、スヴェンが罵倒した鉱夫たちに土下座した。

　結果的に、スヴェンは自分の大切な人を辱はずかしめたのだ。

　何かを大切に思うことは決して悪いことではないが、そのために、なにかを貶おとしめる必要はない。

　それをすれば、時に自分自身の大切なものを傷つけることになる。

　そのことを学んだ場所で、同じ過あやまちを犯おかした少女が、過去の自分と重なった。

「う、うう………うわぁああああっ!!」

　再び、泣なき叫ぶヒルダ。立ち上がると、振り返りもせず、目の前の現実から逃にげ出すように、走り去った。

「あっ………！」

　追いかけようとするスヴェン。

　彼女の脚きやく力りよくならば、追いつき、捕とらえるのは簡単だろう。

　だが、それをする気にはなれなかった。

　あの日の彼女が、自分を取り戻せたのは、こんな自分を、それでもそばにいて欲ほしいと願ってくれたルートがいたから。

　そのような相手がいないヒルダを追っても、かけるべき言葉など、見当たらなかった。







「ひぐっ……えぐっ………ちくしょう……ちきしょう………」

　子供のように泣きじゃくりながら、ヒルダは鉱山の敷しき地ちを出て、走り、転び、走り、息を切らせ、トボトボとあてもなく歩いた。

　これからどうすればいいか、もうわからない。

　ただ今はとにかく、トッカーブロートに戻るような真似はしたくなかった。

　あまりにも自分が惨みじめで、情けなくて、あそこに戻れば、またそれを嫌でも突つきつけられる。

「………教会？」

　いつのまにか、街の裏手の丘おかの上にある、小さな教会の前に来ていた。

「そういえば、あったな……」

　ヒルダは無神論者ではないが、敬けい虔けんな信徒でもない。

　それでも、こんな時は、つい体を預けたくなる雰ふん囲い気きを、教会という建物は持っている。

　ましてや、秋も深まりつつある時期。

　日暮れが近づき、肌はだ寒さむさを感じさせる風が吹ふいてくる頃ころ合あいとなれば、なおさらだった。

「あの……」

　恐る恐る、扉とびらを開き、礼拝堂に入る。

　ボロい教会であった。

　床ゆかはきしむわ、窓ガラスにはひびが入っているわ。

　それでも、ここに住む者たちによって、清せい掃そうが行われ、ボロいながらも廃はい墟きよのような感じはしなかった。

「くそう……！」

　きちんと拭ふき掃そう除じが行き届いている窓まど枠わくが目に入り、数日前の掃除のことを思い出す。

「どなた？」

「―――!?」

　背後からかけられた声に、思わず、背筋がビクつく。

　振り返ると、そこにいたのは、この教会のシスター――マレーネだった。

「あら、あなたは……？」

　驚おどろいた顔のマレーネ。

　トッカーブロートに入いり浸びたっている彼女は、ヒルダとも幾いく度どか面識がある。

　驚いたのはヒルダが来たことではなく、彼女の姿だった。

　着ているのは、スヴェンやミリィと同じ、黒地に白のエプロンドレス。

　だが、あちこちに泥どろや土や砂すな埃ぼこりが付き、髪かみには葉っぱがくっつき、膝ひざは擦すりむいて血が滲にじんでいる。

　ここに来るまでの間、何度もころんだせいである。

「え～っと……」

　しばし、マレーネは思案する。

　ボロボロの姿に、今の今まで泣きはらしていたような充じゆう血けつした目。

「とりあえず、お茶でも飲まない？」

　こういう時は、下手に事情を聞くよりも、まずは落ち着かせることである。

　一応は聖職者である彼女は、そう判断した。

　十分と少し後――

「はい、これで良しと」

　細かな事情は訊たずねず、マレーネは訪れたヒルダを礼拝堂の椅い子すに座すわらせ、お茶を出し一息つかせ、その間に、擦りむいた膝小こ僧ぞうに手当を施した。

「ええっと…そういえば、まともに話したことないわね。マレーネよ、よろしく」

　聖職者の慈じ悲ひ深ぶかい微笑ほほえみ、ではない。

　気さくな、年上の大人の女性の笑え顔がおで、ヒルダに自己紹しよう介かいをする。

「ヒルデガルド………」

　ぶすっとした顔で、紅茶をちびちび舐めるように飲みながら、ヒルダは答える。

　フルネームは名乗らなかった。

　特に意味は無い――いや、ある。

　散々、「貴族であるこだわり」を否定された今の彼女に、家名と、フォンの称しよう号ごうまで名乗るのは、やや気が重かったのだ。

「そ、じゃあヒルダって、呼んでいい？」

「それは……」

　マレーネに問われ、少しヒルダは戸と惑まどった。

　ヒルデガルドの名を略してヒルダと呼ぶのを許すのは、彼女は特別な相手のみと決めていた。

　その相手は、両親と、彼女が心から敬愛するゲーニッツ中ちゆう将じようのみ。

「かまわない……」

　だが、今はそんなこだわりも、小さく、くだらないものに感じ、承しよう諾だくした。

「そう、よかった。ねぇ、ヒルダ、聞いていいかしら……？」

「なに……？」

　聞かれることなら、いくらでもある。

　自分の姿もそうだし、なぜここに来たのか、あと店に戻らなくていいのか、などなど。

「そのお茶、やっぱ不味まずい……？」

「え？」

　だが、一番にマレーネが問うたのはそのどれでもなかった。

　一度口をつけ、それからカップに手を伸ばさないヒルダに、不安になったのだろう。

「いや……ボク……猫ねこ舌じただから……」

「あ、そうなんだ！　よかったぁ～……」

　心から安あん堵どするように、マレーネは胸をなでおろしている。

　正直に言うと、まずくはないが、トッカーブロートでスヴェンが休きゆう憩けい時間に「ついでですわ」と無愛想に淹いれてくれたモノのほうが、数段勝まさる。

　茶葉のせいだけではないだろう、腕うでの問題が大きい。

「あまりボクは、そういうの、気にしないから」

「あ、そうなの……」

　自尊心が強く、短気で、ことあるごとに人に八つ当たりをするヒルダだが、意外なことに、食事の美味い不味いに文句はつけない。

　彼女の実家であるヘッセン家は元々武人の家系であるがゆえに、「質素倹けん約やく」が家訓であり、粗そ食しよくな気風……というだけではない、没ぼつ落らく貴族の台所事情では、舌が肥えるほど美味いものが食しよく卓たくに並ぶことはなかったからだ。

「結構がんばっているつもりなんだけど、どうも上手く行かないのよね。『前よりはましになった』って言われるんだけど、その前がだいぶひどかったみたいだから……」

　自分のお茶の淹れ方かたが、親しき者たちに気を遣われるくらい下手くそなことをかなり気にしているマレーネであった。

「なかなか上手く行かないものよねぇ～……」

　重ねるように、もう一度言いながら、自分用に淹れたもう一つのカップを取り、ヒルダの隣となりに座り、一口すすり、マレーネは言う。

「スヴェンさんに怒おこられちゃった？」

「！」

　唐とう突とつな、核かく心しんに触ふれる一言に、油断していたヒルダは狼狽うろたえる。

　これでは、言葉に出す前に認めたようなものである。

「大体想像つくわよ～、あの女、性格陰いん険けんだから……正直ちょっと同情するわ」

　日ひ頃ごろ、ルートを挟はさんで壮そう絶ぜつな闘たたかいを繰くり広ひろげているマレーネは、額を押さえて乾かわいた笑いを上げる。

「ボクは……その……」

「いーわよ別に、言わなくて……っていうか、あなた結構、いろいろ事情持ちらしいし」

「知ってるのか……ボクが何者かを……」

「まぁ、なんとなくね」

　ヒルダの細かな事情を、ルートやスヴェンはあえて口にしていない。

　しかし、初日に二人の起こした騒ぎは、ミリィも目もく撃げきしている。

　ミリィはおしゃべりではないが、家族であるマレーネには、話すこともある。

「ルートもいろんな過去があるから……そういうのも、しょうがないのかもね……」

「しょうがないって……オマエ……」

　達観しているマレーネに、不ふ審しんな顔をする。

「だって、ルートだもの、仕方ないわ」

　マレーネが言った、「しょうがない」は、「殺されてもしょうがない」という意味ではない。

　人の恨うらみを買い、何らかのトラブルに巻き込まれながらも、その中で最も大変な選せん択たくをしてしまうのも、彼のたどってきた過去を思えば「しょうがない」という意味だ。

「責めないのかよ……ルート・ランガートは、オマエらの仲間なんだろ」

「まぁそりゃあねぇ……いくらルートがいいって言っても、いい気分はしないわよ。だけど～……なんていうのかしらねぇ……そんな権利ないのよねぇ」

「は？」

　権利がない、という言葉に、首をひねる。

「だって私、前にルートを殺そうとしたから」

「は!?　え!?　ええええっ!!」

　気さくな聖職者の放った物ぶつ騒そうな一言に、ヒルダは思わず立ち上がってしまうほど驚く。

「ちょうどあの辺りね。鉛なまり弾だま一発ぶち込んだわ」

　世間話のように、ただし、口元の笑えみは消して話すマレーネの視線の先には、床に何本も釘くぎを打って固定されている祭さい壇だんがある。

「銃じゆうがポンコツだったおかげで、致ち命めい傷しようにはならなかったけど、傷きず跡あとは残っているわね」

「オマエ……何者だよ……!?」

「いろいろあるのよ、人間……」

　答えるマレーネの目に、悲ひ愴そうな色が浮うかんでいる――と思ったら、すぐにその色は消え去り、笑顔が戻る。

「でも、今はただのシスターよ。あの日から、私はそうなるって決めたから」

　困こん惑わくするヒルダをよそに、マレーネは肩かたをすくめ、ニッコリと笑う。

　その顔に、嘘うそ偽いつわりは無かった。

　あったとしても、ヒルダごときでは見破れない、それどころか、神様だって騙だまし通せそうなほどのシスターの笑顔になっている。

（あ………）

　その顔を見て、ヒルダは言いようのない敗北感を覚えた。

「うぐっ………」

「え、どうしたの？　なんか私、不味いこと言っちゃった!?」

　涙なみだをこぼし始めたヒルダに、マレーネは慌てて問いかける。

「違う……そうじゃないんだ……」

　ようやく、ヒルダは気づいた。

　自分の中にある、ずっと昔から感じている、「情けない」という感情の理由を。

　自尊心のみが強くなり、誰だれかをけなさなければ自分を保てない理由を。

（ないんだ……ボクには、居場所が……）

　ヒルダには想像もつかないような過去を生きつつも、シスターとしての今を、全力で受け止めているマレーネを見て、ようやくそれを理解した。

「なぁ……えっと……マレーネ……だったっけ……？　懺ざん悔げの真似まね事ごと、していいか？」

　袖そで口ぐちで乱暴に目元をこすりながら、ヒルダは訊ねる。







[image: ]







「ん……？　神様にちゃんと伝言できる自信はないけど。それでもいい？」

　少し冗じよう談だんめかして答えるシスターに、ヒルダは語る。

　振り返かえりたくもない、自分の過去を。







第五章「三体目」







　親衛隊が攻撃を開始して、五時間が経たった。

　すでに正面バリケードは突とつ破ぱされ、開発局内に入った親衛隊たちの猛もう攻こうが繰り返される。

　果か敢かんに抵てい抗こうするソフィア率いる警備隊側にも多数死傷者が発生。

　ついには投入された高速戦せん闘とう車両に、自じ慢まんの隔かく壁へきは半分以上破は壊かいされ、ソフィアたちは開発局最深部手前にまで追いつめられる。

「喰くらえいっ!!」

　ドゴンと、凶きよう悪あくな音をたて、ソフィア自らが操あやつるゲルリッヒ砲ほうが砲ほう弾だん――もとい銃じゆう弾だんを放ち、迫せまり来る敵戦闘車、ケンタオアーに命中させる。

「弾たまァッ！」

　後一発で確実に仕留められる。そう思い、次弾装そう填てんを急がせようとするが、帰ってくるのは、サリヤ上等兵の悲痛な声。

「ありません！」

「ちぃっ！」

　ダイアン自慢の新兵器は、確かに強力で凶悪な戦果を挙げたが、所しよ詮せんは試作品。

　どれだけ画期的な兵器でも、それ用の砲弾も限られた数しかないため、長時間戦線を維い持じできなかった。

「ここは放棄する！　隔壁を降ろして、爆ばく薬やくをしかけ、瓦が礫れきで埋うめろ、少しは時間稼かせぎになる！」

　撤てつ退たい命令を下すソフィア、使えなくなったゲルリッヒ砲を蹴っ飛とばす。

「これも一緒に埋めておけ！　もう無用の長物だ！」

　この段階で、ソフィアたちが与あたえた親衛隊への損害は、当初包囲した二個中隊に及およぶ。

　だが、次々と投入される増ぞう援えんを前に、完全にジリ貧となっていた。

「行くぞサリヤ！」

「は、はい！」

　ことここに至って、唯ゆい一いつの救いは、警備隊側の士気の高さだった。

　彼らの殆ほとんどは、大戦時からのソフィアの部下であり、従軍経験も長い者たちばかり。

「お前も運が無いな……巻き込んでしまって、すまない」

　だが、このサリヤだけは、一ヶか月げつ前に補ほ充じゆうされたばかりの新任兵だった。

　この戦いは、きっかけは親衛隊だが、開戦を決意したのはソフィアの意地の面もある。

　部下たちの命を重んずるならば、さっさと退散するという選せん択たく肢しもあった。

「そんなことおっしゃらないでください、隊長！」

　それを気にするソフィアに、しかしサリヤはこの場には似つかわしくない明るい笑顔で答える。

「だがな……お前は、まだ入隊して間もないだろう」

　サリヤの歳はおそらく二十歳はたちかそこら、ようやく訓練課程を終えた程度という頃合いに、それも大戦も終わったというのに、不運な話である。

「あ、いえ、ジブン、入隊して十二年ですから」

「そうか、意外に長い………え!?」

　うっかり流してしまいそうになり、慌あわてて聞き返す。

「十年!?　大戦期から!?　いやお前それはないだろ!?　私より長いぞ!?」

「えっと……ジブン、第三種兵士なんで」

「あっ……！」

　バツが悪そうに、頭をかくサリヤを見て、ソフィアは自分の迂う闊かつさを呪のろった。

　本人に言わせてしまったこと、だけではない。

〝第三種兵士〟という言葉を聞いて、気まずい顔をしてしまったこともだ。

「十二年前だと……八かそこらか？」

「はい……」

　ワイルティアの軍制度で、第一種兵士は志願兵、第二種兵士は徴ちよう兵へいである。

　そして第三種兵士とは、何らかの事情があり親を失った、もしくは捨てられた子供たちを〝回収〟し、幼少期から育て上げた兵士である。

　つまり、サリヤは決して幸福とは言えない幼少期を送ったという意味であり、それを察して、僅わずかにでも態度を変えることは、よくも悪くも、彼かの女じよを「可哀かわい想そうな人」扱あつかいしたようなものなのだ。

「あ、でも、気にしないでください！　軍には感謝しているんです！　ジブン、本当に生きるか死ぬかって時で、病院に入れてくれましたし、その後も、体力的に難しいってことで、国営の工場で働いて……戦地には出てないんです」

　慌ててフォローを入れるサリヤだったが、その笑顔は、先さき程ほどまでのものと、少し異なるものだった。明らかに少し、無理をしたものだった。

　生活を保障する代わりに、孤こ児じたちには従軍義務が課せられ、軍もしくは軍に関連する場所で働かねばならない。

「ちゃんとお給料もいただいてましたし！　で、戦後になってから、あらためて軍事教練を受けて……そして、こちらに配属になったんです」

　軍からすれば、そのままでは飢うえ死じにか病死するだけの子供を拾って育ててやっているのだから、働いて返してもらうのは当然だという理り屈くつなのだろうが、広い意味で言えば、国家の社会福ふく祉しが滞とどこおっているがゆえの社会的弱者を利用した制度である。

「そうか……」

　ソフィアは、顔をこわばらせずにはいられなかった。

　この「第三種兵士」の制度を考案したのは、誰あろう、親衛隊の最高指揮官である、ゲーニッツなのだ。

　ゲーニッツの作った制度で軍に入れられた者が、ゲーニッツの手下たちと戦わされる。

　サリヤからすれば、とんだ道どう化けの芝しば居いをさせられているようなものだろう。

（しかもそれに、私は加担してしまったか……！）

　悔くやしさと憤りに、ソフィアは奥おく歯ばを噛かまずにはいられなかった。

「あの隊長……すみません……あの、へんなこと言っちゃって……」

　ソフィアの悲痛な表情に、サリヤの方が余計に恐きよう縮しゆくしてしまっていた。

「いや、すまん……あのな、以前、私の部下の一人に、第三種兵士出身のやつがいてな」

「そうなんですか!?　今、その方は……？」

「軍を辞やめて、パン屋をやっている」

　ソフィアの脳のう裏りに、幼なじみの弟分の顔が浮かんだ。

「そっかぁ……その方、〝年季〟が明けたんですね」

　第三種兵士たちの従軍義務期間は、諸もろ々もろ理り屈くつはこねているが、要は「かかった金の分」に比例して定められている。

　その間は、よほどの理由がなければ軍を抜ぬけることができない。

　それを〝年季〟というのだ。

　衰すい弱じやくのあまり病院に入れられていた彼女は、余計に金がかかった分、〝年季〟が明けるまでまだもう少しかかるのだろう。

「このゴタゴタが終わったら、上に掛かけあって休きゆう暇か申しん請せいをするつもりだ。警備隊員全員分のな。良かったら一緒にそいつの店に行かないか？　味は……まぁ、悪くない」

「はい！　お供いたします！」

　苦笑いするソフィアに、サリヤは満面の笑みで答えた。




　一方――開発局最深部に近い場所にある、執しつ務む室しつ。

　この部屋の主であるダイアンは、思考を巡めぐらせていた。

　普ふ段だんなら外部の音など聞こえない、高い防音性を誇る執務室にまで、今は爆ばく発はつ音と、地響きが伝わる。

　ここに親衛隊が乗り込んでくるのも、時間の問題だろう。

「夜明けまで……と思いましたが、許してくれそうにないですね」

　ソフィアの指揮と、開発局にある武器を使えば、まともに考えれば耐たえられる計算だった。だが、親衛隊は、まともではなかった。

　異常なほどの兵士と兵器の投入。

　力ちか押らおしで、無理矢理にでもこじ開けにかかっている。

「間ま違ちがいなく自己の地位も危うくなる……最悪、反逆罪に問われかねない……にもかかわらず行った……」

　正規軍のエルヴィン元げん帥すいや、ソフィアには蛇だ蝎かつの如ごとく嫌われているゲーニッツだが、軍人としての作戦立案の的確さは間違いなく本物。

　そのゲーニッツがあえてこんな博打ばくちを打ったということは、そうまでして必要なもの……勝てば、全てを帳消しにできるものを狙ねらっているということである。

「となると……アレかぁ～……」

　ポンと、ダイアンは軽く己の額を叩たたき、芝居じみた困り顔になる。

「他ほかにありませんよねぇ、確かにアレならば、ワイルティアどころか、世界の全てをひっくり返せる」

　ダイアンの脳裏に浮かんだものは、〝扉〟――古代エウロペア帝てい国こくの叡えい智ちが詰つまっているという、古いにしえの遺い跡せき。

　その一部を解析しただけで、〝扉〟はワイルティアに勝利をもたらした。

〝扉〟は世界中にある。ペルフェの片かた田舎いなか、オーガンベルツの鉱山からも見つかった。

　その中で最大のものが、この開発局の最深部の最深奥、地下深くに存在するのだ。

「全く……無む駄だなことを。どうがんばっても開けられるものではないでしょうに」

　開けられるものならば、ダイアンはとっくに開いていた。

　しかし、稀き代たいの天才科学者の頭脳をもってしても、開くことは能あたわない。

　少なくとも、開発局を完全に占せん領りようしても、鍵かぎとなるものは見つからない。

　なにせその鍵は、ここにはなく国境線の向こう側にあるのだから。

「とはいえ……やはり解せませんねぇ」

　ゲーニッツの動機は〝扉〟なのだろうが、開かぬものを手に入れても意味は無い。

　そこまで愚かな男であったならば、むしろエルヴィンあたりは助かったことだろう。

　そうでないから、たちが悪い男なのだ。

「何かまだ企たくらんでいる……とすると、こちらも手段は選んでいられませんねぇ……レベッカ？」

　ダイアンが声をあげた瞬しゆん間かん、それまで誰も居ないと思われていた執務室の一角に、一人の少女が現れる。

「お呼びでしょうか」

　赤髪、赤あか眼め、まとう服まで真っ赤な少女――レベッカ・シャルラハートであった。

「ソフィアさんたちも奮戦してますが、ここが陥かん落らくするのは時間の問題です。なので、助けを呼んできてください」

　レベッカは人間ではない。

　スヴェンと同じく、ダイアンが作り上げた人間型猟りよう兵へい機きである。

　常人を遥はるかに超こえる、まさに超人的な身体能力と戦闘能力を持つ彼女なら、包囲網を脱して、中央司令部に行くことができる。

「よろしいのでしょうか？」

　だが、無感情な声で、レベッカが問い返す。

　人間型猟兵機の開発は、軍でも一部の者しか知らない。

　警備隊長のソフィアですら、詳細は知らされていない。

　ましてや……とっくに成功しているのに、開発中だと偽いつわり、ニセの報告を行っているなど、金を払はらっている正規軍でさえ知る者は皆かい無むであろう。

「完かん璧ぺきに気づかれずに包囲網の突破は不可能……否いや応おうなく、正体を明かすことになります。そうなれば……博士のお立場がなくなるかと」

「まぁねー、怒られるだろうねぇ」

　怒られるどころの騒ぎではない。

　国家を欺あざむいた、最悪最大の偽ぎ証しよう罪ざいである。

　まともに考えれば、逮たい捕ほ拘こう禁きんの後、銃殺刑であろう。

「でも、エルヴィンさんは頭のいい人だから、私を殺すようなことはしないと思うんだよ、今はね」

　ダイアンの頭脳は、ワイルティアの国家運営に影えい響きようを及ぼすレベルの貴重さである。

　それが故ゆえに、先にはビリオンズ商会となれない協定を結び、資金援えん助じよを求めたほどだ。

「それに、この機会をうまく使えば、親衛隊の力を削そげる……いや、壊かい滅めつさせることも不可能じゃない」

　開発局側からの正式な救きゆう援えん要よう請せいがあれば、正規軍は王都内に入ることができる。

　それどころか、それを名目に、現在開発局が襲撃されているように、親衛隊の強制捜査を行うことができる。

　世の中、きれいなだけでは組織は運営できない。

　叩けばいくらでも……それこそ、ゲーニッツのパトロンを気取っている大貴族たちすら権力の座から追放できる。

「そこら辺がわからない人じゃないよ……エルヴィンさんは頭のいい人だから、そういう意味でも」

　こちらの見せたカードの意味を理解できる相手、ダイアンはそう判断した。

　それに、人間型猟兵機の開発は、それすらも極ごく秘ひではあるが、さらにその先にあるダイアンの真の目的を隠かくすためのもの。

　一枚ベールが剥はがれてしまうのは痛手だが、致命傷ではない。

「了解しました。それでは、行ってまいります」

「ああ、なるべく早くでお願い」

　背中を向け、造物主からのオーダーを実行しようとするレベッカに、ダイアンは思いだしたように言う。

「まだなんかやな予感がするんだよねぇ……私は当たり前だけど、ソフィアさんが死んじゃったりすると、困るから」

　ダイアンにとって、ソフィアは、貴重な娯ご楽らくである。

　お気に入りの紅茶、愛用のタバコ、そういうものと同じく、彼かれに適度な刺激を与え、頭の回転を良くしてくれるものなのだ。

　それを失うのは、少し、困る。

「……わかりました」

　特に含む様子もなく、ただ僅かに目を細めると、レベッカは一礼し、改めて部屋を出る。

「急げ！　早くそれを退けろ！」

「衛生兵！　衛生兵どこだ!!」

「ダメだ、もうそいつは助からん！」

　執務室のある区画は、普段は警備上、一部の職員以外立ち入りが禁止されている。

　だが、この夜は、激しい戦闘の中、後退してきた警備隊の兵士たちが走り回っていた。

「開発者権限により、全機能の75％までに限定し、リミッター解除……」

　レベッカは意に介する事無く、小さな声で、まるで魔ま法ほうの呪文を唱えるようにつぶやく。

「あれ……おい、そこの君！　どっから入り込んだ！」

　警備隊の兵士の一人が、レベッカの姿を見つけ、声をかける。

「drei……zwei……eins………」

　しかし、レベッカは答えない。ただ黙々と、己おのれの為なすべきことを果たす準備をする。

「危ないぞ！　こっちに来なさい！」

　兵士が駆け寄り、レベッカの肩に手を伸ばそうとした瞬間。

「Null!!」

　レベッカの両の赤眼が光り、彼女の姿は掻かき消えた。

「え……？」

　呆ぼう然ぜんとしている兵士、今目の前で起こったことが理解できず、立ち尽つくしている。

　想像できるわけがない。

　人の姿をした機械の少女が、人間が知覚できる速度を超えて移動したなどと。







　ヘッセン家は、科学の発展とそれによる兵器の進化、そして戦場の変化が激しくなるに連れ、その凋落の度合を早めていった。

　そして、三十年前に、それまで戦場の花形であった騎き兵へいが、機き関かん銃じゆうや大砲、戦車の前に完全に時代遅れの産物となったことで、決定的となる。

　戦場に居場所を失った武人の一族は、それでもなんとかしてお家を復興させようと、そればかりを考え続ける。

　その挙句、クレーメンス・フォン・ヘッセンは、ただただ、とにかく血統の良さだけで妻を娶めとろうと考え、ヘッセン家よりもなお没落していたが、名家の息女を迎える。

　貴とうとい血を加えれば、必ず生まれた子供が、一族を再興させてくれると、ただただ最後に残った「由ゆい緒しよある家柄」に固こ執しつした。

　しかし、生まれた赤ん坊を見て、クレーメンスは二つの意味で愕がく然ぜんとした。

　一つは、女の子であったこと。

　武門の一族において、女では跡継ぎになれない。

　もう一つは、その子の髪と目が、黒色だったこと。

「なんてことだ！　黒犬だったか!!」

　生まれてすぐ、名付ける前に、抱き上げる前に、笑顔を向ける前に、クレーメンスが侮ぶ蔑べつの声を叩きつけた赤子が、ヒルデガルド・フォン・ヘッセンだった。

　金きん髪ぱつと碧へき眼がんはワイルティア人の民族的特徴と言われている。

　とはいえ、全国民がそうというわけではない。

　そのイメージが強いが、なにせ大陸国家だ、多民族との交流もあるし、中には生きつ粋すいのワイルティア人ではあるが、赤毛や黒くろ髪かみの者も多い。

　金髪碧眼のワイルティア人は、全人口の半数にも届かないのが実態だ。

　しかし、貴族階級だと、八割近くが金髪碧眼の身体的特徴を持つ。

　ワイルティアの以前、ルフトザンド藩はん国、さらに以前の神聖帝国、そして千年前のエウロペア帝国と、その王族たちは皆みな金髪だったからだ。

　そうなると、もう理屈は届かない。

　一種の信しん仰こうに近い形で、貴族たちは自分たちの髪の色と眼の色を誇ほこる。

「ずっと前からそうなっていたから」という理由で、全すべての反論は封ふうじられる。

　それでも、それ以外の髪の色の者たちが、公然と差別されているわけではない。

　代々黒髪の一族だったとしても、それが例えば、古き時代に国を越えて帰化した者の末裔だとか、それはそれで由緒を誇る。

　しかし、代々金髪の家系で、突とつ如じよ黒髪が現れると、話は変わる。

　ワイルティア公国が建国される前、七百年近く昔、エウロペア大陸は暗黒時代と呼ばれる、戦乱と貧困、飢き餓がと疫えき病びようが支配する時代だった。

　現在世界の七割を牛ぎゆう耳じる国家群も弱小極まりなく、この頃ころ、東方より攻せめ寄よせた蛮ばん族ぞくたちに、いいように蹂じゆう躙りんされていた。

　歯向かう者は皆みな殺ごろしにされ、降伏した者は命こそは助けられたものの、男も子供も奴ど隷れいにされ、女たちは残らず犯された。

　大陸中を暴れまわった蛮族たちは、エウロペア大陸連合軍の反はん撃げきによってようやく撤退したが、残されたのは滅びた国々と、死体の山と、蛮族たちに犯され、望まぬ子を孕まされた女たちだった。

　女たちは怯おびえた。

　生まれてくる子供が、蛮族と同じ黒髪と黒眼であれば、どんな差別を受けるか、わかったものではない。

　はたして、十月の果てに生まれてきたのは、金髪の子供だった。

　蛮族たちの身体的特徴は、子供たちに現れなかったのだと、女たちは喜んだ。その時は――

　それから数代を経へて、孫の孫の代を経たころ、突然黒髪黒眼の子供が生まれるようになる。

　現れる時期は人によってバラバラだったが、数代に一度、まるで古に蛮族たちに屈した過去を責めるように現れる。

　黒髪の子供たちは、負け犬の子――「黒犬」として蔑さげすまれ、蛮族たちに体を捧ささげて許しを請こうた恥はじ知しらず共の末裔と指さされるようになる。




「くだらない話ね………」

　教会の礼拝堂、ヒルダから己の出自を聞かされたマレーネは、心からそう言わずにはいられなかった。

　ヒルダの話がくだらないというわけではない。

　七百年前の過去の出来事を元に、蛮族だの負け犬だの、生まれてきた子供に無条件の差別を投げつける人々がだ。

「人様の親おや御ごさんを悪し様に言うのは嫌いやだけど……あなたの父親、ちょっとおかしいわよ」

「言われてもしょうがないとは、思ってる……」

　ヒルダの父は、「由緒ある血統」にしか拠より所を見つけることができなかった人間だ。

　それ以外大した能があるわけでもなく、貴族が生きるために労働することすら恥と捉とらえ、ヘッセン家の生活は、母の労働で賄われていた。

「ボクが生まれて……ボクの髪かみと目を見た父様は、ボクを殺そうとした。もしくは、救貧院の前に捨ててこようとしたらしい」

　しかし、ヒルダの母は、産後の身でありながら、床に伏し涙を流し、ヒルダを我わが子として育てさせてくれと懇こん願がんした。

「母様は、ボクが生きる代わりに、父様の奴隷になった。何一つ逆らわず、ひたすら尽くした」

「あのさ……そんな家に生まれて、あなたはなんで……」

　マレーネには理解できなかった。

　そこまで、貴族の、それもかなり狭きよう量りようで偏へん屈くつな思想に苦しめられた彼女が、なぜそこまで貴族の生まれであることに固執するのか。

　常人ならば、そんな父親は見限り、さっさと別の生き方を模も索さくしようというものだ。

「ポルポラって、知ってる？」

「え……？　確か……お伽とぎ話ばなしに出てくる妖よう精せいだったっけ……？」

　ヒルダに問われ、マレーネは口元に指を当て、記憶の中から、子供たちに読み聞かせた絵本の内容を思い出す。

「ああ、人間たちが美しい宝物を持っていると、こっそり盗みだす」

　醜みにくいポルポラの妖精は、きれいな物に目がない。

　自分を美しく飾かざり立てるため、きれいな物を盗み出し、代わりに自分の持つ汚きたない物を置いていく。

「美しいドレスがあれば汚いボロ布と取り替え、輝く宝石があれば汚い石ころとすり替える……そして、可愛い赤ん坊がいれば、醜い自分の子供と取り替える……」

「ちょっとまって……まさか……」

「父様はボクを、ポルポラの子って呼んだんだ……」

　コイツは自分の子供ではない。

　由緒ある名めい誉よある貴き一族の自分の子供が、黒犬なわけがない。

　本当の可愛らしい我が子は連れて行かれ、代わりに醜いポルポラの子を押し付つけられたのだと、そう、言うようになったのだ。

「………くっ！」

　マレーネは、ついに言葉を失う。

　生まれで差別される者は多い。

　ミリィやジェコブも、それぞれの生まれの過去を持ち、苦しんでいる。

　それでも……それでも、実の親がやっていいことと悪いことがある。

「母様は、ボクを産んだことを、ボク自身に謝り続けて死んだ………」

　その謝罪は、どこに向かってのものだったのか。

　父クレーメンスが望む金色の髪と、碧色の眼で産んでやれなかったことか。

　それとも、黒髪黒眼の、黒犬の子を、産んですぐに殺してやらなかったことか。

「だからボクは誓ったんだ……母様のために……母様の産んだ黒髪のボクが、立派な貴族となってお家を復興させればいいって……」

「それは……違ちがうんじゃないの？」

　マレーネは、途中テロリストの道を歩んだが、基本的には市し井せいの一いつ般ぱん庶しよ民みんの出身だ。

　貴族の理屈や、考え方はわからない。

　それでも、思わずにいられなかった。

「違うことない！　……そう、思ってた……」

　黒犬の生まれでも、貴族として功績を挙げ、今まで見下してきた者たちを、父を見返す。

　それだけを胸に生きてきた。

　だが、その生き方に疑問をずっと抱いだいてきた。

「やっとわかった……母様は、ボクを貴族の娘むすめとして産んだことを謝あやまったんだ……」

　結局のところ、ヒルダがどれだけ求めるものを得たとしても、位人臣を極めても、それは彼女が欲した者ではない。

　自分を傷つけた者を傷つけ返すことに成功しただけで、彼女自身に、何も得るものはない。

　富は得られるだろう。権力は得られるだろう。

　だが、その富をなんに使うのかを、その権力をなんに使うのかを、ヒルダは知らないのだ。

「マレーネ……だったっけ？　あんたを見て、そう思った」

「え？　私？」

　話が、突然自分に向けられたことに驚おどろくマレーネ。

「うん………」

　マレーネはルートを殺そうとした。その意味ではヒルダと同じ。

　それどころか、傷一つ負わせることもできなかった自分に比べれば、遥かに成果を挙げたといえるだろう。

「あんたはさ、ルート・ランガートを殺すことをやめたんだろ？」

「ええ……もう殺すことはできない。絶対に」

　マレーネは、先の事件で、テロリストであることを隠すため、シスターとして孤こ児じ院いんの子供たちを欺き続けてきたことを激しく悔いた。

　もう自分には、ミリィたち教会の子供たちと暮らす資格はないとまで思った。

　だが、そんな彼女に、ルートは言った。

「ならば最後まで騙し通せ。子供たちが死ぬまで、お前がただのシスターだったと信じこませろ」――

　それはもしかして、死ぬよりも、獄ごくに繋つながれるよりもなお苦しい生き方かもしれない。

　それでも、マレーネはそれを選び、今を生きている。

　ただのシスターに、誰かを殺す理由はない。殺すこともできない。

「まぁ……それだけが理由ってわけでもないんだけどね……」

「え？」

「んーん、こっちの話」

　殺そうとした相手に惚ほれてしまった、という事情もある。

「ともかくさ……あんたは、今は笑えているわけじゃん……そんな笑え顔がお、ボクは……なったことがない……」

　他人を見下す時、誰かを踏みつけた時、侮蔑の笑みを浮かべることはあるが、ヒルダは、決して長いとはいえない十五年の人生の中で、心から笑えたことなど、あった記憶が無い。

　今を笑うことができるのは、過去を乗り越えた者だけ。

　オーガンベルツに来てから出会った人々は、みな何かしら過去を持つが、それを越えて、今を笑っている。

　ヒルダはようやく気づいたのだろう。

　本当に自分が欲しかったのは、今という瞬間を喜べる実感。

　自分が今、世界の一員なのだと思える感覚。

　それが得られないから、彼女はいつも苛ついている。

　苛ついているのは、不安だから。不安なのは、怯おびえているから。

　実の親からも疎うとまれた自分が、果たしてこの世にあっていいのかと、疑っているから。

「そんな……なにかあるでしょ？　あなたにだって、その……好きなこととか、好きなものとか……？」

「そんなの……」

　マレーネに問われ、「ない」と言いかけたヒルダだったが、その言葉を止める。

「そういえば……ないことも……ない……」

　幼いころ、大好きなものがあった。

　貧乏な没ぼつ落らく貴族の家ということもあるが、親からの愛情が薄かったヒルダには、ろくなおもちゃも与えられなかった。

　そんな中で、金も物もいらない、彼女が数少ない楽しみとしたものがあった。

「歌が……好きだった……」

　ヒルダの母も没落貴族であり、ときおり酒場で歌唄うたいの真似事をして、日ひ銭ぜにを稼いだ時期があったらしい。

　幼いころ、いくつか教わり、歌ってみたところ、母親はすごくほめてくれた。

　いつもはヒルダに関心のない父ですら、それだけはほめてくれた。

　それが、また別の悲劇を生むのだが。

「歌……？　歌、好きなのあなた？　上手うまいの!?」

「ま、まぁ……そこそこ……」

　突とつ如じよ、マレーネの眼の色が変わる。

　やや興奮した面持ちで、ガシッとヒルダの両りよう肩かたを掴み、問い詰めるように問いただす。

「ちょっと歌ってみてよ」

「ええ!?　そんな……恥ずかしい……それに最近歌ってないから、自信がない……」

「いいから！　ここには私しかいないんだし！　いっちょバシッと！」

　いつものヒルダならば、「うるさい！」とでも癇かん癪しやくを起こしてはねのけただろうが、この時彼女は柄がらにもなく弱気になっており、またマレーネの顔があまりにも迫はく力りよくがあったため、断りきれなかった。

「笑うなよな……」

　仕方なく、昔取った杵柄を振ふるう。

　二度三度咳払いをし、喉の調子を整える。

（歌うのは、久しぶりだなぁ……）

　幼き日、父がバカなことを考え、ヒルダの歌声を武器に、どこかの大貴族の目に止まらないかと、貸かし衣い装しようを着せられ舞ぶ踏とう会かいに出席させられた日のことを思い出す。

　あの日以来、歌うのはやめていた。

　少なくとも、失意のままに家に帰り、何度も父に殴なぐられてからは、鼻歌すら避さけていたように思う。

　だけど、この日は、少しだけ心変わりをしてしまった。

「あー……」

　一つ大きく息を吸い、ヒルダは、歌をうたう。

　それは、幼き日に、母から習った、古い古い国の歌。




　神様は一人の少女に恋こい焦こがれ、彼女にありとあらゆる贈おくり物をする。

　星の光よりもまばゆい宝石を、黄金で出来たバラの花を、天上の光を編んで作ったドレスを。

　全てを捧げるが、少女は応こたえない。

　彼女には愛する人がいたから。

　万能の力を持ち、不老不死の存在であり、世界の何よりも美しい神ではなく、ただの貧しい羊飼いを愛した。

　神様は嘆き、悲しみ、失望の淵ふちに沈む。

　世界から輝きが失われ、木々は朽くち果て、川も海も枯かれ、大地は命を失っていく。

　このままでは世界が死に果ててしまう、恐れた神の僕しもべたちは、一計を案じる。

　少女の想い人である羊飼いを、殺してしまえばいい、と。

　かくして羊飼いは殺される。愛されたがゆえに殺される。

　お前のせいだと責め立てられ、崖がけから落とされ、命を失う。

　だが、少女はそれでも神様に振り向きはしなかった。

　羊飼いの後を追い、彼女もまた、崖下に身を投げる。

　浅はかな行いをした神の僕たちに、神は怒おこる。

　万の雷いかずちを投げ放ち、千の火山に火を噴ふかせた。

　そして少女と、羊飼いを、自分の命を二つに割って分け与え、よみがえらせる。

　命を失った神は、深い眠ねむりにつく。

　滅んだ世界に、再び朝日が昇のぼる。

　少女と羊飼いは、二人で世界をよみがえらせる。

　少しずつ少しずつ……




「ふぅ………」

　歌い終え、ヒルダの額には汗あせが滲にじんでいた。

　深く息をつき、思い出したように、後ろを振り返かえる。

　面と向かって歌うのは恥ずかしかったので、マレーネに背中を向け、礼拝堂に祀られている聖なるシンボルに向かって、捧げるように歌ったのだ。

「あの……どうしたんだ……？」

　歌えと言い出したマレーネは、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「あなた……すごいわね……」

　感嘆のため息を漏もらし、心から驚いた声で、マレーネは言う。

「すごい……あなた、ホント軍人？　ありえないわよ……」

　ヒルダの歌唱力は、まるで本職の歌手のように……いや、そんじょそこらの本職でも裸足で逃にげ出だすほどであった。

　マレーネも、そんなあちこちで歌手の歌を聞いて回ったわけではない。

　しかし、それでもわかるほど、常人離れした美しい歌声だった。

　ワイルティアの王都ベルンや、芸術の都パリゼの大劇場でも、ここまでの歌手は数えるほどであろう。

「天才って、いるのねぇ……」

「ほ、褒ほめすぎだろ！」

　褒められなれていないヒルダは、顔を真っ赤にして返すが、マレーネは、「そんなことない」と何度も首を横にふる。

「まぁ……その……あんがと……」

　人に聞かせるためでなく、ただ歌が好きだったから、ひたすら歌ってきただけである。

　その純粋さが、そのまま真っ白な輝くような歌声となったのかもしれない。

「決まりね……うん、決まりだわコレ！」

「なにが……？」

　何を思いついたのか、両の拳こぶしを握りしめ、マレーネは興奮している。

「いやぁ～、渡りに船ってあるものねぇ。ってかこれも神様の思し召し？　絶対そうよ絶対！　形だけでもちゃんと祈っとくものね！」

　聖職者として問題のあるセリフまで口にしている。

「な、なに言ってんだ、あんた……ってわぁ！」

　おそるおそる訊ねようと手を伸のばすヒルダ、その手を、クルッと一回転してマレーネは握りしめた。

「ヒルダ、だったわね？　あなた、感謝祭出て！　歌うたって!!」

「はぁ!?　な、なんで!?」

　オーガンベルツの感謝祭が近いことは知っているが、そこで歌手が歌うことも、その歌手が急遽来られなくなったことも、ヒルダは知らない。

　ましてやマレーネが実行委員の一人である、代役を探していることなど知るわけがない。

「助けると思って!!　私じゃダメなのよ！　どーせ私は不器用よ！　美人だけど不器用でダメなんだって！　嬉うれしいような悲しいようなよ！」

「あの、何言ってるかわからないよ!?」

　さらに言えば、マレーネが代役を務めようとしたのを、妹同然のミリィにこれでもかと止められたことなど、知りようがない。

「お願い！　あなたの歌声が必要なの……それに……みんなに聞かせてあげたいって思ったの」

　それは、間違いなくマレーネの本音だった。

　オーガンベルツは、小さな田舎いなか町まちである。

　今日明日に死ぬような貧乏人はいないが、それでも、日々の暮らしはそこまで裕福ではない。

　娯楽らしい娯楽など殆ほとんど無い中、毎日を懸けん命めいに働いている。

　鉱山の労働者たちも、安くこき使われているわけではないが、危険と隣となり合わせの仕事であり、毎年必ず、死者が出るような職場だ。

　感謝祭は、そういう日々を生きる人々が一年待った楽しみの祭りなのだ。

「きっとみんな喜ぶわ。だから、お願い……！」

「あ……あの……」

　トクンと、鼓こ動どうが高まったと思った途と端たん、ヒルダの心臓は、ドキドキと早はや鐘がねを鳴らす。

　ここまで気分が高揚するのは、ゲーニッツと初めて出会ったとき以来。

　自分が誰だれかに求められている、それに喜びを感じていた。

「あ、あの……わ、わかった……」

　目を逸そらしながらも、頬ほおを赤く染め、ヒルダは承しよう諾だくする。

「よーし、決まりね！　んじゃ、明日あしたからまたここに来て、細かな打ち合わせをしましょ？　今日の所は、日も暮れたし、もう帰ったほうがいいわ」

　そう言って、マレーネは礼拝堂の扉とびらを指差す。

「お迎えも、来たみたいだしね」

　そこには、見知った男の背中……ハイドリゲの姿があった。

「いつの間に……」

　驚くヒルダに、マレーネは笑いながら、ウィンクをする。




　その日の夜、トッカーブロートの屋根裏部屋。

　ベッドの上に座すわりながら、心の整理がつかないのか、ヒルダは枕を抱きしめたまま、呆然としていた。

　心の内が上がったり下がったりした、よくわからない一日だったと、彼かの女じよは思う。

　自分の愚おろかさを散々なじられ、泣きまくり、自分の思いを吐き出して、だからだろうか、気分は、少し軽かった。

「ボクは……なにやってんだろ……」

　ポツリと呟つぶやく。

　ここ数日、毎日のように口にしていた言葉。

　だが、昨日までのそれは、自分の境遇を嘆く、泣き言。

　でも今日は、不思議なめぐり合わせに、戸惑いながらも、少しだけ喜んでいる自分がいた。

「アンタ、歌上手いんだな」

　そんなヒルダに、ハイドリゲはぶっきらぼうに言葉をかける。

「き、聞いてたのか!?」

「声をかけるタイミングを逃したんだ」

　あの後、トッカーブロートでは、スヴェンからヒルダが逃げ出したことを告げられ、困った顔のルートがいた。

　スヴェンが捜さがしに行こうとしていたが、休きゆう憩けいから帰ってきたハイドリゲは、それを制し、自分が行くと申し出た。

　場合によっては、そのままヒルダが今回の作戦の放ほう棄きを決定し、撤てつ退たいするかもと考えたからだ。

「あれだけの才があれば、それなりの歌手になれそうな気がするがな」

　ハイドリゲは、歌や芝しば居いに関しては素人しろうとである。

　だが、そんな素人でもわかるほど、彼女の歌は素す晴ばらしいと思った。

「昔、貴族の舞踏会で、披ひ露ろうしたことがあった……」

「ほう？」

　八年ほど前、まだ彼女が十にもなる前だ。

　ヒルダの歌唱力に目をつけた父が、わずかなツテを頼りに、ヒルダの歌を披露する機会を得ようとしたのだ。

　着ていく服などなかったから、借金をして、ブカブカの貸し衣装を借りてまで、ヒルダの父は、彼女を出席させた。

「反応は、すごく良かったよ。全員が、褒め称たたえた。拍はく手しゆ喝かつ采さいだった」

　だが、それだけだった。

　誰も、ヒルダの後援者になろうともしなかった。

　文化の保護者をきどり、多くの芸術家のパトロンとなっている者たちすら、彼女を絶賛こそしたが、それ以上はなにもしなかった。

「ボクは……黒犬だからな……」

　敗北者の証たる、黒髪黒眼。

　そんな者を、そばに置きたがる悪趣味な貴族までは、なかなかいなかったらしい。

「帰ってから、父様に何度も殴られたよ」

　お前のせいで大恥をかいた！　お前が黒犬のせいで！

　何度も何度も殴られ、蹴られ、泣きながら謝り続け、それ以来歌っていなかった。

「なのに……なんで歌おうと思ったんだ？」

　問いかけるハイドリゲの顔に、わずかな感情の変化が現れたように見える。

　今までヒルダがどれだけ騒さわぎ立てても、こやかましい子犬が喚いているように関心を示さなかった男が、初めて、ヒルダを人間を見る目で見返していた。

「なんとなく……あのシスターが、強ごう引いんだったから……それに……」

　ふと、思い出したように、ヒルダは自分の髪を撫なでる。

　いつもの黒髪ではない。

　ワイルティア公国の科学の産物、万能毛染め液で、金色に染まった髪の毛だ。

「この色で生まれてくれば、ボクは……どうなってたのかなぁ」

　つぶやく少女の声は、ただ、寂さびしげだった。




　その夜、オーガンベルツの町外れの森のなかにある、小さな炭焼き小屋。

　とうに使われなくなった、廃屋同然のそこに、何人かの男たちが集まっている。

「いたのか？　確かに？」

「ああ、あのシスター、アイツだけがまんまと捕まらずにいやがった」

「で、例の女はいたのか？」

「あれだろ、バカみたいに強いっていうウェイトレス……」

「なぁに、ただちょっと腕うでっ節ぷしが立つだけだろ」

「間ま違ちがいない、あのパン屋の制服を着てた。あの小こ娘むすめだ」

「ああ、間違いない。あの金髪の娘だ」

　彼らがそんな会話を交かわしていたことを、ヒルダも、ハイドリゲも、ましてやルートやスヴェンも、誰も気づいていなかった。

　ただ、彼らが最後につぶやいた一言を聞いたなら、顔色を変えたかもしれない。

「本当に、あの仮面ヤロウの言ったとおりだったな」







　王都ベルン――兵器開発局の構造は、渦うず巻まき状じようの一本道。

　ゆえに、敵が攻めようとすれば正面から一つずつ防ぼう壁へきを破は壊かいしなければならないが、それは同時に、味方が打って出ようとすれば、敵てき陣じんに正面から挑まねばならないということでもあった。

　普ふ段だんなら問題はない。

　開発局の有する兵力は、防衛……もっと言えば警備のためのもので、攻めこむという必要がない。

　しかし、この夜は違った。

　包囲網を脱し、軍司令部に増ぞう援えんを要よう請せいするために、決死の特とつ攻こうを掛ける必要があったのだ。

　常人なら、不可能な話である。

　姿を晒した途端、攻め寄せている親衛隊が機き銃じゆうを掃そう射しやし、人の形も留めないまま命を終わらせるだろう。

　だが、人でなかったとすれば？

　その大前提が異なるだけで、戦況は大きく変化する。

「な、なんだ!?　何が起こった!!」

「落ち着け！　報告、報告を……!!」

「手しゆ榴りゆう弾だん！　手榴弾持って来い!!」

　混乱する親衛隊の兵士たち。

　苛か烈れつな抵てい抗こうは受けたものの、後もう少しでというところで、突とつ如じよ現れた〝なにか〟に、戦線を混乱させられていた。

「なんだ！　なにが起こっている！」

　怒ど鳴なりつけるは、指揮官のデルズ大たい尉い。

　だが、彼に返って来た答えは、正確さを欠くどころではないものだった。

「なにかが、なにかが現れて、気づいたら兵士が次々と倒たおれて……」

「なにを言っとるかぁ!?」

　再びデルズは怒鳴りつけるが、対した兵士からしたら、そうとしか言いようのない事態だった。

　なにせ、姿も見えぬ何者かが、音よりも速く迫せまり、一撃のもとに兵士たちをなぎ倒し続けているのだから。




　ドガガガガガガガガガン！

　文字にするならば、こうと表現する以外なかっただろう。

　床ゆかを、壁を、天井を蹴って、凄すさまじい速さで移動するレベッカ・シャルラハート。

　彼女は別に、包囲する親衛隊に攻撃を加えているわけではない。

　造物主よりの命令、軍司令部にいる元帥エルヴィンにこの事態を伝え、援軍を連れてくる――を実行するべく、最速最短の道を通ろうとしているだけである。

　そして、その障害となるものを、かたっぱしから「退どかしている」にすぎない。

「ごべぅっ……!?」

　奇き妙みような声を上げて、兵士の一人が、首をあらぬ方向に曲げてはじけ飛んだ。

　特にレベッカは意図して攻撃を加えたわけではない。

　だが、目にも止まらぬ速さで動く、人間サイズの物体がぶつかれば当たりどころによってはそのようになってしまうというだけの話だった。

（この調子なら、突とつ破ぱはそう難しくないか……）

　駆かけ抜けながら、レベッカは考える。

　彼女の――というよりも、人間型猟りよう兵へい機きの思考は、冷静であり冷れい徹てつだ。

　軍用兵器の搭とう乗じよう者しや支し援えん用ようＡＩから生まれたのだから、余計な楽観も、無用な悲観も存在しない。

　現状の敵兵の配置、装備、練度、あらゆる事象を考こう慮りよした上での、総合的にして多角的な視野から結論づけた推測である。

　そもそも、軍隊というのは、集団対集団の戦いのために存在する。

　個対個の戦いも必ひつ須すではあるが、それでも、高密度の単独戦力……要は、一人で百人力の力を持つ人造人間相手を想定していない以上、レベッカが遅れを取る材料がない。

（局内の脱出に成功、あとは兵の隙すき間まを抜け、市街地を走れば……）

　開発局周辺は包囲されているが、文字通り「蟻ありの這はい出る隙間もない」ほどではない。

　常人ならば建物を出たところで捕ほ捉そくされるが、レベッカの高速移動を捉えることのできる者はいない。

　何かが出た、と思った瞬しゆん間かんには彼女は周辺の装そう甲こう車しやの屋根を蹴って、周囲の建物の屋根に飛び移り、そのまま夜の街を疾しつ駆くする。

　あとは、まっすぐ王宮まで走り、軍司令部にたどり着けばいいだけ。

　何も問題はない、そのはずだった。

「―――!?」

　レベッカのセンサーに、何かが近づいている反応が上がる。

　それが何なのか、わからない。

　人型サイズのなにかが、自分と同じように屋根を駆け抜けて近づいてくる。

（バカな……！）

　思わず、レベッカは声を上げそうになった。

　この速さで、こんな動きができるものは、一つしかない。

（我々と同じ……人間型猟兵機、だと!?）

　彼女の知る限り、造物主ダイアン・フォーチュナーが作ったのは、自分と、ペルフェでパン屋のウェイトレスをしているスヴェルゲン・アーヴェイのみである。

　他ほかにいない。いるはずがない。

　そのように、ダイアン自身が言っていたのだから。

（来る！）

　僅わずかなノイズが彼女の思考に走った。それは焦あせりといえるものなのだが、それに囚われるばかりのレベッカではない。

　戦場において「絶対」はない。

　１％でも可能性があれば、起こることは起こる。

「なんでこんなことを」「どうしてこんなことに」、そんな悩みを口にする前に、目の前の事態に早急に対処する。

（迎げい撃げき!!）

　なにかが、屋根瓦を砕くほどの脚きやく力りよくで跳躍、レベッカに襲おそいかかる。

　月もない夜、わずかに道々に街頭が光っているが、屋根の上には届かない。

　光などロクにないが、それでも、相手が赤い瞳ひとみを持った少女であることは把は握あくした。

（一撃で……止める!!）

　手刀を繰くり出し、人であろうが、人ならざるものであろうが、絶対の急所である首を貫かんとする。

　人間型猟兵機の力ならば、素す手でで首を掻っ切るなど造作も無い。

　――はずだった。

「ごっ………！」

　だが、レベッカの手刀が繰り出されるより先に、敵の膝ひざ蹴げりが、彼女の腹にめり込んだ。

（バカな……コイツ……私よりも……速い……）

　限りなく人間に近い心を持っていても、彼女たち人間型猟兵機は、その全すべてが機械の駆く動どうによって成り立っている。

　速さ、力、処理速度、全てはスペックが定められている存在なのだ。

（私より上位機種……ということか……）

　グラリと、バランスを失うレベッカ。

　屋根を転がり落ち、そのまま、王都中央を流れるセフィラ河に落ちた。

　水すい没ぼつの音と、水柱が立ち上がる。

「………………任務完了」

　しばし、川面を眺め、レベッカが浮うき上あがる様子がないことを確かく認にんすると、少女は小さくつぶやき、闇やみ夜よに掻き消えるようにその姿を消した。







第六章「感謝祭」







「うばい合えば足りないが、わけ合えば余る」

　昔、とある聖人が言ったという、その言葉を聞いた時、思ったものだ。

「なんておめでたいやつなんだ」と――

　ポケットの中にはビスケットが一つ。

　叩こうが歌おうが、それは変わらない。

　たとえ二枚になっても、元の総量は変わらない。

　ひと一人の一日の飢うえさえしのげない。

　目の前には、一人の少女がいる。

　頬ほおはこけ、目は虚うつろ。

　一目見ればわかる。寒さと飢えで、病にかかっている。

　ポケットの中には、一枚のビスケット。

　腹が減ってしょうがない。もう、おかしくなりそうだ。

　その一枚をどうするかなんて、決まっている。

「ありがとう、お兄ちゃん」

　ビスケットを受け取った少女は、そう言って、微笑ほほえんだ。




「うわあああああっ[image: ]」

　夜明け前、トッカーブロートの屋根裏部屋、床ゆかの上で眠っていたハイドリゲは叫さけびながら飛び起きる。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　着ていたシャツはぐっしょりと汗で濡れている。

　絞しぼればしずくが零こぼれそうなほどだ。

　暑さ、などではない。

　悪夢――ずっと、もう最近は見なくなったと思ったそれを、彼かれは何年かぶりに見た。

「な、なんだ……オイ……どした？」

　ベッドの上から、ヒルダが声をかける。

　叫び声ごえに起こされて、不ふ機き嫌げんさが半分。

　もう半分は、出会ってから半月程度とはいえ、いつも淡たん々たんとし、感情を乱したところなど見せなかった彼が、荒く息を吐き、なにかに怯おびえたように顔を真っ青にしていることへの疑問だった。

「いや、あ、その……なんでもない……」

　明らかに、〝なんでも〟ある顔で、ハイドリゲは答える。

「でも……」

　さすがに寝起きのヒルダでも、それはわかった。

「なんでもない……悪い、起こしちまった……もうちょっと寝ててくれ」

　ハイドリゲは屋根裏部屋から階段を降ろし、下に降りようとする。

「今日は、本番だろ？　ちゃんと寝ないと、もたないぞ」

　それだけ言うと、ハイドリゲはヒルダに顔を見られないように気を遣つかいながら、階段を降りていった。




　トッカーブロートの裏手にある小さな井戸。

　ハイドリゲは桶おけで水を汲くむと、シャツを脱ぎ、頭からそれをかぶる。

「………………！」

　まだ冬にはもう少し時間があるが、それでも十月も末である。

　それも冷え込みの強い夜明け前、水は冷たく、体にしみる。

「…………くそっ！」

　それでも、頭にこびりついた悪夢の光景は離れない。

　もう見なくなったと思ったあの夢。

　十年近く経たっても、責め続けるように現れる。

「そんなに似ちゃあいないはずなんだがなぁ……」

　あの夢を再び、見るようになったのは、おそらくヒルダのせいだろう。

　彼女に罪があるわけではない。

　ただ単に、年下の少女だったので、連れん鎖さ的てきに記憶を刺激したのだろう。

　あともう一つ理由があるとするならば――

「いつからいた」

　思考を中断し、物陰に潜ひそんでいた男に告げる。

「今しがた現れたところですよ。さすが……〝人じん狼ろう〟でありますな」

　現れたのは、鉄仮面の男〝伍ご長ちよう〟だった。

　思えばこの男もよくわからない。

　ヒルダは疑問に思っていないようだが、国家反逆者の自分を、やすやすと表に出すなど、ただの軍人の枠わくを超えた行動だ。

「どうしましたか？　ジブンの顔になにか……？」

　訝いぶかしむハイドリゲに、伍長はわざとらしくたずねる。

「悪趣味な仮面がある」

「これはこれは」

　皮肉もさして応こたえていない伍長に、いら立ちを隠かくすのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「なんでここにいる？　アンタは目立つから、街には入らないと言ってたんじゃないのか？」

　ただでさえ目立つ姿の伍長。一度ルートと接触しているということもあり、彼は街に入り込まず、後方支援を申し出た。

　仮面を外せばいいだけだろうと、ヒルダは言ったが、本人いわく「外したほうが目立つ容姿をしていまして」とのことで、彼の言い分を受け入れることとなった。

　戦場で、何らかの事情で顔に傷を負うことは少なくない。

　中には、親や恋こい人びとですら判別がつかなくなった例も数多い。

「ええ、ですから、こちらから連れん絡らくを差し上げると申しましたでしょう？」

　怪あやしまれないように、通信機のたぐいは持たされず、何らかの伝達事項があれば、伍長の方から接触するという算段になっていたのだ。

　事実、装備の類たぐいは全て没ぼつ収しゆうされたので、伍長の判断は正しかったと言えよう。

「実は少々不味まずいことになりましてね……なので、大急ぎでこちらに来たと」

「なにがあった？」

「どうやら……中ちゆう尉い殿どのがあなたを連れだしたのが、上の方にバレたみたいでして」

「バカな！」

　法務局の監査が行われるまで、後一日余よ裕ゆうがあったはずだ。

「王都の方で何かあったみたいでしてね……困ったものです」

　仮面をかぶっていても、声でわかる緊きん張ちよう感かんのない伍長。

　だが、それも無理のない話だった。

「このままでは、中尉殿は窮きゆう地ちに立たされますね」

　ハイドリゲを勝手に牢ろうから出したのは、手引こそ行ったのは伍長だが、命じたのはヒルダである。

　軍隊において、上官の命令は絶対である。

　上官が命じたことならば、それが法に反することでも実行しなければならない。

　ただし、その際は、全ての責任は、命じた上官にある。

　最悪、ことが露ろ見けんしたとて、伍長は「命じられたからやった」だけなので、さほど重い罰ばつは受けない。

　しかし、ヒルダはそうは行かない。

「軍ぐん籍せき剥はく奪だつは免まぬがれず、逮たい捕ほ拘禁、収しゆう監かん懲ちよう役えき……ならばまだいいですが、反逆の嫌けん疑ぎがかけられれば、どうなるか……家名の存続は絶望的でしょうね」

　ヒルダは、持っているものの全てを奪うばわれる。

　最悪、命までも。

「なんてこった……」

　唇くちびるをかむハイドリゲに、伍長が言う。

「慰なぐさめにはなりませんが、あなたにまで咎とがは行かないと思いますよ？」

　元々重罪人であるハイドリゲ。しかし、国家は彼が反体制派に英えい雄ゆう視しされることを望んでいないため、死を与あたえることができない。

　元から無期限の幽ゆう閉へいを宣告されている彼は、再び牢に戻るだけである。

「なんとか……手はないのか？　今から戻るのでは？」

　それでも、ハイドリゲは尋ねるが、伍長はただ首をふる。

「無理ですね……万引きしたのがバレて、慌あわてて商品を返しても、許しちゃあもらえないでしょ」

「ああ、そうだな……」

　ハイドリゲには覚えのある話だった。

　どれだけ謝ろうが、悪事がバレてからでは、店のオヤジの拳は免れない。

　ましてや軍隊だ。国家の力を背景に、なにをするかわかったものではない。

　それもまた、覚えのある話だった。

「まぁあるとしたら方法は一つ……」

　伍長の口ぶりは、あくまで「仮定の話」をつぶやくようであり、もし仮にそれを誰かが実行したとしても、自分には非はないと、予あらかじめ予防線を張り巡めぐらしているような話し方だった。







　朝――ついに感謝祭の当日である。

　すでにあちこちで祭りの準備も最終段階に入り、各所のチェックや、最後の確認作業に追われている。

　そしてそれは、トッカーブロートでも同様だった。

「ついにこの日が来たかぁ……」

　感かん慨がい深く、朝日を眺めるルート。

「よかったねぇ……むにゃむにゃ……」

「うん、ホント、マジ良かった……」

　眠そうな顔の、ジェコブとミリィの子供二人。

「大だい丈じよう夫ぶか二人とも？　俺おれのベッド使って休んでくれ」

　この調子では、家に戻る体力も残ってなさそうだったので、店の奥おくの自分の部屋を使うように、ルートは勧すすめる

「うん……昼過ぎには起こして……踊おどり子こ……」

「昼過ぎには起こして……人形劇……」

　睡すい魔まに襲われながらも、それぞれこの日に楽しみにしていた演目だけは見逃すまいと、それだけは譲ゆずれないと言い残し、奥に下がる。

「さてと……」

　二人を見送ったルート、しばしこれからのことを考える。

　一番手の掛かる仕込み作業は終わったから、後は焼き上げを行うだけ。

「早いな……」

　そこに、ジェコブたちとは入れ違ちがいにハイドリゲが現れる。

「寝てないだけさ。徹てつ夜やで作業してたから」

　ギリギリまで感謝祭で出すパンの構想を練ねり続けていたルート。

　ようやく昨日完成し、その下準備を徹夜で行っていた。

「俺も手伝わせればよかっただろ？」

　不ふ審しんそうな顔のハイドリゲ。

　ジェコブとミリィの二人は、ルートの徹夜作業を手伝っていたのだ。

「いや、アンタの出番はこれからだよ。焼しよう成せい作業は力仕事だからね、適材適所……軍の時もそうだったろ？」

「まぁな……」

　兵隊の仕事は、なんのかんの言って体力仕事なところが大きい。

　一日程度の徹夜では、ルートはさほど堪こたえない。

「とりあえず、ビスケットを焼こうと思うんだ。街の子供たちに配るために」

「ビスケット……」

　ルートの言葉に、ハイドリゲはわずかに顔を曇くもらせる。

「ビスケット、嫌いかい？」

　そのわずかな異変に気づき、ルートは訊たずねる。

「別に、好きでも嫌いでもないさ」

　目を合わせずに答えると、ハイドリゲは窯かま場ばに向かおうとするが、その前に、店の扉が開く。

「ただいま帰りましたですわ～」

　今日は、トッカーブロートの一年ぶりの休業日。

　現れたのは客ではなく、ルートと同じく徹夜仕事明けのスヴェンだった。

「お疲つかれ様さま。アレは……できたの？」

「ええ、突とつ貫かん作業でしたが、問題なしですわ」

　スヴェンの手には、カバーがかけられたドレスがあった。

「それは……ウチの上官用か？」

「はい」

　感謝祭の舞台で、歌をうたうことになったヒルダ。

　それ用の衣装を、スヴェンが制作したのだ。

　自分だけでなく、ミリィや他の店員の制服まで、採寸から縫ほう製せいまで行うプロの仕立屋はだしの服ふく飾しよく加工技術を持つスヴェン、これくらいは朝飯前――と言いたいところだったが、さすがにステージ衣装となると少々手こずる。

　しかたなく、昨夜店をたたんだ後、近所の仕立屋の作業場を借り、徹夜で終わらせ、違う意味で「朝飯前」に終わったという話だった。

「どうやら……なにも異常はなかったようですわね」

　店内をぐるりと、そしてルートの体をしばし見つめてから、スヴェンは結論付ける。

　彼女からすれば、命を狙ねらうハイドリゲたちの下に主を置いて店を空けるなど、絶対に避さけたい状じよう況きようであった。

「これ、お渡わたししておいてくださいませ」

　ぶっきらぼうな顔で、ハイドリゲに衣装を手て渡わたす。

　できるなら店を空けたくはなかった。しかし、ルート自身に命じられたのと、後もう一つ、彼女自身の意志でもあった。

　四日前――鉱山で、ヒルダを泣かせてしまったスヴェン。

　彼女はそのことを、包み隠さずルートに報告し、自らの軽けい率そつな行動を詫わびる。

「つい感情的になってしまいました」――

　だが、ルートはむしろ、そのことを満足そうな顔で受け入れる。

　かつてのように、誰かを罵ののしったのではなく、むしろそれをしたヒルダを諌いさめるために激しい言葉を使ってしまったことを、スヴェンの成長だと感じたかのようだった。

「ふああ……眠い………」

　そこに、二度寝から起きてきたヒルダが現れる。

「げっ！」

「『げ』とはなんですの『げ』とは」

　自分の顔を見て、あからさまに不味そうな顔になるヒルダに、スヴェンは不快そうな顔で応じる。

「ちょうどいい、スヴェン、彼女にそれを渡してあげなよ。試着してもらわなきゃ、直さなきゃいけないところがわからないだろ？」

「は、はぁ……」

　ルートに言われて、気まずそうな顔をするスヴェン。

　あの後、ヒルダに何があったか、彼女が何を話したかは、マレーネから聞いた。

　ただの高こう慢まんなエリート意識に凝こり固まった愚かな小娘だと思っていた少女の、背せ負おってきた苦しみや悲しみを知ってしまった。

　そのせいで、余計に声をかけづらくなり、二人はここ四日の間、目を合わせることもない、気まずい状態が続いていた。

「ほ、ホラ！　あなたが今日着る衣装ですわ！　作ってやったから感謝して袖そでを通しなさい！」

　ずいと突つき出すスヴェンだったが、すぐに言葉を訂正する。

「あ、いえ、別に感謝しなくても良いいですわ。あくまでわたくしは主さまのご命令もあって、祭りの成功のために行っただけですので……そ、そう！　一時的な合同作戦を行うにあたっての、最低限の協力といいますか……」

「えっと……えっと……」

　しどろもどろに言葉を言い繕つくろうスヴェンに、ヒルダは困こん惑わくしている。

　ここ数日、胸のつかえが取れたのか、ヒルダは前ほど攻撃的な言動が見えなくなった。

　仕事が終わった後、教会のマレーネのところに行き、歌の練習を重ねている。

　彼女は彼女なりに、自分のやるべきことを果たそうと、一いつ生しよう懸けん命めいだった。

「いいからさっさと着なさい！　緩ゆるかったりキツかったりする所は今から直しますから！」

「なんでブチ切れてんだよオマエ!?」

　スヴェン自身も、己おのれの感情が理解できなかった。

　自分と、自分以上に大切なルートを殺そうとし、今も狙っているかもしれない小娘を、何故なぜか「応援したい」という思いが芽め生ばえ始めていた。

　だからこそ、衣装作りを買って出たのだ。

「んじゃ……俺たちは退散するか、女の子たちの着替えを邪じや魔ましちゃ悪いしな」

　その場をスヴェンに任せると、ルートはハイドリゲに窯場へ行くように促うながした。




「さてと……こんなもんですわね」

　数分後、ヒルダにステージ衣装を着させると、改めて修正部分がないか、スヴェンはチェックする。

「すごいな……オマエ、いつでも仕立て屋始められるんじゃないか……？」

　ヒルダは素す直なおに感心する。

　一度採寸は取られたが、あくまでざっとしたもの。

　この手のオーダーメイドは、何度も仮かり縫ぬいと試着を繰り返かえし修正を加え、体にジャストフィットするよう調整するものである。

　たとえ装飾と華か美びを第一に考える衣装とはいえ、それでも、歌唱の際に胸や腹部を圧迫せず、それでいてシルエットが美しくなるように、完かん璧ぺきな計算が施ほどこされていた。

「こんなの、小手先の技術ですわ」

　謙けん遜そんではなく、スヴェンは答える。

　彼かの女じよが仕立てた衣装は、神前に立つ神子服と、オーガンベルツ一帯の民族衣装を合わせたようなデザイン。

　わずか四日で作ったとは思えない完成度だったが、スヴェンに言わせれば、これらは多くのデータを組み合わせて作った、「最適解」というものだ。

　一見、創造性が必要なものでも、例えば小説などでも、膨ぼう大だいな量のサンプルがあれば、その中の共通項を細かくパターン化し、フォーマットを作成することで、「それらしいもの」を作ることはできる。

　しかし、それはあくまでも「それらしいもの」にすぎない。

　一度や二度ならごまかせるが、十年二十年、百年先まで語り継がれるほどの感動を、人に与えることはできない。

「わたくしは、歌をうたうことができません。『それらしい』音を出すことはできても……それ以上はできません」

　限りなく人間に近い存在となっても、そこはまだスヴェンが乗のり越こえる事のできない一線だった。

「だからこそ、あなたでなくばできない務めです。せいぜいお励はげみなさい」

「ボクは……オマエらの敵だぞ……」

　正直に言えば、ヒルダの中に、ルート抹まつ殺さつの意志は、かなり小さくなっていた。

　彼女はすでに、自己が軍人で在り続けることにすら、疑問を感じ始めていたのだ。

　それでも、まだ超えられない一線はある。

　スヴェンが望んでも歌を唄うたえないように、ヒルダもまだ、ルートたちとの確かく執しつを、完全に捨てることはできなかった。

「ええ、好きになさいな。それが、あなたが心から為なすべきことだと思うのなら」

　しかし、スヴェンはこともなげに答える。

　以前の彼女ならば、わずかでも主に危害を加える可能性があるものならば、秘ひ密みつ裏りに排はい除じよしていただろう。

「あなたは……実戦経験がないようですわね」

「――！」

　ビクリと、ヒルダは体をすくませた。

　それは、彼女にとってコンプレックスの一つだった。

「兵士にとって最も大切なことは、何だと思います？」

「それは……任務を果たすことだ。命令を実行し、敵に打撃を――」

「それだけでは半分ですわ」

　ヒルダの答えは、「軍隊において最も大切なことは？」と問われたならば正解かもしれない。

　だが、一兵士単位では異なる。

「兵士にとって最も大切なことは……自分の役目を果たすこと……それに尽きますわ」

　古いにしえの大兵法家は言った、「軍隊とは、一個の生き物である」と。

　生物の体内で、心臓が、肺が、胃が、腸が、微細な血管や神経の一つ一つまでが、それぞれの活動を全まつとうすることで、その生態を支えている。

　兵士もまた、自分に課せられた持ち場を守ることで、軍隊という一個の生き物が完成し、ヒルダが言った「軍隊としての役割」を果たすことができる。

「でもこれは、兵士に限った話ではありませんわ。社会というのも同様。それぞれが、それぞれの役割を全うすることで、正しく動く」

　畑を耕たがやし、麦を作る者。その麦を作る者に鍬くわや鋤すきを作る鍛冶屋。麦を運ぶ荷運び業者や、その小麦を精製する者、そして小麦をこねてパンを焼く者。

　それらが全てつながらねば、食しよく卓たくにパンは並ばない。

「我わが主さまは、パン屋として生きることを己の役割となさいました。パン屋の役割は、パンを焼くことです。敵を殺すことではございません」

　スヴェンは思う。

　ルートは、自分が殺されかけてもヒルダを殺そうとはしなかった。

　きっと、また彼女が何らかの手段を講じたとしても、殺すという手段は決して選ばないだろう。

　食べることは生きること、生きることは食べること。

　食べ物を作る人間が、誰だれかを殺してしまえば、その資格は永遠に失われる。

　いつだったか、ルートが語った言葉である。

　優やさしさや慈じ悲ひの心ではない。

　英雄と呼ばれるほど、多くの人間を殺あやめてしまった者が、なおも生きる上で己に背負わせた誓いなのだ。

「そしてわたくしは、そんな主さまをお支えすることを役割として選んだのです。ならば、これもまたわたくしの果たすべき役割……ってわけですわ」

「わからない……オマエらが何を言っているのか……」

「ま、そーでしょーね」

　困惑するヒルダに、スヴェンは少しだけ皮肉げに笑う。

「下手な考え休むに似たり、ですわ。まずは目の前の自分の役割を果たしなさい。そうすれば、見えてくるものもあるかもしれませんわよ」

「そういう……もんか？」

「少なくとも、我が主さまは、ずっとそうでした」

　砲ほう火か轟とどろく戦場では、本国であれこれと叫ばれる大義名分などなんの意味もない。

　今を生き残るために、常に最善を尽つくし、わずかな光明をつかむ。

　スヴェンは、そんなルートの姿をずっと見てきた。

「教えられることはそれくらいですわ。ま、あとはがんばんなさいねーということです」

　言うと、スヴェンは再び笑う。

　今度の笑えみは、陽気で快活な、まるで怯おびえる新兵を背中を叩たたく、古参兵のようだった。

「…………」

　そんなスヴェンの笑みを見て、ヒルダは怪け訝げんそうな顔をした。

「あのさ……ボク、オマエに前会ったことないか？」

「なに言ってますの。ティーペノインでさんざん追いかけ回したでございましょ」

　新型猟兵機テイーペノインに乗って、夜の鉱山で命がけの鬼おにごっこをさせられてから、それほど日は経たっていない。

「いや、そうじゃなくて……前にこういう風に、オマエにいろいろと言われた気が……」

「き、気のせいでございましょ！」

　慌ててごまかすスヴェン。

　先の事件で、自らが猟兵機と一体化し、拙つたない戦い方をするヒルダを散々、〝教育〟してやった。

（案外鋭するどいですわね、この小こ娘むすめ……）

　心のなかで、スヴェンはわずかに冷ひや汗あせ混じりにつぶやいた。




　女性陣が試着をし、ほんの少し、隔てた距きよ離りを縮めていた頃ころ、ルートとハイドリゲの男衆も、窯場で作業をしつつ、複雑な空気を漂ただよわせていた。

「焼き上がったビスケットは、まとめて置いておいてくれ、後でマレーネとシャロデさんが来て、ラッピング手伝ってくれるらしいから」

「シャロデ……ああ、あの美人か？」

　シャロデとは、ジェコブの母親である。

　トッカーブロートの出張販はん売ばいを手伝ってくれており、週に何度か店に顔を出すので、ハイドリゲも顔を見たことはある。

「一つ……聞いていいか？」

「なんだい？」

　深刻な面持ちと声で、ハイドリゲは訊ねる。

　だが、ルートの声は軽い。

　日ひ頃ごろ、黙だまっていても苦悩しているように見える彼が、にもかかわらずそう聞こえる声を出すということは、努めて、明るく振ふる舞まっている証しよう拠こである。

「アンタは……なにを考えている？」

　数日前にもした質問を、ハイドリゲはあらためてした。

　殺しに来た自分たちを、下働きとして雇やといあげる。

　人手不足というのは本当なのだろう、ここ数日見た限りでも、この店の関係者はみないつも忙しそうにしている。

　だが、だからといって、これはありえない。

　少なくとも、英雄とまで言われた男の所業ではない。

「うん……いや、う～ん……なにをどっから説明したものかなぁ」

　窯の中で焼き上がりかけているパンの様子を見ながら、ルートの声にはなおも緊張感がない。

　努めて感情を表に出ださないハイドリゲだが、さすがに苛いらつき始める。

「それよりもこれを見てくれ、やっとできたんだ。感謝祭用の新作パン！」

「それよりもって……」

　ともすれば命にかかわる話をサラッと流された。

「これは……ヌス・ボリゲか？」

　窯から取り出されたのは棒状に丸めた生き地じをぐにゃりと輪っかにしたパンだった。

「知ってるのか？　これはそれをヒントに作ったパンで……そうだなぁ、アーホルン・ヘルブストとでも名付けるかな」

「アーホルン・ヘルブストメープルの秋……？」

　鉄のトレイの上にならぶアーホルン・ヘルブストは、どこかで見たような形だった。

「これは、まさか……」

　思い出しかけたその形を口にしようとしたところで、先に、ルートが口を開く。

「あんた……―――じゃないだろ？」

「――――!?」

　あまりに自然に、とりとめもない会話をするような口調で問われたため、ハイドリゲはとっさに感情を殺すことができなかった。

「やっぱりな……」

　その反応だけで、ルートは確信を得るに十分だった。

　十日間近くも、なぜ自分のそばで下働きなど意味のないことをさせたのか。

　ハイドリゲは、その理由をようやく悟さとる。

　この質問をするため。

　あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな質問に、「なに言ってんだ？」でも「はぁ？」でもなく、言葉を失い、答えに窮きゆうする、素の反応を引き出すため。

「なぜ……わかった………いや、最初から疑っていたのか……？」

　もはや、震ふるえる声を隠すことも、ハイドリゲにはできなかった。

「俺が、〝人狼〟じゃないと……」







　昼過ぎ――オーガンベルツの感謝祭が始まる。

　この日ばかりは街の人々は仕事を休み、飲めや歌えの大おお騒さわぎである。

　あちこちで楽器の音が鳴り響き、空にはポンポンと音を立てて花火が上がる。

　幾いくつもの屋台が立ち並び、酒やご馳ち走そうが振ふる舞われる。

「いやぁ～……今年も粒つぶぞろいだったなぁ」

「人形劇……おもしろかった……」

　徹てつ夜や仕事からの仮眠を終え、祭りに参加したジェコブとミリィ、二人それぞれ、祭りを謳おう歌かしていた。

「あらぁ、二人とも」

　賑にぎやかさでいっぱいの街の大通りを歩く二人に、シスターのマレーネが声をかける。

　彼女がいたのは、実行委員会のテント。

　ここでは、この年栓せんを開けた新酒や、収穫されたばかりの野菜や肉を使った料理が振る舞まわれていた。

「うわぁ美味しそう！」

　並んだ料理の数々を前に、ミリィが目を輝かがやかせる。

「ヴルストとクロプセは今できたばかりよ。食べてく？」

「「もちろん!!」」

　訊ねるマレーネに、二人は声を揃そろえて頷うなずく。

「うまっ！　これ、プリッとしてじゅっとしてて最高！　茹ゆでたのも好きだけど、僕、焼いたほうが好みなんだよねぇ～」

　喜びに満ちた笑え顔がおでヴルストをほおばるジェコブ。

　ヴルストとは、いわゆる白ソーセージ。

　仔こ牛うしと豚ぶたの合い挽びき肉に、玉ねぎやパセリ、レモンにカルダモンなどを加え、ジューシーなのに後口爽やかで、何本でも食べられてしまいそうだった。

「う、うま！　うま！　うま!!」

　ミリィがこの上なく幸せそうに食べているクロプセとは、肉団子の煮に込こみ。

　肉団子を香草とホワイトソースでじっくり煮込んだ一品である。

「馬肉のブラーテンローストと、フリカデレハンバーグも出るわよ」

「ひゃっほう！　たまんないや！」

「もがごっごっ!!」

　オーガンベルツは決して貧しい町ではないが、それでも、これだけたっぷり肉が食える日は年に一度あるかないか。

　ミリィの家である丘おかの上の教会も、女手一つで生計を支えているジェコブの家も、日頃はあまり贅ぜい沢たくができないだけに、成長期の二人は一年分食いだめする勢いで楽しんでいた。

「ルートたちは……？」

「ん……？　まだ振る舞い用のパンを焼いているはずだよ。僕らはもういいから楽しんでこいって」

　訊ねるマレーネに、ジェコブが答える。

　いつもなんやかんやで店を支えてくれている二人に、「祭りの日くらい楽しんでもらわなきゃ、大人の沽こ券けんに関かかわるよ」と、〝特別ボーナス〟という名目で小こ遣づかい銭せんまでくれた。

「まぁミリィはさっきから屋台で食ってばっかなんだけどね」

「べ、別にいいだろ！」

　根が食いしん坊ぼうなミリィ、屋台に並ぶ色とりどりのお菓か子しを前に、目を輝かせていた。

「まぁその合間に、小鳥の形の髪かみ飾かざりを買ったりとかしてたから、ちゃんと色気は付いているみたいなんだけどね」

「お前、なんで知ってんだよ!!」

　だが、その合間に、アクセサリーの屋台に寄って、思い切ってオシャレの小道具を買ったりもしていた。

「あらら……楽しんでいるみたいね」

　やいやいと騒ぐ子供たちを、マレーネは微笑ましい目で眺める。

「そういえば、ルートのパンはどう？　評判いい？」

　あれだけ毎日悩み、やっと当日を迎むかえたのだ。

　これで街の人たちに喜んでもらえなければ、あまりにもルートが可哀想過ぎる。

「それがね………」

　暗い面持ちのマレーネ。

「え……？」

　それまで頬ほお張っていた肉団子を食べる手を止め、ミリィは不安げな顔になった。

「くすっ……安心して、大好評よ！」

　トッカーブロートで焼き上がり、次々と運びだされたパン。

　アップルタルトにマサダドーナツ、シナモンロールパイにカカオカヌレ、それら全すべて、どれも大評判だった。

　お酒の飲めない人や、子供や女性だけではない。

　日ひ頃ごろ甘あまいものなど口にしないような中年男性まで、目を輝かせ、次々と手を伸のばし、大絶賛していた。

「とくにアーホルン・ヘルブスト？　あれは特に評判が良いわ」

　マレーネが見た限り、並べればあっという間になくなってしまうほど、受けがいい。

　薄いパン生地に、メープルシロップで味付けしたリンゴや梨なしなどの秋の果物を包んで棒状にし、それをＵ型にして焼き上げたものだ。

　さっくりとしたパン生地を噛かむと、とろりと甘いソースが溢あふれだし、なんとも言えない幸福感すら味わわせてくれる、あれ一つで秋の味覚を満喫できる絶品だった。

「そりゃあ僕らが朝まで手伝ったからね！」

「まったく、めんどーかけるぜ！」

　エヘンと、声を揃えて胸を張るジェコブとミリィ。

「はいはい、がんばったがんばった」

　苦笑いしながら、マレーネは二人の頑がん張ばりを賞しよう賛さんする。

「良かったなぁルートのやつ、きっと喜ぶよ」

　しみじみと、彼かれの今までの苦難の歴史を知るジェコブは、心からホッとした顔で言った。

「たりめーだよ！　あいつパン作りはすげーんだから！　不味いなんて言うわけないよ！」

　さらにミリィも、ルートの努力が報むくわれたことを喜んでいる。

「あらあら……」

　そんな二人を、マレーネは改めて微笑ましそうな目で見つめた。

　いろいろな事情はあるが、二人は単純にルートが好きなのだ。

　デカくて強面こわもてだが、お人ひと好よしの頑張り屋が、きちんと評価され受け入れられたことを、心から嬉うれしいと思っている。

　きっと彼が見たならば、そんな二人の姿にこそ、喜びのあまり涙なみだをながすのだろうと、マレーネは思った。

「でもね、味だけじゃないのよ。ルートったら、いいところに目をつけたわ」

「え？　どういうこと」

　マレーネの言葉に、ミリィが不思議そうな顔をした。

「それはね――」

　説明しようとするマレーネだったが、その言葉を遮さえぎるように、時報代わりの鐘かねが鳴った。

「いけない！　もうこんな時間！　ヒルダのところに行かなきゃ！」

　祭りの実行委員であるマレーネは、様々な業務を兼けん任にんしている。

　ましてや当日となれば、屋台の場所割り、振る舞い料理の配布に、出し物の手配、そして当日のステージの進行までやらねばならないのだ。

「ヒルダって……あの、歌のステージ？」

「そう、また後でね！」

　訊ねるジェコブに口早に答えると、さっさと走り去ってしまった。

「大変だなぁ～……」

　しみじみと、働く大人の姿を見送る少年。

「ブラーテンだ！　あんなでっかい肉の塊、久しぶりに見るぞ！」

　一方、食欲全開のミリィは、新たに運ばれてきた馬肉のローストを前に、キラキラと目を輝かせていた。




　街の中央広場に作られた簡かん易いのステージ。

　感謝祭の中心であり、今日だけでも様々な催もよおしが行われた。

　旅芸人たちの奇き想そう天てん外がいな出し物の数々や、劇団の芝しば居いは、日頃娯楽に飢えている田舎いなか町まちの人々をこれでもかと楽しませる。

　皆みな、酒やご馳走を楽しみ、最さい高こう潮ちように盛り上がっている。

　そして、そんなステージの裏側の、幕で仕切られた控ひかえ室しつに、ヒルダはいた。

「自分の役目を果たす……か」

　朝方、スヴェンに言われた言葉が、ずっと自分の中でこだましていた。

　自分の役目を果たす。自分の持ち場を死守する。自分の居場所を作る。

　それらは全すべて、彼女が心から欲してきたものばかりだった。

　貴族ヘッセン家の一員としても、家族の中にも、彼女は居場所がなかった。

　戦争で功を挙げようとしたが、その前に戦場自体がなくなった。

　親衛隊への忠誠も、今まで見下してきた者たちを見返したいという思いでしかない。

　ルート・ランガートへの憎ぞう悪おも、突き詰つめれば、自分が欲しかったものを手にしながら、それよりも価値があると思うものを見つけた者への嫉しつ妬と。

「認めさせたい……誰でもない、自分自身に……自分を証あかしたい」

　鏡の中には、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女がいる。

　かつて、こうありたいと願った姿。

　もしもこの姿で生まれてきたのならば、父は愛してくれたかもしれない。母は泣かなかったかもしれない。

　あの日の舞ぶ踏とう会かいで、自分はどこかの貴族の庇ひ護ご下かに入れたかもしれない。

「でも、そうじゃない………」

　ふと、横に目をやると、水差しが置かれている。

　ゴクリと、ヒルダはつばを飲んだ。

　今のままでは、ルート・ランガートに勝つなど、永えい劫ごうにありえない。

　自分の全てを受け入れ、背負い、その上で生きる覚かく悟ごがない自分では。

「ボクは黒犬なんかじゃない……ヒルデガルド・フォン・ヘッセンだ！」

　決意すると、彼女は着ていたステージ衣装を脱いだ。

「入るわよ～……て、ちょっと、なにやってるのよ!?」

　そこにちょうど現れるマレーネ。

　出番直前に、いきなり服を脱ぎだした少女に、驚おどろきの声を上げた。

「あ、あのね！　そりゃあ昔は祭りの時は神子が裸で舞い踊り祈りの歌を捧ささげるって言ったけど！　そういうのはもっと肉感的な美女のほうがお客さんも喜ぶわよ!?」

「なにを誤ご解かいしてんだ！　あとなにげにボク、バカにされたか!?」

　ヒルダはまだ十五歳さい。

　ミリィほど幼児体型ではないが、まだまだ発展途上なお年ごろなのだ。

「そうじゃなくて……濡れたら困るから」

「濡れる？」

　ヒルダの言っている意味がわからず、マレーネは首を傾かしげる。

　そうしているうちに、ヒルダが水差しを手に取ると、中の水を頭からかぶった。

「え!?」

　驚くマレーネだったが、その驚きは、二重の意味でであった。

　一つは、いきなり水をかぶったこと。もう一つは、それまで金色だったヒルダの髪かみの、染料が流れおち、下の黒髪が顕になったからだ。

「この染料……染めるのも簡単だけど、落とすのはもっと簡単なんだ」

　ワイルティア公国兵器開発局の作った諜ちよう報ほう変へん装そう用ようの染せん髪ぱつ剤ざいは、まだ開発段階にあった。

　たかが水一いつ杯ぱいをかぶるだけであっさり落ちてしまうほど、耐水性が低いのだ。

　手て櫛ぐしで髪をかきあげるだけで、金色はあっさり落ちてしまった。

「いいの……？」

　髪だけではない。目にはめていた碧あお色いろのレンズも外すヒルダを前に、マレーネは訊ねる。

「ああ、かまわない……この髪と目で、ボクは生きてやる。笑いたきゃ笑え！」

　ヒルダの目には、強い決意がこもっていた。

　まるで、戦を前にした騎き士しように、誇ほこり高さすら生まれている。

「いいんじゃない」

　心から、マレーネはそう言った。

「ポルポラなんて迷めい信しんよ。だって、そんなにきれいな黒髪、ポルポラが置いていくわけないんだから」

　そう言って肩かたをすくめるマレーネに、ヒルダはニッと、不敵に笑った。




「主さま、お急ぎ下さいまし！」

「わかってる。わかってるって、スヴェン」

　感謝祭で賑わう街の中を、スヴェンとルートが走る。

　目当ては、今から行われる、ヒルダの〝歌〟である。

　ルートはパン焼き、スヴェンはその仕出しと、ともに朝から大忙しだったのだが、このステージだけは見ようと、一いつ旦たん業務を中断としたのだ。

「スヴェンがそんなに楽しみにしているとは思わなかったなぁ」

「ながっ!?」

　前を走っていたスヴェンは、ドキリと体を震わせ、足の動きがぎくしゃくとなる。

「ちちちち、ちがいますわ！　あの小娘、現在は当店の従業員という名目になっておりますのよ！　もしなにか粗そ相そうをしたら、当店の責任問題となります！　ですから……」

　しどろもどろとそれらしい言い訳を並べているが、スヴェンが、ヒルダのことを案じているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「そうか、そうだね」

　少しおかしそうな顔で口元を歪ゆがめ、ルートはそれ以上追求しない。

　スヴェンは、ルートのことを心から愛し、彼のためならば全ぜん身しん全ぜん霊れいを捧げるまでに献けん身しん的だ。

　しかし、それ以外の人間に対しては、時に驚くほど冷徹に接する時があった。

　ジェコブなどにはまだ温和に接するが、それも「ルートの友人」という前提があるから。

　逆に、ルートに敵対したとあらば、それが女子供でもまったく容よう赦しやしない。

　いや、できない……といったほうが正しい。

　スヴェンの純じゆん粋すいな思いに感謝しているが、それゆえの危うさを危き惧ぐしていたルートにとって、今の状態は、喜ばしくさえあった。

　大通りを抜け、街の広場に到とう着ちやくする。

　そこでは、ちょうど壇だん上じようにヒルダが上がってきたところだった。

「あら……」

　その姿を見て、わずかに驚きの声を上げるスヴェン。

　出てきたヒルダは、変装用の金色に染めた髪ではなく、黒い、地毛の姿で現れたのだ。

「あの子……」

〝ポルポラの子〟〝黒犬〟と、蔑さげすまれていた自分の象徴を、大衆の前に晒さらしている。

　エリート意識に凝り固まった親衛隊の兵士なら、死んでもやらないような行動だ。

「あれ……あの子、パン屋の下働きじゃねぇか？」

「ああ、いつもぶすっとした愛想のない……」

「髪、染めてたのか……」

　広場に集まった人々も、現れたヒルダを見て、口々に声を漏もらす。

「…………………」

　マイクの前に立つヒルダは、肩を震わせ、不安そうな顔だった。

「あ………」

　声を出そうとするが、緊きん張ちようが邪じや魔まをする。

　喉のどを締め付け、体をこわばらせる。

　彼女の歌唱力は間ま違ちがいなく本物、それはマレーネも保証した。

　だが、「歌がうまい」ということと、「人前で歌える」ということは、また別種の才能と、度胸を必要とする。

「なにやってますのあのおバカ！」

　声を上げるスヴェン。

　我がことのように、焦あせりと、いら立ちと、もしかして、いっそ舞台に飛び込んで、ヒルダをかっさらって逃がしてやるべきかと考えているかのような顔だった。

「もう少し、見ていよう……」

　そんなスヴェンの肩に、ルートが手を置く。

「おいおい、なんだあいつ、いつになったら歌うんだ？」

　観衆の中から、あざ笑う声が起き始める。

「おいガキー！　唄えねぇならさっさと替われー！」

「なんなら俺おれが歌ってやろうかぁ～!?」

　酒に酔よった男たちが、からかうように声を上げ、周りの者たちもそれに合わせて、嘲笑が上がり始める。

「うっ………」

　小さく、苦しげに呻くヒルダ。

「主さま、ちょっくらわたくし黙らせてきますわ！」

「だめだめだめだめ!!」

　腕うでまくりして酔っ払ぱらいたちのもとに向かおうとするスヴェンを、ルートは慌あわてて引き止める。

　だが、その時、新たに声が上がる。

「騒いでんじゃねぇ！　嬢じようちゃんが歌えなくて困ってんだろうが!!」

　広場に響き渡る怒ど声せい。

　観衆たちが振り向いたそこには、今、丁度広場に到着した、ベルツ鉱山の鉱夫たち御一同様。そして声を発したのは、彼らの頭目であるローエルだった。

「ったく、歌を鑑かん賞しようするマナーってもんも知らねぇのか、コラ！」

　太い腕を組み、睨にらみつけるローエル。

　彼だけではない、同じくガタイのいい鉱夫たち全員が、一いつ斉せいに凄すごみを利きかせる。

「ひ、ひぇっ!?」

　今しがたまで調子に乗って騒いでいた酔っ払いたちが、全員震え上あがり、言葉を失う。

「おう嬢ちゃん！　聴ききに来てやったぜ！　いっちょ頼たのむわ！」

「今日は黒髪か！　似合ってんじゃねーか！」

「応援してっぞ！　頑張れー！」

　口々に、ヒルダを激げき励れいする鉱夫たち。

「あの方々……なんで……」

　彼らの姿を見て、スヴェンは困こん惑わくする。

　一度鉱山を訪おとずれて顔は合わせたが、ヒルダは彼らとロクに交流を持とうとせず、飛び出し逃にげ出した。

「元は気のいい人達だからね」

　スヴェンの疑問に、ルートは答えるが、無論、それだけが理由ではない。

　鉱夫の大半は、この街に土着していた住民ではなく、外から流れて来た者たちである。

　それぞれ、様々な事情を持ち、それゆえに、一度仲間に加えたならば、強い結束を築く。

「主さまにはずっといじわるしてたのに……」

「え～っと、まぁそれは……」

　それも、仕方のない事なのだろう。

　オーガンベルツはそうでもないが、ペルフェはあちこちに戦争の爪つめ痕あとが刻まれた土地だ。

　そんなところに、ワイルティアの元軍人がパン屋を始めましたと言われても、ただの道楽か悪趣味としか思われない。

　貧しいペルフェの民に、豊かなワイルティアの人間が美味おいしいパンをくれてやりに来たぞと、高慢さすら感じたのだろう。

「だけど、わからない人たちじゃないんだ。頑張ろうとしている人を、ちゃんと受け入れてくれる人たちでもある」

「自分の作ったパンを食べてもらいたい」というルートの真意を知り、彼の努力を知ってからは、むしろ最も強く受け入れてくれたのも彼らだった。

　いまヒルダは、オーガンベルツの人々の、年に一度の楽しみに、華を添そえようとしている。

　その姿勢を評価し、受け入れ、激励しているのだろう。

「……………！」

　驚きと、戸惑いの表情だったヒルダであったが、何かを受け入れるように顔を引き締めると、深く、おじぎをする。

「歌がうまい」ことと「人前で歌える」ことは、別種の才能を必要とする。

　歌の才能はただの歌唱力だが、人前で歌う才能は、「誰かに聴いてもらいたい」という思いがなければ始まらない。

　この日ヒルダの心に、ようやく最後のピースが埋うまった。

「Ａｈ…………………」

　長く、遠く、澄んだ声を上げるヒルダ。

　それだけで十分だった。

　ざわざわと声を上げていた観衆たちが、全員がハッと目を開き、彼かの女じよに注目する。

「この歌は、聴かなければならない」、と思わせる歌声だった。




　遥はるか遥か昔、世界にまだなにもなかった頃、神様はただ二人の人間に言った。

「この世界はお前たちのもの、あとは好きにするが良い」

　そこにいたのは、一人の青年と、一人の娘むすめ。

「好きにしろと言われても、何もない世界でどうすればいい」

　そう問いかける娘に、神は答える。

「なにを言う、あるだろう。目の前に、全てが」

　言うや、世界に空ができた。

　言うや、世界に海ができた。

　言うや、世界に大地ができた。

「目の前にある全てを好きにせよ。全ては汝なんじらの自由」

　大地を耕せば、実りが得られよう。

　海に棹さおさせば、恵みを得られよう。

　時に天より、雷かみなりは下る。

　されど、慈じ雨うは大地を濡らし、太陽は汝らを暖める。

「この世界はお前たちのもの、あとは好きにするが良い」

　神はそう言い残し、扉とびらの向こうに去っていく。

　いずれ再びこの扉開くことあらば、その時は約束を守ろう。

　汝らに、全てを委ゆだねよう。

　生きよ、増えよ、地に満ちよ。

　神のことなど忘れてしまうほど、生命の喜びを謳歌せよ。




　それは、ワイルティアやペルフェができる、ずっとずっと昔から伝わる、「喜びの歌」と呼ばれるものだった。

　神の祝福と、生命の讃さん歌か。

　苦難に耐たえ、生きる者たち全てを、神は愛し、見守っているという歌である。

「ふぅ………」

　歌い終え、一息吐つくヒルダ。

　しん――……っと、観衆は静まり返っている。

　遠くに飛ぶ、鳥の鳴き声すら聞こえるほどの静せい寂じやく。

　目の前の人間全てが、音を出すことをやめてしまったかのような沈ちん黙もく。

　ぱち……

　誰かが、小さく手を叩く。

　ぱちぱち……

　それに呼応して、一人また一人と、手を叩く。

　大きな堤防が、小さな穴あなから崩くずれて大だい決けつ壊かいを起こすように、連れん鎖さは広まり、そして――

　ワアアアアアアッ[image: ]

　観衆は大歓声を上げた。

　割れんばかりの拍はく手しゆ。口くち笛ぶえをふき、腕を振り上げ、飛び上がり、観衆全てが、それぞれの形で、ヒルダの歌に惜おしみない賞賛の嵐あらしを吹き荒らす。

「ありが……とう……！」

　ヒルダはその光景に、心からの喜びの気持ちを込めて、深く一礼をする。

　聴いてくれたこと、喜んでくれたこと、賞賛してくれたこと、全てに感謝した。

　誰だれに強制されたからでもなく、自らの意志で選び、何かを成し遂とげた。

　その心地ここち好よい達成感の中、ヒルダは、この上ない嬉しそうな笑顔だった。

「あれ……」

　気づかぬうちに、スヴェンの両目から、涙が流れていた。

「わたくし……一体……なんで……？」

　こんなことは初めてだった。

　人間型猟りよう兵へい機きである彼女にとって、涙とは、眼球の生体部品を湿しつ潤じゆんさせるためのものでしかない。
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　だが、人の心を得て、成長を続け、悲しみと喜びに、涙を流せるようになった。

「悲しくもないのに……なんで……」

　胸の中の、スヴェンの心臓であり脳である、彼女の核かく――レザニウムリアクターが、不規則な躍やく動どうを繰くり返かえしている。

「これが……感動というものなの……？」

　初めて感じる思い。だが同時に、懐なつかしさすら覚える不思議な思いに、スヴェンは包まれた。




　広場のそばにある、路地裏の陰かげから、ハイドリゲはステージの上のヒルダを見ていた。

　観衆の拍手は止まらない。

　アンコールを求める声まで起き始めている。

　嬉しそうな笑顔で、それに応こたえるヒルダ。

　本来なら見られる側の芸人や、店をほっぽり出した屋台の店主まで集まっている。

「なんだ……そんな顔が、できるんじゃないか」

　ポツリと、ハイドリゲはつぶやく。

　てっきり自分と同じだと思っていた小娘が、たった十日で、随ずい分ぶんと、いい顔をするようになった。

「ああ、ならしょうがないよなぁ……」

　そして、ハイドリゲは決意する。

　そうしなければならない。

　それ以外に方法はない。

　ならば、そうなろう。そうしよう。

　正真正銘の、〝人じん狼ろう〟となろう。







第七章「一枚のビスケット」







　王都ベルン――親衛隊が突とつ撃げきを開始して、六時間が過ぎようとしていた。

　これがもう少し早い季節ならば、とっくに日は昇のぼり、彼らも撤てつ退たいしたかもしれない。

　しかし、晩秋のベルンの夜明けは遅く、未いまだ、深い闇やみの中にある。

「あともう少しだ！　耐えろ!!」

　声を上げ、部下たちに檄を飛ばすソフィア。

　夜明け前が最も闇が深い――そんな言葉がある。

　最も辛つらい今を乗り越えれば、必ず希望が見える。そんな意味である。

「一時間……いや、三十分でいい、持ちこたえろ！」

　警備部隊で、まともに戦える兵士は半数も残っていないが、戦力差を考えれば、生き残っている方である。

「ちっ！」

　迫せまり来る親衛隊兵士に向かって弾だん丸がんを放っていたサブマシンガンが、弾たま切れを起こす。

「サリヤ、換えの弾だん倉そうを！」

　隣となりにいたサリヤに声をかけるが、返事がない。

「サリヤ……どうした？」

　バリケードに頭を隠し、サリヤの方に目を向ける。

「サリ――」

　そこに、サリヤ上等兵はいなかった。

「バカモノ……このあと休きゆう暇かをとらせてやるといっただろう……なに先に休んでいる……！」

　そこには、サリヤ上等兵だった者の死体があるだけだった。

　頭を撃うち貫かれ、自分が死んだことも気づかず、壁かべに倒れこんでいた。

「ソフィアさぁ～ん……生きてますかぁ～……」

　悲痛にくれるソフィアの前に、地べたを匍ほ匐ふく前進しながら、ダイアンが現れる。

　頭には、おそらくこれも開発局の新装備なのだろう、無む駄だに頑丈そうなヘルメットをかぶっていた。

「今は……貴様のボケ顔に付き合っているヒマはない……失うせろ。奥おくで震えていろ！」

　すでに、ソフィアたちに残された陣じん地ちは、開発局の最深部と、ダイアンの執しつ務む室しつを含んだ数区画のみであった。

「ソフィアさん……こりゃもうダメです。降伏しましょう」

「なにを……貴様！」

　提案するダイアンに、ソフィアは怒いかりの声を上げる。

「指揮官なら、引き際ぎわをわきまえるべきです。このままじゃ部下もみんな死にますよ？」

「白旗上げるならとっくにやっている！　あともう少しで活路が――」

「開けません。多分ですが」

　ソフィアとて、愚将ではない。

　勝ち目のない戦いを、意地とプライドだけで続けるほど、バカではない。

　援軍の見込みもない籠ろう城じようなら、むしろ部下の命を守るため、自身が捨て石になることすら躊ちゆう躇ちよしないが、あと少し耐え切れば勝てるという段階なのだ。

「ソフィアさんたちはがんばりましたよ。ですが、私の見込みが少し甘かった」

　だが、状じよう況きようはもっと悪かった。

　ソフィアは知らされていないが、ダイアンは近習の人間型猟兵機レベッカを、救きゆう援えん要よう請せいに向かうよう走らせた。一時間以上も前である。

　レベッカの脚あしならば、とっくに軍司令本部にたどり着いているはずだ。

（なのに、援軍は来ない……ということは……）

　まともな兵士では、どれだけ束になっても、レベッカを止めることは不可能。

　ダイアンはそのように作った。

　それでも、帰ってこないということは、まともでない何者かにレベッカは倒たおされたということである。

（ゲーニッツさん……なにを考えている……？　なにが目当てなんだ……？）

　それだけの隠し玉まで動員しての侵しん攻こう。

　たとえ真昼まで耐え切ったとしても……いや、長引けば長引くほど、最悪の展開が待っているのは間違いない。

「黙れ！　貴様の見込みなど聞いていない！　ここで退ひけるか！」

　しかし、そんな事情を知らないソフィアが、納なつ得とくできるはずがなかった。

「ソフィアさん、お願いだから落ち着いて。今ならあなただけでも助けられる！」

　降伏し、武装解除し、その上でゲーニッツが欲しがるものをさっさとくれてやれば、ダイアンは確実に生き残れる。

　ついでに、ソフィアの命一つくらいなら、わがままも聞いてもらえるかもしれない。

「ふざけるな！　降伏するにしても、まずは非ひ戦せん闘とう員いんの職員！　次に私の部下！　そして私！　最後が貴様だ！」

「私、最後ですか!?」

　この期ごに及およんでも辛しん辣らつなソフィアだった。

「ん……待て、様子がおかしい」

　ふと、ソフィアが異変に気づく。

　先さき程ほどまで鳴りまくっていた敵側の銃じゆう撃げきが収まったのだ。

「今度はなにをするつもりだ……？」

　恐おそる恐る、バリケードから顔を覗のぞかせ、向こう側を確かく認にんする。

「やですねぇ……戦闘車両の次は猟兵機でも持ちだすんじゃないですか」

「不吉なことを言うな！」

　続いて顔を上げたダイアンに、ソフィアはツッコんだ。

「なんだ……？」

　視線の先の親衛隊の兵士たち。

　今さっきまで銃撃を加えていた小銃を掲げ、全員が立ち上がっている。

（戦闘中になにをしているんだあいつら……）

　身もかがめず、遮蔽物に姿も隠かくさず……これでは、狙ねらってくれというものである。

　まるで、自分の命以上に、守らねばならぬ掟に従っているようであった。

　兵たちは左右に分かれ、中央から来る何者かに、道をあけている。

　不気味なほどの静けさ。

　ついさっきまで激戦が繰り広げられていたとは思えぬ、静寂。

　カツン……コツン……と、床ゆかを歩く音が近づいてくる。

　ソフィアを始め、警備部隊側も、発はつ砲ぽうはおろか、銃を構えることすら忘れ、音の主が近づくのを見守らされてしまう。

「まさか……」

　近づいてくる人影を見て、ソフィアは信じられないとばかりに、言葉を漏らす。

　ありえない。

　あの男が、こんな場所に、このタイミングで現れるなど。

「これは……さすがの私でも予想外です……」

　ダイアンの言葉すら、耳に入っても応じることができなかった。

　ただ、日ひ頃ごろ飄ひよう々ひようとした物もの腰ごしのこの男の声が、動揺しているのを初めて聞いたということだけ、ソフィアは感じる。

「よくもまぁ……無駄な抵てい抗こうを続けてくれたな」

　現れたのは、美しい金色をした、長髪の青年。

「き……貴様は………」

「ソフィアさん、いけない！」

　ダイアンが叫さけぶ。

　思わず、ソフィアは立ち上がり、バリケードから体が出てしまう。

　それほどまでに、現れた男は、ここが戦場であるということを忘れさせる存在感を放っていた。

「〝貴様〟とは、不ふ遜そんだな。ルンテシュタット少しよう佐さ……私は親衛隊ではあるが、れっきとした軍の将官でもあるのだぞ」

　男の肩には、ワイルティア公国の中ちゆう将じようを示す階級章が飾かざられている。

「なぜ……ここにいる……ゲーニッツ!?」

　マクシミリアン・ゲーニッツ――ワイルティア公国軍中将にして、親衛隊総司令である。

「私の戦場に私がいることが、なにかおかしなことでもあるのかね？」

　優ゆう雅がに、ゲーニッツは手をかざす。

　それはまるで交響曲を指揮するコンダクターのようであったが、握にぎられているのは指揮棒ではなく、銃――ワイルティア軍の象徴とさえ言われる名銃ワルサーＰ３８だった。

「しまっ………!!」

　気づいた時には、すでに引き金が引かれた後だった。

　銃声が、響ひびいた。







　出番を終えたヒルダは、ステージそばの、控えスペースに戻もどる。

「ふぅ……」

　まだ、胸の高鳴りが止まらない。

　観客の反はん響きようは素晴らしく、アンコールで三曲も歌ってしまった。

「いい気分じゃないか」

　鏡に映るのは、誇らしげに笑う自分の顔。

　ポルポラの子、黒犬――そんな自分を縛しばり付けていた言葉が、不思議と小さく思える。

　貴族とか、軍人とか、ワイルティア人だとか、そんなものが小さなくくりに感じる。

　今なら、なにか言われても、「だからどうした！」と怒鳴り返せそうな気がする。

「これから……どうしよっかな……」

　すぐに全すべてを捨てられるわけではないし、一から始められるわけでもない。

　それでも、今のまま軍人として生きるにしても、それ以外の道を選ぶにしても、自分の意志で、選べる気がする。

「ん……？　マレーネ？」

　仕切っていた幕がめくられ、誰かが入ってくる。

　着替えも行われる場所である。マレーネならば、まずはひと声かけただろうに、その男は、何も言わずに入ってくると、スペース内を見回し、ヒルダ以外に誰もいないことを確認する。

「あんた……トッカーブロートの人だよね？」

　現れたのは、二十歳はたちそこそこの、地味めな青年だった。

　目立ったところのない……というよりも、目立つ要素を意識的に排はい除じよしたような風体。

「オマエ……何者だ！」

　実戦に出たことはないとはいえ、市し井せいの小こ娘むすめほどヒルダは迂う闊かつではない。

　青年の薄皮一枚剥はいだ向こうにある不ふ穏おんさに気づき、警けい戒かいする。

「やっぱり間違いねぇ、コイツだ！　髪の色は違ちがうが、変装してやがったんだ！」

　だが、気づいてしまったことが、青年の――いや、青年たちの行動を過激なものに変えた。

　外に控えていたのだろう他ほかの男達が、一気に雪崩なだれ込む。

「誰か――」

　声を上げようとするヒルダだったがその前に、麻あさ袋ぶくろを頭から被かぶせられた。

　小麦などの搬はん送そう用ように用いられる、人一人すっぽり包つつみ込める大きさ。

　小こ柄がらなヒルダは、一いつ瞬しゆんで足首まで包まれる。そして――

「――――!!」

　袋の上から、男たちは何発も殴なぐり、蹴けりつけた。

　声を上げさせず、抵抗する気をくじき、気絶したなら最上という、効率的な方法である。

「よし、連れてけ！」

　その上で、そのまま周りに気づかれずに「運び出す」ことができる。

　あっという間に、ヒルダは謎なぞの男たちに連れ去られてしまった。




「なん……ですの、こりゃあ!!」

　驚きと憤いきどおり、なにより怒りを山盛りにこめた声を上げるスヴェン。

　トッカーブロートの面々が、ヒルダがさらわれたことを知ったのは、それから十分もかからなかった。

　すぐ後に控えのスペースを訪おとずれたマレーネは、一枚の書き置きが残されているのを見つける。

　そこに書かれた文面、出した者たちの名前を見て、彼女は奈な落らくの底に落ちたような気分になった。

「まさか……まだいたのか、あいつら……」

　日ごろ強面こわもてと言われる顔を、さらに苦悩に歪め、ルートは言葉を漏らす。

　公的機関に助けを求めることもできず、仕方なく、マレーネはルートたちを頼たよった。

　手紙にはこう書かれていた――

「女は預かった。返して欲しければ、ルート・ランガートとハイドリゲの二人でマレーネを連れ、町外れの森に来い」

　送り主は、ペルフェ解放同盟と書かれていた。

「私のせいだわ……」

　床に膝ひざをつき、涙なみだを流すマレーネ。

　ペルフェ解放同盟とは、かつてマレーネが所属していた、反ワイルティアのテロリスト集団である。

　先の事件で、彼女を守るため、ルートとスヴェンが動いた。

　大半は逮たい捕ほされ、組織は壊かい滅めつしたと思われたが、生き残りたちが、逮捕されずにすんだマレーネを手がかりに、ルートたちの存在を知ったのだろう。

「なんで……ウチの中ちゆう尉い殿どのが……？」

　不ふ審しんがるハイドリゲ。

　ルートたちとペルフェ解放同盟との事件は、半年以上前。

　ヒルダは無関係である。

「おそらく……わたくしと間違えたのでしょうね」

　深くため息を吐きながら、スヴェンが言う。

「以前、取材を受けたことがあるんですの……その時は、黒髪に染めてましたので」

　新聞に載のった写真は、白黒で、しかも解像度の低いものだった。

　たまたまマレーネの教会を訪れ、さらに地毛の黒髪をさらしたことで、スヴェンと間違われたのだろう。

「だが……なんで俺まで呼び出だされているんだ？」

　再び、ハイドリゲは疑問を口にする。

　オーガンベルツを訪れてまだ十日程度、その前には監かん獄ごくに入れられていた者の名前を、なぜ彼かれらが知っているのか。

　ペルフェ解放同盟は、ワイルティアの敵対国オーガスト連れん邦ぽうの傀かい儡らい組織である。

　だがオーガストは、先の事件で関与を疑われ、国際問題になることを恐れ、すでに手を引いている。

　今の同盟は、仰ぎよう々ぎようしい名前を名乗っているが、ただのチンピラの寄せ集めにすぎない。

　そんな連中が、ヒルダとスヴェンの区別もつかなかったような者たちが、ハイドリゲの名前を知っている――引っかかる話だった。

「明らかに……なにかあるな……」

　怪あやしいなどというレベルではなかった。

「主さま……どうなさいますか？」

　念のため、とでも言いたげな口調で、スヴェンは問う。

　ヒルダはルートを殺そうとした。その事実は変わらない。

　一度のみならず二度もだ。

　そうでなくとも、たかが十日程度の付き合い、命をかけるほど大した付き合いがあったわけではない。

　普ふ通つうの人間なら、どう考えても「NeinＮＯ」と言うところだろう。

「ほうっておくわけには……行かないだろ！」

　だが、ルートの答えは違った。

「ああ、やはり……」

　そう言うと思ったとでも言いたげに、スヴェンは額を押おさえる。

　いつもは、「自分はもうただのパン屋だ」という姿勢を貫こうとするのに、いざこうなった時には、「ただのパン屋」であろうとしない。

　この局面、一いつ般ぱん人じんなら公的機関に通報し、後を託たくすのが常識だ。

　だが、そうすれば、ヒルダが生せい還かんできる可能性はぐっと下がる。

　それに、マレーネの立場が危あやうくなり、今度こそ過去の罪ざい状じようで摘てき発はつされるおそれがある。

　それがわかっているからこそ、ルートは見捨てる事ができなかった。

「すまないハイドリゲ……あんたまで巻き込んでしまって」

「いや……逆だろ……」

　それどころか、真剣な顔でそう言うものだから、ハイドリゲも呆あきれた顔でツッコむ。

「はっはっはっ……たくの主さまのお人ひと好よし具合を舐なめてもらっちゃ困りますわよ、ええ、ええ、ええ!!」

　もはやいつものことと思いながらも割り切れないスヴェン。

　だが、いつものことなのだからこそ、その中で最愛の主のために知恵の限りをつくすのも、僕しもべたる彼女の役目だった。

「ならばせめて、ちょいと策を練りましょう。言われたとおりにやってたら、解決するものも解決しませんわ」

　言いながら、スヴェンはにやりと笑った。




　オーガンベルツは鉱山の街。

　ゆえに、その都市開発も、従来の街とは成り立ちを異とする。

　鉱山周辺と、産出する鉱石を移送するために道路を最優先で整備し、そこにくっつく形で、町並みができた。

　そして、市街地以外の場所は、ほぼ手付かずの、山や森が残されている。

　少し街から離れれば、鬱蒼と茂る木々が埋うめ尽くしている。

　ペルフェ解放同盟の残党が、来るように指示した場所は、そんな森の一角にある、小さな炭焼き小屋であった。

「おう……来たみたいだぜ」

　残党たちの一人が、近づくルートたちの姿を見つける。

　奇き襲しゆうなどさせないように、ランタンを手に近づくよう手紙には記されていたのだ。

　人影は三つ――ルートとハイドリゲ、そしてマレーネである。

「う……」

　残党たちの数は十人もいないが、それでも古い炭焼き小屋ではせまく、息苦しい。

　全員外に出て、火を焚たいて、ルートたちが来るのを待ち受けていた。

　人ひと質じちのヒルダも同様。

　乱雑に縄なわで縛しばられ、物のように転がされている。

「なんで……来た……？」

　ルートに自分を救う義理はない。

　ハイドリゲも、命まで賭かける義務はない。

　なのに現れた彼らに、ヒルダは喜びや悲しみよりも、困惑の方が近かった。

「約束は守った！　その子は解放してくれ！」

　炭焼き小屋まで十メートル。どれだけ鍛きたえられた脚きやく力りよくでも、一歩では近づけない距きよ離り。

　そして残党たちの手には、銃が握られている。

　どこのゴミ捨て場で拾ってきたのかわからないような、時代遅れの旧式リボルバー銃。

　ろくに整備もしていない、鉄くずの親しん戚せきも同然である。

　だがそれでも、弾たまは出るだろう。

　そして、至し近きん距離で喰くらえば、人を殺すことは可能だろう。

「まずはその女をこっちによこせ」

　残党のリーダー格が、銃じゆう口こうを向けながら言った。

「そいつは裏切り者だ。他の奴やつらは全員捕まったのに、そいつだけ自由なのは、裏切って俺おれたちを売ったからだ！」

　残党たちからすれば、組織壊滅の引き金となったルートらと、裏切り者のマレーネの始末は、ワンセットの報復なのだろう。

「わかった……」

　応じるルート。

　マレーネはうつむきながら、戸と惑まどうような足取りで、ゆっくりと残党たちの側に進む。「のろのろしてんじゃねぇ！」

　旧式リボルバーの銃爪が引かれ、放たれた弾が、マレーネから一、二メートルほど離はなれた地面を弾はじく。

「ひっ！」

　怯おびえた悲鳴を上げるマレーネ。

　震ふるえながら、なんとか歩を進ませ、残党たちの目の前にたどり着く。

「おい」

「うぃっす」

　残党の中で、ひときわ図ずう体たいのでかい男が、マレーネの肩かたを鷲わし掴づかみにして、押さえこむ。

「ホントなら……裏切り者はすぐに殺すのが俺らの掟おきてだが……お前にはちょっといいモン見せてやるよ」

　マレーネに銃口を向けつつ、リーダー格の男は言う。

「お前ら……今から殺しあえ！」

　言うと、楽しげに高笑いをあげる。

「そういうことか……」

「なるほど……」

　ルートとハイドリゲは、双方、テロリストたちの魂こん胆たんを理解した。

　彼らとしてはルートを殺したい。

　しかし、まともに向かえば返り討うちに遭う。

　ならば、人質を取ればいい。

　しかし、それでも虚きよを突かれてやられるかもしれない。

　それなら、同じくらい強いヤツを差し向けて殺し合わせればいい。

　自分たちの弱さを棚たなに上げた者だけが選べる、下げ劣れつな作戦だった。

「どうする……？」

　ハイドリゲが静かな口調で、ルートに問う。

「そうだなぁ……」

　困ったように、ルートはつぶやく。

　断れば、人質のヒルダだけではない。マレーネも殺される。

　たとえ、言うとおりにしたところで、どちらか一方が死んだところで、彼らがヒルダだけでも解放する可能性は少ない。

　しかし、しなければまず間ま違ちがいなく、今すぐにヒルダかマレーネのどちらかが死ぬ。

「……………」

「……………」

　両者、無言で距離を取り、格かく闘とう戦の構えを取る。

「へへ……アイツから聞いたとおりだぜ……あの黒くろ髪かみの女さえどうにかすりゃあ、どうにでもなるってな……」

　リーダー格の男が、言葉を漏もらす。

「アイツって誰？」

　押おさえつけられていたマレーネが、うつむいたまま訊たずねる。

「それは……って言うかバカ！　アイツらのどっちかが死んだら教えてやるよ」

　言ってから、また、何がおかしいのか高笑いを上げる。

「おいコラ！　早くしやがれ！」

　そして未だに睨にらみ合うだけで、戦いを始めようとしないルートたちを怒ど鳴なりつける。

「う～ん……」

　緊きん張ちよう感かんのない声で悩むルート。

　気まずそうな顔で、手を挙げる。

「念の為ために聞きたいんだが……」

「なんだよ？」

　いきなり質問をされたものだから、リーダー格の男も受け付けてしまう。

「何もなかったことにしないか？　人質を返して、このままこの街から立ち去ってくれないだろうか？」

「はぁ……？」

　あまりの能天気とも思える言い分に、呆あきれる残党たち。

「あんたたちにも、家族とか……その、いろいろ、いるだろ？　もうこんな事やめて、穏やかな生活に戻ったほうがいいと思うんだ」

　テロリストなどと大げさに名乗っているが、彼ら自身は山さん賊ぞくの類たぐいにも劣おとる、街のチンピラ集団である。

　先の事件で捕縛された者たちも似たようなものだったが、その時にいたオーガストの工作員が手下として選んだところを見ると、彼らはまだ比較的〝マシ〟なほうだったのだろう。

「今ならまだ間に合う」

　説得を続けるルート。

　残党たちの顔を直接見て、ルートはわかった。

　彼らは、二軍以下……正規構成員として認められていたかも怪しい。

　目線の配り方、立ち位置の取り方、体の動かし方……その全すべてが隙すきだらけ。

　それだけではない。

　彼らには、人を殺あやめた者がもつ、濁だく業ごうとも言うべき臭においが感じられない。

　明確な殺意をもって、命を刈かり取ったことがある者が持つ空気がない。

　それは、見る者が見ればすぐに分かる。

　同じ様に、多くの人間を殺めた者ならば、群衆の中に紛まぎれていようが、気配で分かる。

　ルートからすれば、この場にいる者の中で、その業を背せ負おった者は、自分以外に一人しかいない。

「ガタガタうるせぇんだよ！　いいからさっさと殺りやがれ！　殺られやがれ!!　ボケが！」

　激高するリーダー格の男、腹立ちまぎれに銃を撃うつ。

　狙いなどろくにつけていない。

　当てる気もないのだろうが、それにしてもデタラメな撃ち方だった。

「さっさとしねぇと、まずはこの裏切り者から殺すぞ！」

　マレーネの頭を掴つかみ、無理やり顔を上げさせると、額に銃口を押し付つけた。

「あれ……？」

　あまりにも乱暴に掴んだため、彼かの女じよが被っていたベールが外れる。

　ベールに隠れていた髪かみの毛が、ふわりと広がり、顕あらわになった。

「お前……誰だ……？」

「狼ろう藉ぜき者ものに名乗るほど、わたくしの名は安くありませんわ」

　銀色の髪をふわりと広げ言ってのけたのは、マレーネではなく、彼女の修道服をまとったスヴェンだった。

「やはり、あのシスターとの面識はなかったようですわね」

　彼らはスヴェンとヒルダの区別もつかなかった。

　おそらくオーガンベルツの現地連れん絡らく員だったマレーネとも、直接顔は合わせたことがない。

　だからこその身代わり作戦であった。

「いつまで……わたくしに触れているつもりですの!!」

　自分を押さえつけていた、巨きよ漢かんのテロリストの手を掴むと、そのまま力まかせにぶん投げる。

「な、なんだとおおお!?」

　百キロ近い大の大人の男が、片手一本でできの悪いぬいぐるみが捨てられるように、放ほうり投なげられた。

「ごへっ!!」

　地面に叩たたきつけられ、そのまま気を失う。

「な、なんだこれ……!?」

「ど、どういうことだよ!!」

　慌あわてふためく残党たち。

「ったく、何もかもが愚おろか者ですわね！」

　もはや呆れる以外にしてやれることなどなにもないとばかりに吐はき捨すてると、スヴェンは飛び上がり、まずは正面の一人に蹴りを放つ。

「ごっ!?」

　続いて、その男を足場とし、もう一度跳躍。

　回し蹴りを右隣の男の首筋に食くらわせる。

「がはっ!?」

　巻き込むようにそのまま脚を回転させ、地面に叩き付けると、遠心力を利用してそのまま空中でもう一回転し、さらに隣の男の脳天にかかと落としを食らわせる。

「ぐべっ!?」

　そのまま相手の頭部を引っ掛けるようにして地面に叩きつけ、今度はさらにもう一人に反動を使っての肘打ちを叩き込む。

「ぐっ……!?」

　地面を蹴り、飛び上がってから、再び着地するまでの間に、四人が倒された。

「ひ、ひえええ!?」

「なんだこいつは！」

「話が違うぞ！」

　慌てふためく、他の残党たち。

　可か憐れんな少女が化け物じみた強さで半数近くを叩きのめしたのだから、素人しろうとも同然の彼らでは冷静さを保てるわけがない。

「待てコラ！　逃にげてんじゃねぇ！」

　数の利や、策とも言えない姑こ息そくな手段に頼ったような者たち。

　ろくな団結力もないのか、優位さが崩れた途と端たん、逃げ出し始める。

「こっちには人質がいるんだぞ！　ビビる必要なんざ……」

「おっと、そこまでですわ」

　スヴェンはともかく、ヒルダは縄で縛られ身動きもできない。

　銃を突つきつければ、スヴェンの動きを止められる。

　リーダー格の男はそう思ったのだろうが、その前に、スヴェンに腕うでを掴まれる。

　ゴキッ！

　骨が折れる音――ではない、骨が砕くだかれる音が響く。

　スヴェンの身体能力は、超人の域にある。

　だがそれは、各種リミッターを施ほどこし、あくまで「人間レベルの超人」に抑よく制せいされている。

　この夜、彼女はその幾いくつかを、少しだけ解除した。

　その速度、さらに力は、超人以上のそれとなっていたのだ。

「があああああっ!!」

　スヴェンに腕を握りしめられるということは、工業機械にプレスされるも同様。

　骨を砕かれ、銃を握るどころではなくなり、痛みにもがき苦しむリーダー格。

「うるっさいですわよ！」

　その顔面を、鼻の軟なん骨こつが潰れるくらいの強さに手加減して踏みつけ、気絶させる。

「はい、おしまい」

　ペルフェ解放同盟の完全な終しゆう焉えんであった。

「ば～かじゃないですの？　脅きよう迫はく状じよう残して、アジトまで足を運ばせるなんて……しかも、人質を目のつくところに置くとか、素人どころの騒さわぎじゃありませんわよ」

　脅迫状には、時間と場所まで指定されていた。

　愚かしいにもほどがある。

　ここまでされてしまえば、事前に偵てい察さつを行い、兵数や装備、近辺の罠わなの有無など、全て筒つつ抜ぬけである。

「狙そ撃げき兵へいの一人や二人置いとくべきでございましょ！　ここまでやられると、こっちがバカにされているような気さえしますわ」

　憤ふん懣まんやるかたないといったふうに、文句を連ねるスヴェンだったが、その怒りの方向は、どちらかと言うと、歴戦の猛者たるルートが舐められていると感じたことにあった。

「ホラ、無事ですの、バカ娘むすめ。まったく元もと誘ゆう拐かい犯はんが誘拐されてどーすんですの。こういうのを東洋ではインガオホーと言うそうですわよ」

　縛り上げられていたヒルダの縄を、ぶつくさ言いながらも解ほどいてやる。

「う、うう……あうう………」

　恐きよう怖ふのあまり、言葉もうまく紡げないヒルダ。その顔には、殴なぐられた痕がいくつもあった。

「大だい丈じよう夫ぶ……ですわ。もう解決しました。なにか、ひどいことはされましたか？」

　考えたくもない話だが、世の中には、口にするのもはばかられるような蛮ばん行こうを、嬉き々きとして行う者も少なくない。

「うう………」

　ふるふると、ヒルダは震えながら首を横に振ふる。

　どうやら、最悪の事態は避さけられたようだ。

　それでも、年若い少女が、ケダモノのような男たちの中に、僅わずかな時間とはいえ囚とらわれていたのだ。どれだけの恐怖であったか、想像に難かたくない。

「もう、大丈夫ですわ……」

　改めてそう言うと、スヴェンはヒルダをぎゅっと抱きしめる。

「う、うう……うええええっ!!　うぇええええ……!!」

　ようやく安あん堵どしたのか、散々つめ込まれた恐怖を押し出すように、ヒルダは涙を流した。

「アンタもそうだが……あの娘も……おかしいな」

　泣きじゃくるヒルダを、母親のように抱きしめているスヴェンを見つめながら、ハイドリゲがつぶやく。

「彼女は、ウチの中尉殿が嫌いだと思ってたんだがな」

　マレーネの身代わりを買って出たのも、残党たちを制圧したのも、それがルートの意思だからということで説明がつく。

　しかし、恐怖で震え、幼子のように涙を流すヒルダを抱きとめたのは、スヴェンの意思である。

「そういうものさ……人間なら、矛む盾じゆんしながらも、そうしてしまうもんだろ。なんでも理り屈くつで割り切れるものじゃない」

「……そうだな」

　答えるルートに、ハイドリゲは答えながら、ヒルダたちの方に歩む。

「だからこそ……世の中ってのは厄やつ介かいなんだろうなぁ」

　そして脇わきに倒れているリーダー格の男、その横に転がっていた、旧式のリボルバー銃を手に取る。

　装そう弾だん数すうは六発。二発撃った後だから、まだ四発の弾だん丸がんが残っている。

「ハイドリゲ……？」

　自分の連れが何をしようとしているかわからず、涙を止め、ヒルダは声をかける。

　しかし、ハイドリゲは応えない。

　そのまま、銃を握り、撃鉄を起こす。

「悪いな、ルート・ランガート」

　そして、銃口をルートに向けると、躊ちゆう躇ちよなく引き金を引いた。

　乾かわいた、安っぽい銃声が、夜の森の中に響く。

「ハイドリゲ……オマエ……なにしてんだ!!」

　叫ぶように声を上げたのは、ヒルダだった。

「なにって……見りゃわかるだろ。ルート・ランガートを殺そうとしている……アンタが俺に最初に命令したことを実行する機会が来た。それだけだ」

　淡たん々たんと、恐ろしいほどにかわらぬ声で、ハイドリゲは答える。

「とはいえ……このタイミングでも避けられるんだな、アンタ」

　弾たまは、ルートには当たっていなかった。

　当てるつもりで銃口を向けたにもかかわらず、体に染み付いた兵士の動きが、考えるよりも先にルートの体を動かした。

「ギリギリだったけどね……」

　それでも、完かん璧ぺきとは言いがたい。

　弾丸は僅かにこめかみをかすめ、肉を削けずり、血が流れている。

「やめろハイドリゲ！　ボクはもうそんなこと望んじゃいない！」

「なんでです？　情が移ったか？　殺さなきゃあ、アンタは殺される……」

「何を言ってるんだ……え……？」

　ヒルダは理解できていなかった。

　自分の軽率な行動が、判断が、自らの命を危うくしたことを。

「中尉殿……アンタ、やっぱ軍人向いてねぇよ……歌唄うたいでもパン屋でもなんでもいい。別の生き方をしろ。そのほうがきっと、幸せになれる」

　撃鉄を起こし、次弾を装そう填てんしつつ、ハイドリゲは言う。

　表に出してはならぬ自分を使ったせいで、ヒルダは窮きゆう地ちに追いやられている。

　想像力が足りない、とヒルダを責めることはできるだろう。

　だが、その想像力とはどんなものだ？

　顔も知らぬ誰だれかが、「１」を「０」と書き換えるだけで自分の命が差配される世界など、想像の埒らち外がいだ。

　そんなものは、思い浮うかびもしないほうがいい。

「まっとうな人生を生きろ……俺みたいに、間違い続けて、〝人じん狼ろう〟と呼ばれるようになんかなるな」

　ハイドリゲの持つリボルバーには、弾丸があと三発入っている。

　素す手でのルートより優位に立てる数字。その数字を使い切れば、彼は終わる。

　しかし、その数字が通用しない存在もいる。

「キサマッ!!　主さまになにをするか!!」

　激高するスヴェンは、最大出力の最大速度で、ハイドリゲに飛びかかろうとしたが――

「動くなスヴェン!!」

「―――!?」

　助けようとした主自身に、それを止められた。

「絶対に動くな！　君はヒルダのそばにいろ！　なにもしないでくれ！」

　自分の命を狙われていること以上に、必死の声で、ルートは叫ぶ。

「頼たのむ……お願いだ……！」

　スヴェンの最優先保護対象は、言わずもがなルートである。

　彼が望むのであれば、スヴェンはどんなことでもしてみせる。

　しかし、そのルート自身が危険に晒さらされた時は、緊きん急きゆう保護として、主の命令に背そむいてでもその生命いのちを守るよう行動する。

　猟りよう兵へい機きであった頃ころ、〝アーヴェイ〟の頃から、そのようにしてきた。

　だが、この時、スヴェンは、動くことを止やめた。

（なんで……でも……！）

　背けば、ルートに嫌われる――そんな次元の話ではない。

　もし今、力ずくで介かい入にゆうすれば、それはルートを殺すことと同義であると、彼女の心が判じてしまったのだ。

「言ったよな……ハイドリゲ……俺はアンタの正体を知っている」

「ああ、正直驚おどろいた……もう、〝そういうこと〟になっちまったから、自分でも受け入れかけてたってのになぁ」

　睨み合う、ルートとハイドリゲ。

　出てきた、〝正体〟という言葉に、ヒルダも、スヴェンも困こん惑わくする。

「正体……ハイドリゲ……オマエ……一体……？」

　狼狽うろたえるヒルダに、ハイドリゲは目を向けず、背中ごしに答える。

「俺は……〝人狼〟なんかじゃない」

「え………？」

　告げられた言葉の意味がわからず、ヒルダは呆ぼう然ぜんとした。




〝人狼〟――その名前が出るようになったのは、エウロペア大戦においていつの頃だったかは、はっきりしていない。

　ただ、いつの頃からかワイルティアの敵国であった、フィルバーヌ共和国の兵士たちがささやき始める。

　ある戦線の指揮官が病死したのは、〝人狼〟に毒殺されたからだ。

　先月の攻城戦で、いともあっさり敗走させられたのは、〝人狼〟が裏から手引したからだ。

　補給物資が滞とどこおっているのは、兵へい站たん部隊の情報を〝人狼〟に暴かれたからだ。

　ついには、軍の公式発表にも、〝人狼〟の名が出始める。

「〝人狼〟というコードネームを持つワイルティア軍の特務兵が、陸軍大臣を脅おどし、軍予算から１００万フローネを横領させられた」という記事が、フィルバーヌの国営新聞に掲けい載さいされた。

　これにより、実在が明かされた〝人狼〟は、フィルバーヌ兵のみならず、全すべてのフィルバーヌ共和国国民の憎悪の象徴と化した。

　だが、真実は違ちがった。




〝人狼〟なんてものは……最初からいなかった。




　古来より、隣りん国ごく同士の仲がいいということは、まずない。

　大たい抵ていは国境問題から始まり、ここは自分の領地だ、貴様らは侵略者だと攻め合う。

　そこから、互たがいの国の文化や歴史まで責め始め、過去を遡さかのぼって野や蛮ばん人じんと嘲あざけり罵ののしり合う。

　ただでさえそんな不ふ穏おんな空気漂う両国が、大戦勃ぼつ発ぱつで敵同士となったのだから、道理も、理屈も、理性も無視して、是ぜが非でも屈くつ服ぷくさせんとぶつかり合う。

　互いの国がそれぞれ威い信しんを……いや、意地となって、決して負けられない戦いを演じる。

　しかし、先のエウロペア大戦では、ワイルティアが猟兵機というそれまでの戦場を一変させる兵器を導入したことで、それまでの戦術戦略が根本から覆くつがえされてしまった。

　フィルバーヌはその奔ほん流りゆうに対応できず、司令部は互いに責任をなすりつけ合い、中には早々に母国を見限り、ワイルティアとのパイプを探す者まで現れる始末。

　このままでは首都にワイルティア軍が侵攻する前に、内部から崩ほう壊かいする。

　そんな可能性すら現実味を帯びてきた。

　そこで苦肉の策として生まれたのが、〝人狼〟だったのだ。

　日に日に高まる国民の不安や前線の兵士たちの不満の目をそらすためのスケープゴート。

　フィルバーヌの政府も軍部も、最善を尽つくしているにもかかわらず、それを邪じや魔まする敵国ワイルティアが送り込んだバケモノというほら話の主役が、〝人狼〟だったのだ。

　すべての話には裏が有る。

　指揮官が病死したのは、職務そっちのけで売春宿に通い続けての腹上死。

　攻城戦の失敗は、縁えん故こと金で階級を買った無能な将軍の失策。

　補給が滞っているのは、物資の横流しの横行。

　軍事費の横領に至いたっては、陸軍大臣が私腹を肥こやした結果である。

　どれもこれも、明らかになれば軍の威信と国家の威光をかげらせる。

　だから〝人狼〟が必要だった。

　自分たちの代わりに、「憎まれてくれる者」が必要だった。

　そこで共和国政府は、新聞社やマスコミに協力を要よう請せいし、〝人狼〟を仕立てあげたのだ。




「俺は、ワイルティア軍のいち兵士さ……所属は調理部隊だったよ。毎日毎日、兵士どものメシを作ってやるのが仕事で、銃じゆうなんて……訓練の時くらいしか触さわらない」

　だが、ハイドリゲはそんな軍隊生活を悪くは思っていなかった。

　戦場で殺し合いをするよりは遥はるかに性に合っていたし、命の危険も少ない。

　兵士たちの中には、戦せん闘とう任務のない自分を嘲る者も少なくなかったが、彼らのために二十四時間いつでも温かいメシを用意することで、感謝してくれる者の方が多かった。

　戦争が終わって、〝年季〟が明けたら、小さな食堂でも開きたいと思っていた。

「だがある日のことだ……俺のいた連隊が奇襲を受けて壊滅してな……非戦闘部隊の俺は、フィルバーヌの捕ほ虜りよになった」

　いかにワイルティアが優勢な戦いを展開していたと言っても、フィルバーヌにも有能な指揮官はいる。

　足りない兵力、劣った装備、乏とぼしい士気でも、やりくりをして、奇襲をかけ、ハイドリゲのいた連隊を撃破したのだ。

「捕虜となった俺は、収容所に入れられた。そこに、ある日フィルバーヌの情報部将校が現れた。たまたま俺は目が合って、こう言われた、〝こいつでいいか〟とな……」

　架か空くうの存在を、虚きよ報ほうだけで成り立たせることが限界となったフィルバーヌは、ワイルティア兵の捕虜の一人をでっち上げ、「〝人狼〟を捕とらえた！」と大々的に宣伝することで、士気高揚を図ったのだ。

「それが……〝人狼〟の正体だと……？　オマエは特務兵でもなんでもないただの一いつ般ぱん兵へいだったと……そんな……バカな！」

　明かされた真実の大きさに、それを飲み込むことが来ないヒルダは、異論の声を上げる。

「ならばなぜ、ワイルティアはそれを否定しなかった！　それに、オマエの戦闘技量自体は本物だったじゃないか！」

　フィルバーヌが苦しげについた妄もう言げんを暴あばけば、大打撃となっただろう。

　苦しい嘘うそを国民と自軍の兵に吐つかなければ、戦争の継続もできないと、世界の笑いものに出来た。

「それには理由がある……〝人狼〟はいなかった……でも、ホントはいたんだ」

「はぁ……？　何を言って……わからない……まったく！」

　いないと今さっき言ったものが、実はいたと言われても、混乱に拍はく車しやがかかるだけだった。

「フィルバーヌの言う〝人狼〟という個人はいなかったんだ。だけど……ワイルティア軍には、〝ヴェアヴォルフ〟と呼ばれる特務部隊が存在した……最重要機密としてな」

〝ヴェアヴォルフ〟の活動内容は、フィルバーヌの弄ろうした虚報のいくつかと重なっていた。

　隠おん密みつ索さく敵てき、諜ちよう報ほう謀ぼう略りやく、時に暗殺まで行う彼かれらは、ワイルティアが決して表に出せぬ暗部の一つだった。

　なにせ、敵国だけでなく、自国の要人粛しゆく清せいも請うけ負おっていた、「公式記録に載せられない」者たちだ。表おもて沙ざ汰たになれば、ワイルティアには大きな痛手になる。

「皮肉な話だろ？　全て虚きよ構こうの〝人狼〟と思ったら、本物の〝ヴェアヴォルフ〟がいたって話だ……これじゃ〝オオカミ少年〟の方が近い」

　フィルバーヌのついた嘘、ワイルティアの隠していた闇やみ。

　二つは絶ぜつ妙みような膠こう着ちやくが、真ん中に置かれたハイドリゲを〝人狼〟として成り立たせてしまった。

「ワイルティアも、〝人狼〟が虚報だってのはわかってたさ……でもそれを立証しようとすれば〝ヴェアヴォルフ〟の存在が明らかになる。子供のたわごとのような嘘を大国二つが裏付けすれば、偽いつわりも本当になる」

〝人狼〟にされ、監かん獄ごくに入れられたハイドリゲは、必死に無実を叫さけんだ。

　だが誰も聞いてくれない。

　いつ自分が処しよ刑けいされるかという恐怖の中、大戦は終わり、ワイルティアに返されることになった。

「ワイルティアは俺を取とり戻もどすために、かなりの時間と、面めん倒どうな取引を重ねたらしい……たかが調理部隊の兵隊一人を連れ帰るのにな……そして俺は地ち下か牢ろうに入れられた」

　大戦の勝者、世界最大の強国を気取るワイルティアが、下手な嘘に付き合わされたという醜しゆう聞ぶんを隠かくすためにも、偽りの〝人狼〟は永遠に封ふうじ込めねばならないものだった。

「あと、それと……ああ、俺の戦闘技量の話だったな。そっちも簡単な話だ……」

　銃口を、あらためてルートに向け、ゆっくり近づきながら、ハイドリゲは言った。

「俺は〝人狼〟じゃない……だが〝ヴェアヴォルフ〟だったんだよ」

　言うや、またしても放たれる銃じゆう弾だん。

　ルートは素す早ばやく避けるが、ハイドリゲも、最初から当たるなどとは思っていない。

　撃つと同時に接近し、銃弾を避けたことで不安定な姿勢になったところに、蹴けりを叩き込む。

「ぐっ―――!!」

　自身よりも大おお柄がらなルートの体をも飛ばすほどの脚力。

「牢ろう獄ごくの苦しさってのは、肉体じゃない。精神をむしばむことだ」

　倒れこんだところに、さらに容よう赦しやなく蹴りを打ち込む。

　体格差がある以上、下手に腕力に頼るのではなく、三倍の力を持つ脚力を利用する。

　理にかなった戦法であった。

「一日中何もすることがない。ただ暗い檻おりの中に入れられて放置される。次し第だいに、気が狂うんじゃないかと思うほど、時の流れを感じなくなる」

　回し蹴りに直蹴り、膝ひざ蹴げりに、救い上げるような横蹴りと、多た彩さいな足技を繰くり出しながら、ハイドリゲは言う。

「だからな、暇ひまつぶしに、できることといえば、体を鍛えることくらいだったんだ」

　今度は、下半身を中心にローキックを打ち込み、わずかに体勢が崩れると、膝蹴りに切り替える。

　ハイドリゲができた鍛たん錬れんなど、狭せまい牢獄の中では限られたものだった。

　腕立てやスクワット、背筋に腹筋、鉄格子を手がかりにしての懸けん垂すいなど。

　だが、そんな中でもできる効果的なトレーニングがあった。

「組手に付き合ってくれる相手もいないんでな……だから、頭の中で作り上げた」

　狭い牢屋の中で、脳内で徹てつ底てい的てきに想定したイメージトレーニングの相手に、模擬訓練を行う。

　常人ならば、大した効果はないかもしれない。

　しかし、年単位で牢に入れられ続け、他ほかにすることもなく、ひたすらそれにのみ注力し続ければ、それは立派に、己おのれを高める術すべとなる。

「くっ……!!」

　反はん撃げきに転ずるルートは、素早く拳こぶしを繰り出すが、ハイドリゲはその全てを、最小の動きで躱す。

（この男……強い……！）

　単純な筋力という意味では、常人の内である。

　スヴェンや、以前戦った、機械化兵士のそれよりは遥はるかに低い。

　しかし、相手に密着しかねない距きよ離りにまで迫せまりつつも、紙一重で相手の攻撃を躱かわし、避けられない位置から自分の攻撃を繰り出す技ぎ巧こうの鋭するどさは、達人の域だった。

　牢獄という狭い空間で鍛え上げたがゆえの、磨みがきぬかれた超接敵格闘術なのだろう。

「ごっ……!?」

　ハイドリゲの攻こう勢せいは緩ゆるまない。

　肘を打ち込むと同時に、下がったルートの顔面に裏うら拳けんを叩き込む。

　体勢が崩れれば、さらにまた蹴りが放たれる。

　この蹴りが、重く、鋭い。

　かかとを軸じくとしての、小さな円を刻むような回転から放たれる一撃。

　ルートの分厚い筋肉の鎧よろいすら貫かん通つうする衝しよう撃げきを生む。

（そういえば……聞いたことがあるな……）

　エウロペアとは異なる南方の大陸の奴ど隷れいたち。

　彼らは支配者たちに抗あらがうため、牢獄の中で、舞ぶ踊ように偽ぎ装そうした武術を編み出したという。

（手技が少ないのは、枷かせを付けられていたからか……）

　手や足で防ぐのではなく、最小の動きで躱すのも、手足に枷を付けられ、動きが制限されていたからだろう。

　ハイドリゲの技は、もはや独自の我流武術と言っていい高みにあった。

　しかも――

「!?」

　突とつ如じよ、眼前に銃じゆう口こうが現れる。

　ドン!!

　放たれる弾丸。躱せたが、ギリギリだった。

　旧式の銃でも、脳天に入れられれば、死ぬには十分。

　肉弾戦にばかり気を回していれば、そこを狙ねらって銃を使われる。

　残っている弾は二発。今一発撃ったから、あと一発。

　必殺の一撃を、ハイドリゲはまだ持っている。

「ちっ！」

　距離を取ろうと、ルートは地面を蹴り、後方に跳ぶ。

　だが、相手は逃がしてくれない。

　ピッタリと追いかけ、接敵の構えを崩くずさない。

「しまった――!!」

　気づいた時には遅おそい。地面に付く前に、ルートは脚を払われ、地面に倒れる。

「主さま!!」

　スヴェンが叫んだ。

　この状態で、この体勢になることは、完全な「詰つみ」だ。

　どれだけ素早く動こうが、立ち上がり、再び攻撃態勢を取るまで二動作。

　対してハイドリゲは、銃を撃つという一動作で足りる。

　銃口が、再びルートに向けられる。

　今度は、躱かわすには足りない。

　終わった――

「………………！」

　だが、一いつ瞬しゆん、ハイドリゲの挙動が止まった。

　それは僅かな逡しゆん巡じゆん――しかし、生死を分ける瞬しゆん間かん。

　体全体を回転させるようにして立ち上がるルート。それと同時に蹴りを放ち、ハイドリゲの手の中にある銃を弾はじき飛ばす。

「ぐっ――！」

　再び接敵し、己の優位なインサイドポジションからの攻撃を繰りだそうとするハイドリゲだったが、それはルートが狙っていたタイミングだった。

「なに――!?」

　接近するハイドリゲに、ルートは退くのでも、避けるのでもなく、半歩踏み込む。

　同時に、踏み込んだ足と同方向の拳を、タイミングを合わせるように、ハイドリゲの腹に押おし当て、そこから全体重を打ち出す勢いで、拳を放った。

「がっ――!!」

　己おのが腹にめり込んだ、重く、強烈な一撃に、ハイドリゲは苦痛の声を漏もらした。

「東の国にも、お前みたいな境遇の人がいてな……」

　ルートがかつて学んだ、東洋の格かく闘とう術、「ブジツ」。

　かつてある達人が罪を犯おかし、牢屋に入れられた。

　手かせ足かせを付けられた中、達人は、足かせをはめられた半歩の動きで、最大の力を発揮する技を編み出す。

　それが、ルートが放った一撃――名を「虎こ咆ほう」という。

「あ、ああ………」

　ルートの全体重を乗せた……それも、衝撃を貫通させず、相手の内部に浸しん透とうさせる一撃。

　立ち続けることもできなくなり、ハイドリゲは、その場に膝ひざをついた。

「俺おれの……勝ちだな」

「虎咆」の一撃は、ハイドリゲの戦闘能力を完全に崩した。

　もはや、戦闘継続は不可能だった。

「こ………殺せ………」

　呻うめくように、ハイドリゲが言う。

「こうなっては……誰かが死ななきゃ、ケリが付かない……」
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「どういうことだ……？」

「俺を解放したことが……上にバレたらしい……俺が生きてたら……わかるだろ？」

　牢獄に閉じ込められていなければならないはずの〝人狼〟が、外に出た。

　それが明らかになった以上、ただ戻るだけでは、ヒルダが「外に出した責任」を取らねばならない。

　だが、「何らかの方法で逃げ出だした〝人狼〟」をヒルダが追いかけ、処分したという形式にすれば、少なくとも、彼女は助かる。

「誰かが割りを食わなきゃ、けじめが付かないんだよ……軍隊ってのはそういうものだ」

　ルートを殺せないならば、自分が死ぬことで決着をつける。

　それが、ハイドリゲの決意だった。

「オマエ……ボクを守ろうと……したのか……？」

　信じられないという声で、ヒルダは言う。

「勘かん違ちがいするな……そこまでの義理はない――んだがなぁ……アンタの、あの顔を見ちまったからなぁ」

　空っぽだった少女が、ほんの少しだけ、前に歩めるようになった。

　よちよち歩きだが、牢獄の中で腐くさらせられている自分よりは、遥かにマシに見えた。

「どうせ生きながら死んでいたようなモンだ……なら、別にいいかって思ったんだ」

　そこまで言うと、ハイドリゲは再び、ルートを見る。

　もはや語らない。

　さぁ殺せと、それだけを目で訴うつたえる。

「それは……聞けない……」

　しかし、ルートはそれを拒絶した。

「アンタの信条は理解してるよ。そこを曲げてって言ってるんだ……なんなら、そこの嬢じようちゃんでもいいんだ」

「スヴェンにもやらせない。アンタを、殺させない」

　強い口調で、なおもルートは拒絶する。

「頑がん固こだな……俺は――」

「あんただって、俺を殺さなかっただろう！」

「え……？」

　ルートの口から出た言葉に、ハイドリゲは驚く。

「なにを言ってるんだ……お前……？」

「あんたは、自分を〝ヴェアヴォルフ〟だって言ったな……嘘をつくな。あんたは〝ヴェアヴォルフ〟じゃない……〝ヴェアヴォルフ〟は……俺だ」




〝ヴェアヴォルフ〟――ワイルティア公国が、秘ひ密みつ裏りに創設した特務部隊。

　その最大の特徴は、彼らの訓練課程にあった。

　第三種兵士と呼ばれる、孤こ児じの子供たちを訓練し、育成した兵士たち。

　その中の、特に身体能力に優すぐれた者たちを選び出し、苛か烈れつな訓練を施して作り出された。

　訓練は厳しく、死者も多い。

　その死亡率は、絶対に50％を下回らないようにできている。

　なぜなら……「最終試験」と呼ばれる課程で、訓練生同士を、二人一組として、互いを殺しあわせるからだ。

　まだ十三かそこらの子供が、同じ子供を殺す。

　そうすることで、躊躇なく命令を実行できる兵士となる。

　文字通り〝ヴェアヴォルフ人の皮を被った狼〟になるのだ。




「あんたは……最終試験で、俺を殺さなかった……」

「バカな……お前……あの時の……？」

　ルートもまた〝ヴェアヴォルフ〟の最終試験に挑いどんだ。

　その時の相手が、ハイドリゲであった。

「そんな……嘘だ！」

　信じられないと叫ぶハイドリゲ。

「そんな……でかい体じゃなかった……」

「成長期前だったから……俺……」

　当時のルートは十二歳さい、体格はどちらかと言えば平均より小さかったくらいだ。

　なにせ幼いころはいじめられっこで有名で、姉貴分のソフィアにいつもかばわれていたくらいである。

「傷も、なかった……」

「頬ほおの傷は……その後、ついた……」

　ルートの左頬の大きな傷は、戦争終しゆう盤ばんについたものである。

「それに……あの時のやつは……もっと……笑っていたぞ……」

「それは……まぁ……俺もいろいろあったんだ……でも……」

　笑え顔がお――ルートが、兵士となったことで失った、最大のもの。

「最終試験」で両者は戦い、その時は、ルートが敗れた。

　あとは殺せば終わり……しかし、ハイドリゲは殺せなかった。

　不適合の烙らく印いんを押され、彼は〝ヴェアヴォルフ〟にはなれず、他の第三種兵士と同じく、〝年季〟が明けるまで、ひたすら、軍内部で働かされることを強制された。

「あんたのおかげで……俺は生きている……その俺が、あんたを殺せないよ」

　ハイドリゲはずっと気づかなかったが、ルートはいち早く気づいた。

〝人狼〟の話は、ルートも知っていた。

　それが〝ヴェアヴォルフ〟の存在を秘ひ匿とくするために、罪なき者が陥れられた産物だということも。

　しかし、それがかつて自分を救ってくれたハイドリゲだと知ったからこそ、ルートは彼を、下働きという形で生かそうとした。

「あれは……別に……お前のためじゃない……俺はただ……」

「殺せないんだろう……人を」

　同時に、ルートは彼が、一度も人を殺したことがないというのも、見み抜ぬいていた。

　先の残党たちと同様、彼にも、そんな臭においが感じられなかったのだ。

　この場にいる者の中で、幾いく人にんもの人を殺めてきた濁業を背せ負おっているのは、自分と、そしてもう一人しかいない。

　それは、ハイドリゲではない。

「昔……人を見殺しにしたことがある……」

　ポツリと、ハイドリゲは吐き出すように言葉を漏らした。




　十年前――ハイドリゲは、王都ベルンのスラムで、妹と二人、浮ふ浪ろう児として生きていた。

　守ってくれる親などとうに死んだ。

　飢えと寒さに苦しむ、希望もなにもない日々。

　体の弱かった妹は、その生活に耐たえられず、病にかかる。

　ハイドリゲは必死に、妹を生かそうとした。

　ゴミ捨て場をあさり、物もの乞ごいの真似まね事ごとをして、時に商店で盗みを働き、食べるものを手に入れては、妹に与あたえた。

　だが、そんな生活が長く続くはずがない。

　妹は日に日に枯かれていくように生気を失う。

　ハイドリゲも、疲ひ労ろうと空腹で、もはや限界だった。

　そこに、軍の勧かん誘ゆう員いんが現れる。

「一いつ緒しよにおいで、あたたかな食事も、住む家も用意してあげるよ」

　第三種兵士の存在は、幼いハイドリゲも知っていた。

　連れて行かれれば、無理やり戦争に行かされると……だが、今この場の飢えから逃れられるなら、戦場で生きるか死ぬかのほうが遥かにマシだった。

　しかし、一つだけ、気がかりがあった……

　病気の、今にも死にそうな妹の存在だった。

「大だい丈じよう夫ぶ、妹さんは国立の病院に入れてあげよう。離ればなれになるけど、すぐに会えるようになる」

　嘘だと、直感で感じた。

　浮浪児として街を這いつくばっていた間、大人たちは誰も彼も、自分たちを気にかけてくれたりなどしなかった。

　中には、野良犬のように追い払われたこともある。

　妹はきっと見捨てられる。

　病気だから、使いものにならないと、ゴミのように。

　自分がそばにいなければ、妹は一日だって保もちはしない。

　ハイドリゲは、そう思った。

　だが、もう、限界だった。

「そっか……なら、安心だね」

　このままでは、自分も妹も、いずれ野の垂たれ死にする。

　死にたくないと、もう解放されたいと、思ってしまった。

　だから、騙だまされることにした。

　軍の大人が言っているのだ。「大丈夫」と。

　だから大丈夫なのだ。自分は言われたことを信じただけだ。

　悪いのは自分じゃない。

　妹を見捨てたんじゃない。

　それでも、うしろめたさは、拭ぬぐえなかった。

「ほら、これやるよ、元気でやるんだぞ」

　その時持っていたのは、一枚のビスケット。

　いつも、妹と二人でわけあって、食べていた。

　それを、一枚全部、妹にあげた。

　じっと、妹は手の中のビスケットを見つめる。

　そして、少しだけ寂さびしげな笑えみを浮かべた。

「ありがとう。お兄ちゃん」

　妹は、そう言った。




「妹は……わかってたんだ……俺が見捨てようとしているってこと……でも、あいつは笑顔で『ありがとう』と言った」

　ずっと妹は言いたかったのだろう。

「私を捨てて、お兄ちゃんだけでも生きて」と。

　でも、それができなかった。

　当たり前だ。十にも満たない子供が、自分の死を願うことを、口に出せるわけがない。

　それでも、兄がもう限界であったことは理解していたのだろう。

「自分を見捨ててくれてありがとうって、言ったんだ……自分だけでも生き延びようとしてくれて……ありがとうって……」

　ルートは、ハイドリゲは人を殺したことがないと察した。

　それは正しくない。

　彼は人を殺した。妹を見殺しにした。

　最も醜しゆう悪あくな方法で、殺したのだ。

「あれ以来……人を殺せなくなった……」

　どれだけ殺そうと決意しても、あと一歩のところで、体がこわばる。

　最終試験の時もそうだった。さっきのルートとの戦いでもそうだった。

　誰かを殺そうとすれば、妹の最後の笑顔がちらつく。

　笑顔の妹は、己に問いかける。

「また誰だれかを殺して生き延びるの？」

「私一人じゃ足りなかったの？」――と。

「自分を殺すことさえできなかった……〝人狼〟にされ、牢獄に入れられたのも、心のどこかで報いだと思った……俺は死ぬ価値もない。生き地じ獄ごくを味わうべきだと」

　語り終え、ハイドリゲはただ、夜空を仰あおぐ。

　月も見えない、真っ暗な夜空。

　なんの希望もない人生。

　そんな生なら、誰かの為ために使ってやったほうが、まだしも、妹も納なつ得とくしてくれるような気がしたのだろう。

「なぁ……あんた、俺のパン……食べてくれたか？　今日焼いた、あの感謝祭用の……」

　アーホルン・ヘルブスト――Ｕ字型に焼き上げたパン。

「あれな、あの形は……馬の蹄てい鉄てつ――馬蹄なんだ。知ってるか？　馬の蹄鉄って、幸運のお守りなんだ」

　はるかな昔、悪あく魔まが世界を荒らしていた時代、聖なる騎き士しが現れ、悪魔を討とう伐ばつした。

　その時騎士がまたがっていた馬が、悪魔の頭ず蓋がいを足で踏み砕いたことから、馬の蹄鉄は、邪じや気きを払はらい、幸福を呼ぶ象徴となったのだという。

「あんたにも、食べて欲ほしいんだ……俺は、俺のパンを食ってくれた人に、幸せになってほしい」

　感謝祭で、街の人々がアーホルン・ヘルブストを喜んだのは、味の良さもあるが、その形が、幸福を願うシンボルだったからだ。

「バカな……俺が今いま更さらどうやって幸せを得る？」

　皮肉げに、ハイドリゲは言う。

　牢獄に戻れば、死ぬまで閉じ込められる。

　逃にげたとしても、追手が差し向けられ、ワイルティアのどこにも、彼の居場所はない。

「手なら、ございますわよ」

　そこに、スヴェンが提案した。

「他国に亡命すればいいんです。オーガストなりグレーテンなり」

「なっ………!?」

　さらりと言ってのけるスヴェンに、さしものハイドリゲも言葉を失う。

「〝人じん狼ろう〟ハイドリゲは、ワイルティアとフィルバーヌ双方の嫌われ者ですわ。ですが、この二国を嫌っている国はいくらでもございます」

〝人狼〟は、フィルバーヌを混乱させ、母国ワイルティアを裏切った男――とされている。

「だから、それは……俺は〝人狼〟じゃないと言っただろう」

　わかっていないなという風にハイドリゲが首を振ふるが、スヴェンはそれはあなたの方とでも言いたげに鼻を鳴らす。

「どーでもいいんですのよ、あなたが本当は何者かだなんて。ハイドリゲは〝人狼〟だ、とワイルティアとフィルバーヌは保証してしまっているのです。ならばあなたは〝人狼〟ですわ。敵国はその事実だけ欲しがります」

　国家という巨きよ大だいなバケモノの前には、個人の意志などかき消される。

　時に真実は歪ゆがまされ、偽りが現実となる。

　ならばその偽りを利用しろと、スヴェンは言っているのだ。

「敵の敵は味方。母国じゃ売国奴でも敵国では英えい雄ゆうですわ」

　よくある話である。

　最近でも、とある国で失策と失言を繰り返かえした元大臣が、他国に渡と海かいし「我わが国は愚おろかしい、それに比べてこの国は素す晴ばらしい」などとなおも失言した結果、外交問題をこじらせた替わりに敵国の勲くん章しようを大量にもらったらしい。

「あなた、その気になれば他の国なら一生国こく賓ひん待たい遇ぐうですわよ？」

　エウロペア情勢は摩ま訶か不思議――そんなことを言った外交官がいたという。

　白が黒になるのなら、黒を白に変えることもできるのだ。

「そんな……こと……考えもしなかった……」

　生きることに罪悪感を抱き続けていたハイドリゲには、たどり着かなかった思考である。

「いいじゃないか……オマエ……今までさんざんひどい目に遭ってきたんだ……取り返せるチャンスだよ」

　それまでじっと話を聞いていたヒルダが、そう言った。

「だが、俺が逃げれば……アンタは……」

　ハイドリゲを連れて帰らず、ルートも殺せず……そうなれば、全すべての責任はヒルダがかぶることになる。

「ふ……ふざけんな庶しよ民みん！」

　しかし、ヒルダは大きな決意をするように怒鳴り返した。

「ボクを誰だと思っている！　貴族ヘッセン家の、ヒルデガルド・フォン・ヘッセンだぞ！　オマエごときに心配されるなんて、ボクのプライドが許さない！」

　拳と肩かたと声を震ふるわせ、しかし目はまっすぐに、ヒルダは叫ぶ。

「庶民がなぁ！　貴族の心配するなんて百年早いんだよ！　オマエなんかに心配されるほどボクは落ちぶれちゃいない！　むしろ、ボクがオマエを守ってやらなきゃいけないんだ！　ボクは貴族なんだからな！」

　ノブレスオブリージュという言葉がある。

　高貴なる者は、時に己を不利に追いやってでも、貫かねばならぬとされる規き範はん。

　弱き者を守り、強き者に挑いどめという己に課す誓ちかい。

「高貴なる者の義務」とも訳される言葉であるが、「やせ我が慢まん」と揶や揄ゆされることもある。

「行けよ……後はなんとかしてやる……どうせボクの家なんて潰れかけてんだ……家名を捨てる覚かく悟ごで許しを請こえば……死ぬことまではないさ……」

　ヒルダのそれは、おそらく、その両方であった。

　無む茶ちやなやせ我慢ではあるが、同時に己の誇ほこりを示していた。

　傷つくことを恐れる惰だ弱じやくなプライドではない。

　プライドを捨てるプライドを、ヒルダは芽生えさせていた。

「妹と……また会えるかもしれないだろ……？」

「それは……言っただろ、アイツはもう……」

「見たのかよ！　死体！　死んだって、証しよう拠こ、自分で見たのか!?　まだわからないじゃないか！」

　十年前のあの路地裏で、ハイドリゲは、妹は捨てられるのだと思った。

　だが、そうと完全に決まったわけではない。

　もしかして、なにかの幸運が働き、本当に病院に入れられ、元気な体になったのかもしれない。

「ゼロじゃないだろ……もしかして、まだオマエを待ってるかもしれないじゃないか……死んだら……もう会えない……」

「……………」

　ヒルダの叫びを聞きながら、ルートは僅わずかに、目を落とす。

　彼女の母はすでに死んでいる。ルートの両親も、すでにこの世にいない。

　死んだら、二度と会えないのだ。

「ゼロじゃ……ない……」

　ハイドリゲの脳裏には、誰かを殺そうとするたびに、自分で命を終わらせようとするたびに、妹の顔が浮うかんできた。

　それは、「また誰かを殺すのか」「死んで楽になるつもりか」と責められているのだと思っていた。

　だが、そうでないとしたら？

　まだ生きているかもしれない妹に、「死ねばもう会えなくなるぞ」と、自分の中の最後のなにかが、叫び続けていたのだとしたら？

「ルート……ランガート……」

「なんだ？」

「すまない……俺は……やっぱり……まだ、生きたい………！」

　十年以上、自分は口にする資格が無いと思っていた言葉を、ハイドリゲはつぶやいた。

「ああ、いいんじゃないか？」

「いや、そうはいかないな」

　答えるルートとほぼ同時に、もう一つ、声が増える。

（え―――!?）

　ルートが振り返る。

　そこには、まったく自然に、まるで最初からそこにいたように、仮面の男が立っていた。

　そして、手には、ルートが弾き飛ばした、ハイドリゲが用いた、テロリストの残党たちが持っていた、一発だけ弾たまの残った旧式のリボルバー。

　その最後の一発を、ハイドリゲの頭に撃うち込んだ。

　パンという乾かわいた音が、たちの悪い冗じよう談だんのように、森にこだました。

「あっ―――」

　どこか他人ひと事ごとのような声を上げて、頭から血を吹き出し、ハイドリゲは倒れる。

「そんな権利があると思ったのか……？　偽にせ物ものが今日まで生き続けただけでも幸運だったというのに」

　仮面の男――〝伍ご長ちよう〟は、静かな、かぶっている鉄の仮面よりも冷たい声で言った。

「おい！　しっかりしろ!!」

　ルートはハイドリゲを抱き上げる。

「あ、ああ……ああ……」

　ハイドリゲは、即そく死しではなかった。

　しかし、頭蓋は砕け、脳がこぼれ、大量の血が溢あふれ出し、死は免まぬがれない状態だった。

「あ、ああ………ああ………」

　もはや、意識もまともに残っていない。目も見えず、耳も聞こえていない。

　呼吸すらできなくなっている。

「ごめ……んよ………」

　それでも、残った全すべてをかき集め、もうろうとした意識の中で、ハイドリゲは言葉を紡つむぐ。

「サリヤ………」

　サリヤ――その名前が、誰のことを言っているのか、ルートにはわからなかった。

　おそらく、彼かれがずっと背負い続けていた、妹のことなのだろうと思った。

　もはやそれを確かめるすべはない。

「ぐっ…………!!」

〝人狼〟と呼ばれた男、ハイドリゲは、死んだ。

「なにをしているんだ……ランガート。そんな者に手こずって……君はそんな男じゃなかっただろう。もっと、鮮あざやかに、見事に、人を終わらせてきたじゃあないか」

　伍長が、まるで懐なつかしい友人にするように語りかける。

　あらためて、ルートは仮面の男を仰ぎ見る。

　なんという、すさまじいまでのどす黒い濁だく業ごうの塊かたまり。

　一人や二人ではない、十人や百人、千人でも足りない。

　万を超こす人々を、敵も味方も関係なく、死に誘いざなってきた者の圧あつ倒とう的てきな存在感があった。

「お前は……まさか………!?」

　前に会った時には、気づけなかった。

　おそらく、隠していたのだろう。

　どす黒いその気配を、仮面をかぶり、他人になりすまし。

「伍長!!　キサマぁああっ[image: ]」

　ヒルダが叫さけびながら、殴りかかる。

　あともう少しで、新たな生き方を歩めたであろうハイドリゲの全てを踏みにじった男に、怒いかりを込めて駆かけ寄った。

「えっ？」

　だが、その手が伍長の胸むなぐらに届く前に、なにをどうされたかわからないまま、ヒルダの体は宙を舞まい、そして、地に叩たたきつけられる。

「がぁッ…………!!」

「遊びの時間は終わったんだよ、ヒルデガルド中ちゆう尉い」

　言いながら、伍長はゆっくりと、仮面の留め具に指を伸のばす。

　カチャリ……カチャリと……金具が外れていき、そして、ゆっくりと仮面を脱ぬぐ。

「やはり……お前だったのか………」

　ルートは、己の声が震えているのに気づいた。

　兵士をやめ、戦場を捨てた彼の下に、戦争そのものと言っていい存在が、追いかけてきた。

「ゲーニッツ………」

　そこにいたのは、親衛隊総司令にして、ルートが〝ヴェアヴォルフ〟であったときの司令官、ゲーニッツだった。

「ちゅ、中ちゆう将じよう閣かつ下か……なんで……伍長に変装して……」

　目の前の光景をヒルダは現実とは思えず、恐きよう怖ふに、声を震わせる。

「勘違いしてはならない、ヒルデガルド中尉……変装じゃない、私はずっと〝伍長〟だったんだよ……？」

　伍長の姿に変装してこの場に来たのではない。

　先の事件の時も、王都にいた時も、ヒルダのそばに居て、彼かの女じよの癇かん癪しやくで殴られ、蹴られていた伍長の中身は、ずっとゲーニッツであった。

「なんで……なんで……!?」

「権力者というものは、その声の一つ一つに、力が宿る。時に、階級差によって、理り不ふ尽じんな思いを兵にさせることがある」

　軍隊というものは、階級社会である。

　肩の階級章の星の数が違ちがうだけで、相手が誰であれ、絶対服従を命じられる。

　たとえそれが犬や豚ぶたであろうとも、落ちぶれた家名を振りかざすしか能のない小こ娘むすめであろうとも、地べたに這はいつくばり命令を聞かねばならない。

「屈くつ辱じよくを味わうことで、己おのれへの戒いましめとなる。中尉……そういった意味では君はとても理想的だった」

　愚かな小娘に虐しいたげられることで、自らの権力の重要さを胸に刻む。

　ゲーニッツにとって、ヒルダは、「こうはなるまい」という自じ戒かいの象徴に過ぎなかった。

　そして、それを本人に言ったということは……

「今までありがとう、そしてさようなら……中尉」

　言うやゲーニッツは旧式のリボルバーを投げ捨て、腰こしのホルスターから、自分の銃じゆうを引き抜く。

「やめろ!!」

　ルートが叫ぶが、それよりも速く、銃口が、ヒルダに向けられる。

「そこまでですわ」

　だが、それよりもなお速く、スヴェンがゲーニッツの背後に回りこんだ。

「この痴しれ者の道どう化け師しが!!」

　鉄をも砕くスヴェンの鉄てつ拳けんが、ゲーニッツに繰くり出される。

「オーダー……Ｅ５６００９４９０ＧＲＴＴ」

　だが、一瞬速く、ゲーニッツは意味不明な言葉をつぶやいた。

「――――!?」

　その瞬間、スヴェンの体が固まる。

　今にも食くらわされたであろう寸前の拳こぶしも、空間ごと凍結されたように止まった。

「あなたは……なにを………した……!!」

　止められたのは、動きだけではない。

　言葉も、上手うまく紡げない。

　それだけではない、彼女の思考の中に、未いまだかつてない、凄すさまじいノイズが乱れ飛んでいる。

「緊きん急きゆう制御コードだよ、もはや君は、私には逆らえない」

「なんで……そんな……まさか……」

　スヴェンの中で、最悪の想定が組み上がる。

　目の前の男、ゲーニッツが、自分が知る情報以上のバケモノだということを痛感する。

　人を愛するという心をルートが教えてくれたのだとしたら、ゲーニッツは、間ま違ちがいなく「悍おぞましさ」を彼女の骨身に刻み込んだ。

「ぐ……う………あああああっ[image: ]」

　持ちうる全ての力をかき集め、スヴェンは叫ぶ。

　見えない鎖くさりを引きちぎることは能あたわずとも、せめてほんのわずか、緩ゆるみを生もうとするように。

「主……さま……！」

　そして、精せい一いつ杯ぱいの笑顔で、呆ぼう然ぜんとしているルートに向き直る。

「大変申し訳ございません……わたくし、スヴェンは……これ以上、主さまにお仕えすることが、かなわなくなりました」

　丁てい寧ねいに、最大の感謝と最高の敬意と、最愛の思いを込めて、スヴェンは一礼する。

「スヴェン……？　なにを、言ってるんだ……？」

　目の前で次々と起こる事態に理解が追いつかず、ルートは呆然としている。

「主さまなら、わたくしなどおらずとも、きっと素晴らしいパン屋さんになれますわ……なので、わたくしのことは……お忘れください」

　スヴェンにとって、その言葉の全ては、身を裂くほど苦しいものばかり。

　しかし彼女はあえてそれを口にする。

「もう、わたくしのことはお忘れください。もしどこかで、わたくしの姿を見たとしても、それは……わたくしではないと思ってくださいまし……」

　それが、最愛の主のためにできる、最後の奉公だと判断したから。

　ゲーニッツが行ったのは、スヴェンから、彼女のもっとも大切なモノを奪うばう行こう為いだった。

「お然さらばで御座います」

　頭を上げると、スヴェンはルートに背を向け、走り去った。

「スヴェン……待ってくれ、スヴェン!!」

　走り去るスヴェンの背中に、ルートは叫んだ。

　どんな時も、彼女は彼の命令を無視するなどということはなかった。

　その彼女が、一いつ切さいを聞き入れず、闇やみの中に消え去った。

「なるほど、そう来たか……優ゆう秀しゆうなことだ」

　楽しげに、事態を静観していたゲーニッツが、おもしろそうに体を揺らす。

「ゲーニッツ……あんたは……お前は……彼女になにをした[image: ]」

　烈れつ火かのごとく怒いかるルートは、膝をついた状態から、跳ねるように立ち上がると、凄すさまじい速さで拳を打ち込む。

「ふむ……」

　だが、当たらない。

　風に揺らぐ柳やなぎのように、ルートの剛ごう拳けんをゆるりと躱かわすと、ゲーニッツはその腕うでを取り、ほんのわずか、蛇じや口ぐちをひねるように手首を返す。

「ぐっ―――!?」

　それだけで、ルートの巨体はその場で半回転し、地面に叩きつけられた。

「いまのはなかなかよい動きだったよ。昔を思い出した……だが、まだ足りない」

　地に伏ふすルートに一いち瞥べつもくれず、ゲーニッツは言った。

「あの男とぶつければ、少しは昔を思い出すかと思ったが……この程度か」

　あの男とは、ハイドリゲのこと。

　今しがた、自分が殺した男のことである。

「さてと……」

　ちらりと、ゲーニッツはヒルダに目を向ける。

「ひっ!?」

　怯おびえる彼女に、優やさしく、温かく、そしてどうでもいいものを見るような目で言う。

「私は忙しくてね、もう相手をしてあげられなくなった。君はもういらないよ、あとは好きにしなさい。じゃあね、中ちゆう尉い殿どの」

「あああ……」

　ヒルダはただ震えることしかできなかった。

「待て!!　スヴェンに……彼女になにをした……!!　答えろ!!」

　ルートは叫んだが、ゲーニッツは足を止めない。

　スヴェンが立ち去っていった方向に、ゆっくりと、歩を進めていく。

「知りたければ……ベルンに来るといい。そして、私の下に戻もどってくるといい。〝ヴェアヴォルフ〟たる君を使いこなせるのは、私だけだ」

　それだけ言い残すと、ゲーニッツはそのまま、闇の中に消えていく。

「待て！　ゲーニッツ!!」

　ルートは叫んだ。

　だが、もうゲーニッツの答えは戻ってこない。

「なんなんだ……一体……なにが起きたと言うんだ………!!」







終章「休店」







　王都ベルン、兵器開発局――

　一発の銃声が響ひびいたその後に倒たおれたのは、ソフィアではなかった。

「キサマ……!?」

　倒れたのは、ダイアン・フォーチュナーだった。

「まいりましたねぇ……こういうの……柄がらじゃないんですが……」

　棒立ちとなり、いい的となったソフィア。

　彼女の胸に穿うがたれるはずだった、ゲーニッツの銃じゆう弾だんから、すんでのところでダイアンが盾たてとなり、かばったのだ。

「なぜ……こんなことを……バカが!!」

　ソフィアは今まで、ダイアンを何度も「バカ」と怒鳴りつけてきた。

　しかし、こんな形でいうこととなるとは、彼女自身、思ってもいなかった。

「いやぁ……私も驚おどろきです………」
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　ダイアンにとって、ソフィアは嗜し好こう品ひんのようなもの。

　お気に入りのタバコや、紅茶、酒と同じ。

「まぁ、僕も結構酔狂だったということで……」

　痛みに苦しみながらも、ダイアンはいつもの芝しば居いがかったふざけた口調で答える。

「驚いたな……貴き公こうはもう少し、合理的な人間だと思っていた」

　銃を構えたまま、ゲーニッツはゆっくりと近づく。

「合理的ねぇ……こんなことをして、どうするつもりです………？　いずれ怖こわいおじさんたちがやってきますよ？」

「問題はない。〝扉〟さえ開けば、その力をもってすれば、私を脅おびやかせるものはこの世にはいない」

「地下の〝扉〟の存在はご存じでしたか……ですが……どうやって開けるおつもりで……？」

　以前、ワイルティアは〝扉〟の一つを力ずくでこじ開け、中の技術を解かい析せきし世界の軍事バランスを変えた新兵器猟りよう兵へい機きを生み出した。

　だが、そのためにワイルティアは、一つの都市を滅ぼすほどの代償を支し払はらわされた。

「ベルンを消し去るつもりですか？　そこまでの力は、あなたにはない……」

「おかしなことを言う……そんなことをせずとも、鍵かぎを使って開ければいいだけだ」

「………まさか、あなたは……！」

　ようやく、ダイアンはゲーニッツの真意を理解する。

　ゲーニッツの狙ねらいは、〝扉〟ではない。

　いや、〝扉〟を開くことこそが彼の目的だが、今回自軍を動かしたのは、〝扉〟を確保すると同時に、その〝鍵〟を得ること。

　そして、その鍵とは――スヴェンである。

「なるほど……あなたの目的は緊急制御コードを得ることでしたか……」

　その言葉を最後に、力尽きたのか、ダイアンは倒れ動かなくなる。

「ダイアン……おい……くそう!!」

　ゲーニッツに一矢報いようと挑みかかるソフィアだったが、その前に、音もなく数人の兵士たちが現れると、一いつ瞬しゆんで取とり押おさえられる。

「くっ！　なんだ……貴様ら……!!」

　軍隊格かく闘とう術じゆつの名手であるソフィアが、手も足も出せなかった。

「彼らは〝ヴェアヴォルフ〟……私の忠ちゆう実じつなる手足だ」

「〝ヴェアヴォルフ〟……ルートと同じ……キサマ、こんな奴やつらを飼っていたのか!!」

　ソフィアもヴェアヴォルフ〝のことは知っている。

　ルートがかつてその一員であり、ゲーニッツから「ラプチュリカの虐ぎやく殺さつ」を命じられたことも。

「黙らせろ。耳みみ障ざわりだ」

　だが、ゲーニッツにはそれ以上ソフィアと言葉を交わす気はなかったらしい。

　命じられた〝ヴェアヴォルフ〟たちは、腹に拳を叩き込み、ソフィアを気絶させた。

「さて……なかなか手こずらせてくれたものだ」

　ソフィアとダイアンを失った警備隊に、これ以上の抵てい抗こうは不可能。

　かくして、開発局はついに陥かん落らくする。

「残敵を掃そう討とうせよ。ならびに、ダイアンのラボを徹てつ底てい的てきに探れ。そこに、コードの情報があるはずだ」

「……！」

　無言で頷うなずくと、〝ヴェアヴォルフ〟たちは動き、命令を実行する。

　残る警備隊の兵士たちは、反はん撃げきする間もなく殺されていった。

「ちゅ……中将閣下……その……」

　背後から、おそるおそる声をかけたのは、包囲部隊を指揮していたデルズ大たい尉いであった。

「ま、まさか……閣下御おん自ら御ご出しゆつ陣じんされるとは……いや、しかし、見事なお手並みで……」

　へりくだり、揉もみ手を作り、軍人というよりも商人のようであった。

　恐おそれているのであろう。

　この晩だけで、動員した兵力は千人を超す。

　それだけやって、結局ゲーニッツ本人を出張らせたのだから。

「いや、君はよくやってくれたよ……ご苦労さん」

　だが、ゲーニッツは彼を責めない。

　デルズは無能者である。

　無能者であるから、使い途みちがある。

　地の利や武器の差、兵の質の差はあったが、五十人程度の警備隊相手に、三桁けたの死傷者を出した。

　彼らの恨うらみ、憎にくしみは、無能な指揮官であるデルズのもとに行くだろう。

　組織を運営するためにはわかりやすい憎まれ役が必要。

　失って惜おしくない無能者も、ある程度は必要なのだ。

「デルズ大尉……すまないが、飛行機の手配をしてくれないかね」

「は……？　まさか、どこかに行かれるのですか……？」

　王都内で兵を動かした。

　この先の事態のことを考えれば、総大将であるゲーニッツが王都から離れる訳にはいかない。

「あはは、そんなわけないだろう。行くのは別の者だよ」

　行くのはゲーニッツではない。

　鉄の仮面を被かぶった、〝伍長〟が行くのだ。

「今から漁あされば、夜には目当ての物が見つかるだろう……それを持って、オーガンベルツに向かってもらう」

　ようやく、東の空から、陽ひの光が差し始めた。

　しかしもう遅おそい。

　開発局の陥落と同時に、王都には戒かい厳げん令れいが敷しかれる。

　こうなってはもう、正規軍司令部が事態を知っても、手出しをすることはできない。

　開発局を舞台にして巻き起こった攻こう防ぼう戦せん、この幕を閉じたのはオーガンベルツの感謝祭の二十四時間前の出来事だった。




　そして、時は現在に戻る――

「はぁ……はぁ……はぁ……い、急がなきゃ……」

　オーガンベルツからやや離はなれた場所にある、ヘルペナー峡きよう谷こく。

　長い時をかけ、川に削けずられた谷の、深く切り立った岸がん壁ぺきが、スヴェンの眼下に広がっている。

「ここから……落ちれば……」

　今にもスヴェンは、谷底に身を投げ出そうとしていた。

　ゲーニッツが発動させた、緊急制御コード。

　それは、ただ単に猟兵機の行動を止めるものではない。

　猟兵機の動力源であり頭脳でもあるレザニウムリアクターに、コードの入力者の指揮下に下るよう強制的に指示を下すものである。

　本来は、暴走した猟兵機を制御するために組み込まれたプログラムだが、ただの猟兵機ではない、人間型猟兵機にとってのそれはさらに別の意味を持つ。

「ダメ……このままじゃ……わたくしは……!!」

　凄まじい勢いで、己が塗り替わっていくのがわかる。

　ルートへの深い愛情を、彼への親愛の情を、全て、コードの入力者へと塗り替えようとしている。

「早く……」

　ここまで、全速力で駆け抜けてきた足が、自分のものでなくなったように、言うことを聞かない。

　あと一歩足を進ませれば、崖がけから身を投げ出せる。

　そうすれば、間違いなく自分は砕け散り、破は壊かいされるだろう。

　そうしなければならないのだ。

　このままでは、あの男は、ルートに害をなす。自分を使って。

　だからその前に、破壊しなければならないのだ。自分を。

「ロボット三原則という言葉を、知っているかね？」

「――――!!」

　今のスヴェンにとって悪魔にも勝まさる男の声だった。

「ひとつ、ロボットは自分の身を守らねばならない……自殺など人のすることだよ、スヴェルゲン・アーヴェイ」

　現れたのはゲーニッツ、スヴェンから彼女の最も大切なもの、「心」を奪い取った男。

「ふざ……けるなぁ!!」

　自分が死ねないならば、せめて、この男を殺さねばと、スヴェンは身を翻ひるがえし手刀を繰りだそうとする。

「くぅ………」

　だが、できない。

「ひとつ、ロボットは人間に危害を加えてはならない」

　冷れい酷こくに……いや、どこか楽しそうに、ゲーニッツは言う。

　すでにスヴェンは、己を殺すことも、己を乗っ取ろうとする者に逆らうこともできなかった。

　そして、彼女の最後の一片まで塗り潰された。

「ひとつ、ロボットは、人間に服従しなければならない」

「いやあああああああああっ[image: ]」

　スヴェンの、絶望の叫びが、谷にこだまする。

　そして、数瞬の後、再び、静寂が訪おとずれる。

　まるで世界が切り替わったような、静寂が。

「君は誰だれ？」

　ゲーニッツが問うた。

「スヴェルゲン・アーヴェイ……ＳＳ-６Ｒ１……」

　語る声こわ音ねは同じ。しかし、自動再生された、機械音声のような声。

「では、私は？」

「マクシミリアン・ゲーニッツ中将閣下………わたくしの主さまでございます」

「結構！　大変素晴らしい」

　この上なく満足そうにゲーニッツは笑った。

「ありがとうございます」

　心を書き換えられし機械人形は、深々とおじぎをする。

「さぁ、帰ろうか……私たちの都、ベルンに」







　小さな鉱山町オーガンベルツ、ここには小さなパン屋がある。

　店の名前は「トッカーブロート」。

　店主は強面こわもてだが真ま面じ目めで、腕も良い。

　昨日の感謝祭でも、皆みなに振る舞われたパンは、絶賛された。

　だが、一晩明けて祭りの翌日、店の入口には、「CLOSED」の札ふだがかかったままだった。

　店の中には、誰もいない。







[image: ]







　昼になっても、夜になっても、「CLOSED」の札はそのまま。

　強面の店主も、銀色の髪かみの可愛かわいらしいウェイトレスも。

　誰も、店の中にはいなかった。







あとがき







　はい、というわけで「戦うパン屋と機械じかけの看板娘オートマタンウエイトレス」四巻、お読みいただきありがとうございました！

　今回は本文大幅増量だったので、あとがき１ページしかありません。

　なので手短に――

　念のため、これで終わりではありませんよ？

　なんと今回は前後二部構成でございます。

　因いん縁ねんの敵ゲーニッツ、さらわれたスヴェン、囚とらわれしソフィア、生死不明のレベッカ。

　ルートは己の過去と向かい合い、未来を勝ち取るべく挑みます。

　どうぞ、後編もお付き合いただけますよう、よろしくお願い致します！

　２０１６年夏発売予定、「戦うパン屋と機械じかけの看板娘」五巻にて、またお会いいたしましょう！　それでは!!

ＳＯＷ
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